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ご使用の前に 

•ご巧用の隙は、必ず 「マニュアル」 をよくお読みの上、正しくお使いください。 

•「マニュアル」 は、不明な点をいつでも解巧できるように、すぐに取り出して見られる場巧に保管 
してください。 


ま全にお使いいただくために 


この マニュアル および製品には、製品を安全に正し<お使いいたださ、お客様や他の人々へのち害や財産へ 
の損害を未然に防止するために絵表示が使われています。 

その表示と意巧は次のとおりです。内容をよく理解してから本でをお読みください。 


A 警 


とヒこの表示を無視して、誤った取り撒いをすると、人が死 t または重傷を負う可能 
a 性が想定される内容を示していまず。 


A 注 



この表示を無視して、誤った取りないをすると、人が傷害を食う可能性が想をさ 
れる内容および物的損害のみの発生が想をされる内容を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための禁止事項の内容を表しています。 


0 


製品の取り披いにおいて、してはいけない行為（禁止行為）を示しています。 


障害や事故の発生を防止するための指示事項の内容を表しています。 


〇 

必ず行う事項（指示、行為）を示しています。 

€ 

電源プラグをコンセントから必ず抜くことを示しています。 










A 警告 

0 


交流1 00 V 政外の電源は、使用しないでください。 

交流100 V 政外の電源を使ラと、感電-火災の原因とな0ます。 


めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。 

感電の原因となります。 

0 H 

雷が鳴りだした5、電源プラグをさわ S ないでください。 

感電の原因となります。 

C 


電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

取り扱いを誤ると、火災の原因となります。 

-電源プラグはホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の根元まで確実に差し込む。 

-電源プラグを長期間コンセントに差したままにしない。 

電源プラグは、定期的にコンセントか S 抜いて、刃の根元や刃と刃の間を清掃して 
<ださい。 

0 


電源コードのたこ足配線はしないでください。 

発熱し、乂ぶの原因となります。 

家庭用電源コンセント（交流100 V )か6電源を直接取ってください。 



破損した電源コードを使用しないでください。感電-乂災の原因となります。 

電源コードを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。 

-電源コードを加工しない。 

•無理に巧げたり、ねじったり、引っぱったりしない。 

-電源コードの上に重いものを載せない。 

-発熱器具の近<に配線しない。 

電源コードが破損した6、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カス 
タマーサービスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊） 

をご覧ください。 

0 

築 

G ) 國 

本機か6異臭や異音がする、発煙するなど、異常状態のまま使用しないで<ださ 
い。 

感電-乂災のおそれがあ0ます。 

すぐに電漁を切り、電源プラグをコンセントか!5抜いて、バッテリパックを本機か 

S 取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧くだ 
さい。 

お客様による修理は危険ですか!5絶対にしないでください。 

〇固 

通風孔など開□部か6、本機内部に金属類や燃えやすいちのなどを差し込んだり、 
落としたりしないでください。 

感電•乂災の原因となります。 


3 


























A 警告 

0H 

水などの液体や異物が本機内部に入った場合は、そのまま使用しないで<ださい。 
感電•乂災の原因とな0ます。 

すぐに電源を切り、電源プラグをコンセントか6抜いて、バッテリパックを本機か 

6取り外して、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。カスタマーサー 
ビスセンターへの連絡ち法は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧くだ 
さい。 

0 

£ 

本機の分解-改造や、マニュアルで指示されている外の増設-交換はしないで< 
ださい。 

けが-感電-火災の原因となります。 


メモリの増設•交換をするときは、電源プラグをコンセントか6抜いて、本機から 
バッテリパックを取り外してください。 

感電や乂傷の原因となります。 

Ql 

? 

い 

バッテリパックを、指定 L ソがのちまで充電しないでください。 

発熱や発乂、液漏れによる被害の原因となります。 

0 

•ィ 

本体や付属のバッテ IJ パックなどを火中に入れたり、加熱したりしないでくださ 
い。 

破裂などで火傷の原因とな0ます。 

Ql 

覆 

バッテリパックの端子をショートさせないでください。 

乂傷の原因となります。 

0 

を^" 

付属の AC アダプタやバッテリパックを、分解-改造しないでください。 

また、本機には、指定切外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでくださ 
い。 

感電や乂傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定切外の AC アダプタやバッテリパック、または分解-改造した AC アダプタ 
やバッテリパック（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安全性や製品に 
関する保証がでさません。 

01 

逸 

ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめた0すると、火傷や化学物寶による被害の原因となります。 

G ) 園 

バッテリパックには、落下など、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れにより、火傷や化学物質による被害の原因となります。 

O 

盈 

航空機や病院など、電波の使用を禁止された区域に本機を持ち込むとさは、本機の 
電源を切るか、团 uetooth 機能および無線 LAN 機能の電波を停止してください。 
電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか5、本 
機の電源を切ってください。 


4 
















































A 警告 

o 

直 

医療機関の屋内で巨 luetooth 機能および無線 LAN 機能を使用するときは、次のこ 
とを守ってください。 

•手術室■集中治療室り CU ) ■冠状動脈疾患監視室 （ CCU ) には、本機を持ち込 
まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟政外の場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を切るか 
電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、その 
医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してから、本機の 
電源を切る 0 

〇理 

植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 

巨 luetooth 機能および無線 LAN 機能を使用するときは、装着部と本機の間を 

22 cm 私上離してください。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響を及ぼ 
す場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性がある場 
巧では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

01 

扇 

補 

团 uetooth 機能および無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機 
器の近くで使用しないでください。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 
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/5\ 注意 

01 

s 

ルさなお子様の手の届くところに設置、保管しないでください。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 


不安定な場所（ぐ S ついた台の上や傾いた巧など）に置かないで<ださい。 

落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 

0 

M 

湿気やホコリの多い場所に置かないでください。 

感電•火災の危険があります。 

0 


本機の通風孔をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこちり、乂災の危険があります。 

設置する際は、次の点を巧ってください。 

-押し入れや本箱など風通しの悪いところには設置しない。 

-じゅラたんや巧団の上には設置しない。 

-毛巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

G ) 厘 

各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている政外の配線をしないでく 
ださい。 

配線を誤ると、火災の危険があります。 

0 

囚 

FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱して火災の原因となります。 

-構内交換機 （ PBX ) 

- 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

-侶 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 

O 

Volume 

■iiiniiiiiiifTO 

恆 

ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してか S 接続し、接続後に音 
量を調節してください。 

ボリュームの調節が大さくなっていると、思わめ大音量により聴覚障害の原因とな 

0ます。 

0 


パームレストやキーボードに長時間手を置かないでください。 

パームレストやキーボードが熱くなることがあり、低温火傷のおそれがあります。 

0 


ひざの上で長時間使用しないでください。 

本機底面が熱<な0、低温火傷の原因とな0ます。 

0 

? 

— ♦ — 

付属の AC アダプタやバッテリパックは、本徽; m には使用しないでください。 

乂傷-火災の危険があ0ます。 

0 


破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。 

乂傷-乂災の危険があ0ます。 














































A 注意 

G ) 國 

AC アダプタを毛なや布団で覆わないで < ださい。 

火傷-火災の危険があ0ます。 

&圍 

AC アダプタの温度の高い部分に、長時間直接触れないで<ださい。 

1岳温火傷の原因とな0ます。 

® 圍 

メモリの増設-交換は本機の内部が高温になっているとをには行わないでください。 
乂傷の危険があります。 

作業は電源を切って10分政上待ち、本機の内部が十分冷めてか6行って<ださい。 

01 


液晶ディスプレイが破損して、内部の液体が漏れた場合は、液体をなめた0、触っ 
た0しないで<ださい。 

乂傷や化学物寶による被害の原因とな0ます。 

万一、液体が皮膚に付着した0、目に入ったリした場合は流水で十分に洗い、医師 
に相談してください。 

G ) 

M 

光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでください。 
内部で巧び散って故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを険があり 
ます。 

〇 國 

長時間または不自然な姿勢でのコンピュータ操作は避けてください。 

肩こり、腰痛、目の疲れ、禮銷炎などの原因となります。 

© 

本機を移動する場合は、電源を切り、電源プラグをコンセントか6掠いて、すべて 
の配線を外したことを確認してか6行ってください。 

© 

連休や旅巧などで本機を長期間使用しないとをは、安全のため、電源プラグをコン 
セントか6抜いて、本機か S バッテリパックを取り外してください。 

〇 

商 

本機を廃棄する場合は、法律に従って正し<処理して<ださい。 

液晶ディスプレイに使用している堂光管（バックライト）には、水銀が含まれてい 
ます。 
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I 製品保護上のを意 


►使用-保管時のを意 


コンピュータ（本機）は精密な機械です。故障や誤動作の原因となりますので、次の注意事項を必ず 
守って、本機を正しく取りおってください。 

次の注意事項は、特に指定のない限り、本体および AC アダプタやバッテリパックなどの同栖品に適用 
されます。 



温度が高すぎる巧や、低すぎる巧には 
置かないでください。また、急激な温 
をを化も避けてください。 

ホ障、誤動作の原因になります。適切 
な温度の目安は10で〜35でです。 


rv -不を定な所には設置しないでください。 

落下したり、振動したり、倒れたりす 

ると、本機が壊れ、を障することがあ 
77,.!^ ります。 


LU 


LCD 画面の表面を先のとがったもので 
引っかいたり、無理な力を加えたりし 
ないでください。 

LCD 画面の表面はアタリル製ですの 
で、キズが付いたり、割れたりするこ 
とがあります。 



直射日光の当たる所や、発熱器具（暖 
房器具や調理用器具など）の近くな 
ど、高温-多湿となる所には置かない 
でください。 

故障、誤動作の原因になりまず。 

また、直射日光などの紫外線は、蛮色 
の原因になります。 


--本機の汚れを取るときは、ベンジン、 

{ 0 ^ シンナーなどの溶剤を使わないでくだ 
ぐ/ さい。変色や変形の可能性がありま 

す。柔らかい布に中性洗剤を適度に染 
み込ませて、軽く拭き取ってくださ 

い。 



テレビ やラジオ、磯石など、磁界を発 
生するものの近くに置かないでくださ 
い。本機の誤動作が生じたり、デー 
夕が破損したりすることがあります。 
逆に、本機の影響で テレビ やラジホに 
雜音が入ることもあります。 


M. 


遠隔地に輸送するときや保管するとき 
は、裸のままで行わないでください。 
衝撃や振動、ホコリなどから本機を守 
るため、専用の桐包箱に入れてくださ 


团 


電源コードが抜けやすい所（コードに 
足が引つかかりやすい所や、コードの 
長さがぎりぎりの所など）に本機を置か 
ないでください。バッテリパックの状 
態により、電源コードが抜けると、そ 


れまでの作業データがメモ y 上から消 


えることがあります。 


ぶ 

I 


本機を長期間使わないときは、バッテ 
リパックを本機に装着したままにしな 
いでください。 

液もれを起こすことがあります。 



ホコリの多い所には置かないでくださ 
い。 

故障、誤動作の原因になりまず。 


^- I 本機の上に重い物を載せたり、強く押 

さえ付けないでください。 

「づ LCD やバックライトが破損したり、表 
I 一 I 示異常となることがあります。 


-^アクセスランプ点灯中は、本機の電源 

© を切ったり、再起動したりしないでく 

ん ださい。 
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他の機械の振動が伝わる所など、振動 
しがちな場所には置かないでください。 
故障、誤動作の原因になります。 


I -^本機を落としたり、ぶつけるなど、 

/グショックを与えないでください。持ち 
運ぶときは、バッグに入れるなどして 
ショックから守るようにしてくださ 

い。 



AC アダプタはコードを持って抜き差 
ししないでください。 

コードの斬線や接触不良の原因となり 
ます。 

a 


本機の LCD ユニット （液品 デイスプレ 
イ 部）を開けた状態で 、 LCD ユニット 
を持って移動しないでください。 


夕 



AC アダプタの上に乗ったり、踏みつ 
けたり、重い物を載せるなどして、 
ケースを破損しないでください。 


キーボードの上などに、物（ボールぺ 
ンなど）をはさんだまま、 LCD ユニッ 
卜（液晶ディスプレイ部）を閉じない 
でください。 


►記録メディア 


次のような取りないをすると、次の記録メディアに収録されたデータが破損するおそれがあります。 
記録メディアの種類は、次のとおりです。 


1351 FD 

laa 光ディスクメディア 


ma メモリカード 


次の注意事項は、特に記録メディアの種類に指をのない限り、すべての記録メディアに適用されます。 


m 

みリ 1 ク 

S を / 

'がを 

IIM 

S | 

ミ。 





直が日光が当たる巧、発熱器具の近く 
など、高温•多湿となる場巧には置か 
ないでください。 


上に物を載せないでください。 



LZ4 


で 


アクセス ランプ点灯•点滅中は、記録 
メディアを取り出したり、本機の電源 
を切ったり、再起動したりしないでく 
ださい。 



使用後は、本機にセットしたままにし 
たり、裸のまま放置したりしないでく 
ださい。 

専用のケースに入れて保管してくださ 

レ、。 


ill 

キズを付けないでください。 

鑛 


クリップではさむ、折り曲げるなど、 
無理な力をかけないでください。 

む 


ゴミやホコリの多いところでは使用し 
たり保管したりしないでください。 


アクセスカバーを 開けたり、磁性面あ 
るいは金属端子に触れたりしないでく 
ださい。 

1351 1^ 
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磁性面や金属端子にホコリや水を付け 
ないでください。 シンナー やアル コー 
ルなどの溶剤類を近づけないでくださ 

い。 

133 [SS 




テレビやラジオ、磁おなど、磯界を発 
生するものに近づけないでください。 

1381 raia 



ククク ---7 I 

何度も読み書きした FD は使わないで 



■>ク__ク97__ 

ください。 

( 

HI 

磨耗した FD を使うと、読み書きでェ 


■ 

ラーが 生じることがあります。 



の 


信を面（文字などが印刷されていない 
面）に触れないでください。 




レコード や レンズ 用のクリ ーナーな ど 
は f まわないでください。 

クリーニングするときは、 CD 専用ク 
リ ーナーを f まって ください。 




信を面（文字などが目口刷されていない 
面）に文字などを書き込まないでくだ 
さい。 


@ 

光プ イス クドフイブのゲータ読み取り 
レンズをクリーニングする CD は巧わ 
ないでください。 


クリーナ CD 

BB 1 


レコード のように回転させて巧かない 
でください。 

内側から外側に向かって巧いてくださ 

い。 



感 


シールを 贴らないでください。 




温度差の激しい場所に置かないでくだ 
さい。結露する場合があります。 

laa 
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鹽 L ュが朔蟲碟盏 


おを様の権利（プライバシー保護）に関する重要な事項です。無線 LAN を使用 
する前に、必ずお読みください。 

無線 LAN では、 LAN ケーブルを{吏用する代わりに、電波を利用してパソコンな 
どと無線 LAN アクセスポイント間で情報のやり取りを行うため、電波の届く範 
囲であれば自由に LAN 接続が可能であるという利点があります。 

その反面、電波はある範囲内であれば障害物（壁など）を越えてすべての場所 
に届くため、セキュリティに関する設をを行っていない場合、な下のような問 
題が発生する可能性があります。 

■ほ信内容を盗み見られる 

悪意ある第 S 者が、電波を故意に傍受し、 

• ID やパスワードまたはクレジットカード番号などの個人情報 
• メールの内容 

などの通信内容を盗み見られる可能性があります。 

• 不正に侵入される 

悪意ある第 S 者が、無断で個人や会社内のネットワークへアクセスし、 

-個人情報や機密情巧を取り出す（情巧漏を） 

-特定の人物になりすまして通信し、不正な情報を流す（なりすまし） 

-傍受した通信内容を書き換えて発信する（改ざん） 

• コンピュータウイルス などを流し データ やシステムを破壊する（破壊） 
などの行為をされてしまう可能性があります。 

本ホ、無線 LAN や無線 LAN アク七スポイントは、これらの問題に対応するため 
のセキュリティの仕組みを持っていますので、無線 LAN 製品の七キュリティに 
関する設定を行って製品を使用することで、その問題が発生する可能性は少な 
くなります。 

無線 LAN 機器は、購入直後の状態においては、セキュリティに関する設定が施 
されていない場合があります。 

したがって、お客様がセキュリティ問題発生の可能性を少なくするためには、 
無線 LAN や無線 LAN アクセスポイントをご使用になる前に、必ず無線 LAN 機器 
の七キュ リ ティに 関する すべての 設定を マニュアルに 従って行ってください。 

なお、無線 LAN の仕様上、特殊なホをにより七キュリティ設定が破られること 
もあり得ますので、ご a 解の上、ご使用ください。 


11 


※セキュリティ 巧策を施さず、または、無線 LAN の 仕様 上 やむを得ない事情に 
より セキュリティの 問題が発生してしまった場合、当社は、これによって生 
じた損害に対する責任を負いかねます。 

七キュリ ティの 設をなどに ついて、 おを様ご自身で対処できない場合には、『サ 
ポート，サービスの ご案内』 （別冊） をご覧になり、 テクニカルセンターまで 
お問い合わせください。 

当社では、お客様が七キュリ ティの 設をを行わないで使用した場合の問題を+ 
分理解した上で、おを様自身の半 IJ 断と責任においてセキュリ ティ に関する設定 
を行い、製品を使用することをおすすめします。 
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はじめに 

本機を使い始める前に知っておいていたださたい事項について説明し 
ます。 


r マニュアル中の表記」 . 

r 本製品の仕様とカスタマイズ」 
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I マニュアル中の表記 

本書では次のような記号を使用しています。 

安全に関する記号 


A 

敢化 
言口 


この表示を無視して、誤った取り撒いをすると、人が死 t 
または重傷を負う可能性が想をされる内容を示しています。 


A 

ミち意 


この表示を無視して、誤った取りおいをすると、人が傷害 
を負う可能性がおをされる内容および物的損害のみの発生 
が想定される内容を示しています。 


一般情報に関する記号 


J!^ 

制限 


制限事項です。 

機能または操作上の制限事項を記載していまず。 



参考事項です。 

覚えておくと便利なことを記載しています。 

本書とは別のマニュアルを示します。 

例）『栖包品の確認』：本機に添付の『捆包品の確認』を示 
します。 


ra 参照ページを示します。 


12 


fctrl )+r Z 1 


操作手順です。 

ある目的の作業を行うために、番号に従って操作します。 

[ 1で囲んだマークはキーボード上のキーを表します。 

〔三厂1は Enter キーを表します。また、 [TTI はのことで 
す。このように必要な部分のみを記載しているため、キー 
トップに巨口字された文字とは異なる場合があります。 

+の前のキーを巧したまま+のをのキーを巧します。 

この 例では、 （ Ctrl 」 を押したまま （ Z ) を押します。 
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はじめに 


名称の表記 


本書では、本機で使用する製品の名称を次のように表記しています。 


HDD 


FD 

FDD 

光ディスクメディア 
光ディスクドライブ 
メモリカード 


八ードディスクドライブ 

フ□ツピーディスク 

フ□ツピーディスクドライブ 

CD メディア、 DVD メディアなど 

光ディスクメディアを使用するためのドライブの総称 

メモリースティック、乃げメディアカード、 SD メモリーカード 

の纖 


オペレーテイングシステム ( OS ) に関する記述 

本書では、ホ ペレ ー テイン ダ システム ( OS ) のぶ称を次のように略して表記し 
ます。 


Windows Vista 


Windows Vista ® Ultimate 
Windows Vista ® Business 
Windows Vista ® Home Premium 
Windows Vista ® Home Basic 


HDD 容量の記述 


本書では、 HDD 容量を IKB (キロバイト） =1000 By ぉとして記載しています。 
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マニュアル中のま記 


Windows Vista の画面表示に関する記載方法 

デスクトップ画面 

本書では 、 Windows Vis はの画面に表示されるを箇所のをホを次のように記載し 
ます。 

アイコン タブ デスクトップ 





[ 0K ] I キサン也 I" ] 巧用 (A) 



ボタン 


ボタンは [] で囲んで記載します。 
例） I QK ] : [ OK ] 


スタートメ ニユ ー 

[スタート]を押すと表示されるスタートメニューのボタン類は、次のように 
記載します。 


[ 0 ] [►] 



[スタート] 
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はじめに 


画面操作 


本書では 、 Windows Vista の画面上で行う操作手順を次のように記載します。 

• 記載例 

[スタート]- r すべてのプ□グラム」一 「Internet Explorer ] をクリックします。 
• 実際の操作 

(1) [スタート]をクリックします。 

(2) 表示されたメニューから「すべてのプ□グラム」をクリックします。 

(3) 表示されたメニューか5 「Internet Explorer 」 をクリックします。 


(3) イ 1 



i Windows DVD :力一 
Windows FAX とスキでン 
Windows Live Messenger 夕 



Windows ム ーピープー カ_ 
3 Windows 夕ール 
9凸玉のブ□グラム 
A Extras と7ツプヴレード 
主 アク ty •リ 





※表おされる項目は、システム構成によって異な0まず。 
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ピクチで 


房 I ^ I I I I J I I 

「わ舌 W ウ W W W W W W W 

I 台 品田岛な as 
























I 本製品の仕様とカスタマイズ 


本製品は、ご購入時にお客様が選択されたオプションによって、仕様がカスタ 
マイズされています。 CPU の種類•メモリ容量-光ディスクドライブなど、選 
択した仕様に合わせて、お客様オリジナルのコンピュータとして組み立て、納 
品されています。 

仕様によって必要なマニュアル 

本製品の操作に必要なマニュアルは、お客様が選択された仕様によって、『ュー 
ザーズマニュアル』（本書）とは別に添付されている場合があります。 
お使いになる仕様によって必要となるマニュアルは、下記のとおり別冊や電子 
マニュアルなどの形式で添付されていますので、確認してください。 

• 本製品に同捆されている別冊マニュアル 

• CD - ROM などに収録されている電モマニュアル （ PDF ファイルなど） 

• コンピュータに収録されている電モマニュアル （ r マニュアルびゆ一わ」から閲 
覧） 
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第 1 胃 

巧い始めるまでの準備 

本機の接続方法、電源の入れ方や切り方、 Windows のセットアップに 
ついて説明します。 

「ご使用の前に」 .. 24 

「添付されているソフトウてア」 . 26 

「本機でできること」 . 29 

「各部の名称と働さ」 . 30 

「コンピュータの設置」 . 35 

「電源の入れちと Windows のセットアップ」 . 42 

「 Windows 使用時の確認事項」 . 50 

「本機の終了ち法」 . 58 


















I ご使用の前に 


►コンピュータを巧い始めるまでの手順 


購入後にはじめて本機を使用する場合は、次の手順で作業を行ってください。 


捆包品に不足や不良びないかを確認する 

ra 『栖包品の確認』側刪 


本機を使用する前にぶ、要な情報を確認ずる 

raip -2 

r 安全にお使いいただくために」 

rap -8 

「製品保護上の注意」 

P 3 p .18 

「マニュアル中の表記」 


「本製品の仕様と カスタマイズ」 

C 3 p -24 

「ご使用の前に」 

C 3 p -26 

「添付されているソフトウエア」 

r 3 P -29 

「本機でできること」 

^3 P -30 

「を部の夕称と働き J 




コンピュータを設置し、さ機器の接続を行ラ 

口 P .35 「コンピュータの設置」 


電源を入れ、 Windows をセットアップずる 

P .42 「 電源の入れ方■と Windows の七ットアップ」 



使用開始！ 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


►ご使用前の確認事頃 


貼付ラベルの確認 

本機には、製品情報が記載された次のラベルが I 占られています。本機をご使用 
の前に、ラベルが貼られていることを確認してください。ラベルは絶巧にはが 
さないでください。 

• お問い合わせ情報シール 

お問い合わせ情報シールには、型番や製造番号が記載されています。当社に 
サポート.サービスに関するお問い合わせをいただく際には、これらの番号 
が必要です。 

お問い合わせ情報シールに記載されている製造番号は、『サポート.サービ 
スのご案内』側刪の表紙に書き写しておいてください。 

• COA ラベル 

COA ラベルに ert 出 cate of Authenticity ラベル）は、正規の Windows 商品を購入さ 
れたことを証明するラベルです。 

万一、 COA ラベルを紛失された場合、再発行はできません。 

お問い合わせ 巳 0 A ラベル 



サポート-サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』には、当社のサポートやサービスの内容が詳 
しく記載されています。 

困ったときや、万一の場合に備えてお読みいただくことをおすすめします。 






I 添付をれているソフトウエア 


購入時、本機にインストールされているソフトウェアと、購入後、必要に応じてインストールが必要な 
ソフトウェアは次のとおりです。 

本機にインス I ルされているソフトウエア 

購入時、次のソフトウェアは、本機にインストールされています。 


本機にインス1ルされているソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

• Windows Vista 

本機のオペレーティングシステム （OS ) です。 

巧 

Windows Vista リカバリ DVD 


• インテル PM 日6曰 Express チップセット用ドライバ 

メインボード上のデバイスを使用するためのドライバです。 


• Intel Matrix Storage Manager 

Windows 上で HDD のが態を確認するためのューテイリテイです。 

•インテル AMT ドライバ 

AMT 機能を使用するためのドライバです。 

• ビデオドライバ 

Windows を高解像度*多色で表示するためのドライバです。 

•サウンドドライバ 

音を鳴らしたり、録音するためのドライバです。 

•タッチパッドドライバ 

タッチパッドを使用するためのドライバです。 

•ネットワークドライバ 

ネットワーク機能（有線 LAN) を使用するためのドライバです。 

•無線 LAN ドライバ 

無線 LAN を使用するためのドライバです。 

•メモリカードドライバ 

メモリカードス ロッ トを使用するためのドライバです。 

• FAX モデムドライバ 

FAX モデム機能を使用するためのドライバです。 

•インスタントキードライバ 

1 Fn ) と組み合わせて使用する機能キーや、インスタントキーを使用す 
るためのドライバです。 

• インスタントキーユーテイリテイ 

インスタントキーを使用するためのューテイリテイです。 

• インテル-ターボ-メモリドライバ（ターボ-メモリ選択時のみ） 
ターボ-メモリを使用するためのドライバです。 

•指紋認証ドライバ 

指紋認証機能を使用するためのドライバです。 

• Java 2 Runtime Environment 

Java アプリケーシヨンを実行するためのソフトウエアです。 



ドライバ CD 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


本機にインス 1 ルされているソフトウエア 

ソフトウェアの収録場巧 

• インフオ メー シヨン メニュー 

本機に添付のマニュアルやサポートページを閲覽するためのューティリ 
ティです。 


• Adobe Reader 

PDF (Portable Document Format ) 形式のファイルを表示したり、印刷した 
りするためのソフトウュアです。 


• JWord Plugin 

Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインターネットを横索する 
ためのソフトウエアです。 

ドライバ CD 

• 邑〇〇スティック 

Internet Explorer のツールノく一に、横索サービス 「 goo 」 の検索ボックスを 
追加するためのソフトウエアです。 


• Nero 7 Essentials (書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

光ディスクメディアに書き込みを行うためのソフトウュアです。 

巧 

Nero 7 Essentials CD-ROM 

• WinDVD (DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 

DVD VIDEO を再生するためのソフトウエアです。 

巧 

WinDVD CD-ROM 

•マニュアルびゅ一わ 

本機に徐付されている電子マニュアルを閲覧するためのツールです。 
マニュアルびゆ一わのデータは、 C ドライブの「お知らせ」フオルダにあ 
り、 Windows を再インストールすると削除されます。 Windows を再インス 
トールする際は、必ずバックアップを取ってください。 

P^p.284 「マニュアルびゆ一わのバックアップ」 

- 













添付されているソフトウエア 


必要に応じてインス I ルが必要なソフトウエア 

次のソフトウェアは、購入時、本機にインストールされていません。 Windows のセットアップ後に必要 
に応じてインストールしてください。 
rap .47 「初期設定ツール」 

Oip .48 「セットアップ完了後の作業」 


本機にインス 1 '―ルされていないソフトウエア 

ソフトウエアの収録場巧 

• インテル AMT Local Manageability Service 

AMT 機能を使用するためのサービスです。 

巧 

•巨 luetooth ドライバ 

Blue 阳〇化機能を使用するためのドライバです。 

• 指紋認証ユーティリティ 

指紋認証機能の設定を行うためのューティリティです。 

ドライバ CD 

• HotkeylL— ティリティ 

U 1 キーにソフトウュアを割り当てるためのューティリティです。 

• Norton Internet Security 日 0 日版 

ウイルス駆除機能、不正アクセス防止機能、フィッシング詐欺対策機能 
などを備えたセキュリティソフトウエアです。 

アプリケーション CD 

• i — フィルター 4 30 曰版 

インターネット上の有害な Web ページへのアクセスを防止する Web フィ 
ルタリンダソフトウエアです。 

•セキユ IJ ティチップユーティ IJ ティ 

セキュリティチップ （ TPM ) の設定を行うためのューティリティです。 


そのほかのソフトウエア 

次のソフトウェアは、 CD から起動して実行します。インストールは必要ありません。 
巧 P.273 「システム診断ツールを巧う」 


そのほかのソフトウェア 

ソフトウェアの収録場巧 

• システム診断ツール 

コンピュータの調子が悪いときにシステム診断を行うためのソフトウェ 
ァです。 HDD 内のデータを消ますることもできます。 

巧 

ドライバ CD 
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本機ででまること 


本機は、 15.4 型ワイド液晶ディスプレイを搭載したノート型コンピュータのハイエンドモデルです。 
本機では、次のようなことができます。 



インター ネットや メールを 利用する 

が P.1 己 3 


光ディスクを再生する 
光ディスクにデータを保存する 
(オプション） z ： F ^ p .95 


ネットワークに接続する 
無線 LAN で接続する 

が P .148 ごす ml 50 


USB 機器や IEEE 1394機器を 

接続して使ラ 

斬 P.104 /^p.l 89 
V _ J 

PC カードやメモリカード（メモリス 
ティックなど）を使う 

ごす ^p.i □巨 I ご哀コ P.1 1 □ 


画面をホを調自 p する 
外付けディスプレイに表示する 

が P.123 が P.130 

V _ J 


FAX モデムで通信する 

ごす ^■ P . l フフ 


Bluet 00 th 対応機能を使う 
Bluetooth でデータを送受信する 

が P.1 14 


音声の入力-出力をする 

/^p.l 38 


指紋認証機能を使ラ 

が P.142 


電力機能を使ラ 

z ： f=>p.l 83 


メモリを交換する 


ご 尹 P .1 9已 






































I る部の名荷 i と働を 


►正面-を側面 
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a : LCD ュニット 

LCD 画面を含めたカバー部分です。 

b : LCD 画面 

入力した文字や、作業内容を表示します。 
C ： 内蔵ステレオ スピーカ 

警告音（ビープ音）や音声などを鳴ら 
します。 

d : セキュリティ□ツクス□ット度] 

巿販の盤難抑止用ケーブル（ワイ 
ヤー）を取り付けます。 

白：光ディスクドライブ 

CD - 民 OM などの光ディスタメディ 了の 
読み込みや書き込みなどを行レ、ます。 

たイジェクトボタン* 

光ディスクドライブのディスクトレ 
イを開けるときに押します。 


呂：イジエクトホール* 

光ディスクドライブのディスクトレ 
イが開かなくなった場合に使用しま 
す。 

h : 指紋センヴー 

指紋認証機能使用時に、指紋を読み取 
ります。 

i : クリックボタン 

マウスの左右のボタンに相当します。 

j : タッチパッド 

指を軽く乗せて動作することにより、 
画面上のポインタを操作します。 

k : キーボード 

文字の入力やソフトウエアの操作な 
どを行います。 


* 位置はお使いの光ディスクドライブによって異なります。光ディスクドライ 
ブの PDF マニュアルをご覧ください。 

PDF マニュアルは、 r マニュアルびゆ一わ」からご覧になれます。 

P .51 「インフォメーションメニューを巧う」 
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前面 




a : バッテ U 充電ランプ 

バッテリの充電状態を示します。 
オレンジ色点な：充電中 
消な：満巧電 

b: お線 LAN 状態ランプが 

無線 LAN が ON のときに点灯（緑色） 
します。 

C ： 巳 luetooth 状態ランプ@ 

Bluetoo 化が ON のときに点な（緑色） 
します。 

d : 電源ランプ① 

電源状態を示します。 

緑点な：通常 

緑点滅：スリープ状態 

消な：電源切断時または休止状態 


e: 無線 LAN スイッチ（が 

本機の無線 LAN の ON / OFF を切り替 
えます。 

た LCD ラッチ 

LCD ユニットを開くときに押しま 
す。 

吕：マイク入カコネクタ庐 

マイクを接続します。 

h: ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
ディオ出力 （S/P DIF) コネクタ 

スピーカ、へッドフォンや光デジタ 
ルオーデイホ機器 （ MD デッキなど） 
などを接続します。 

'■ メモリカ-ドス□ツトロ MC . SD.MS 肿〇 

メモリカードの 読み込み や 書き込 
みなどを行います。 
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香部の名称と働さ 


インスタントキー/電源スイッチ/ステータス表示ランプ 


g: h: i: j: 



a: U1 キー 

割り当てたソフトウュアを起動し 
ます。 

rap .83 「 U 1 キーを割り当てる」 
b： 画面サイズ切 D 智えキ ー 

キーを押すたびに、画面のサイズを 
切りをえます。 

C ： イン フォメー シヨン キー 网 

インフォメ'ー シヨンメニユ'一を起 

動します。 

d: 己 luetooth キ ー 0 

本機の Bhie ね 0 化 機能の ON / OFF を切 
り替えます。 

白：タッチパッドキー 白 /X 

タ ッ チノく ッ K の ON / OFF を切り替え 
ます。 

た 電源 スイッチむ 

本機の電源の入/切を巧います。ま 
た、スリープ状態や休止状態からの 
復帰にも使用します。 


旨： Num Lock ランプ g 

NumLock キ'一の設定が態を表示しま 
す。緑色に点灯しているときは、數 
値キーモードに設定されています。 
h: Caps Lock ランプ6 

Caps Lock キ^一の設定状態を表示し 
ます。緑色に点なしているときは、 
アルファべットの大文字を入力す 
ることができます。 
i: Scroll Lock ランプ自 

Scroll Lock キ'一の設定が態を表示し 
ます。 

j : アクセスランプ0 

HDD や光ディスクドライブにアク 
セス中に緑色に点灯します。 


(THL アクセスランプが点むしているときに電源を切ったり、コンピュータを再起動し 

じぉぶ广こ。しなし、でくださし、。デ-夕が破損するおそれがあ。ます n 
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►ち側面-背面 



a: PC カードイジエクトボタン 

PC カードを取り出すときに押しま 
す。 

b : PC カードス□ット G 

PC Card Standard 規格準拠の PC カー 
ドをセットします。 

C： US 巨コネクタ 

USB 対■応機器を接続します。 

d: IEEE1 394 コネクタ1394 

IEEE 1394 機器を接続します （4 ピ 
ン)。 

e: S- ビデオ出力端子[若] 

テレビの S 端子と接続して、本機の 
画像を表示します。 

f: DVI-D コネクタ DVI 

外付けディスプレイ（デジタルタイ 
プ）を接続します。 


吕 ： VGA コネクタ Q 

外付けディスプレイ（アナロダタイ 
プ）を接続します。 

h: モデムコネクタ 0 

電話回線と接続します。 

i ： LAN コネクタ 

ネットワークと接続します。 

j: AC アダプタコネクタ^ 

付属の AC アダプタを接続します。 

k : 通風孔 

コンピュータ内部で発生する熱を 
逃がします。 


















































さ部の名称と働さ 


侣面 



a: パッテリパック 

付属のバッテリパックを装着しま 
す。 

b : 通風孔 

コンピュータ内部に外気を取り入 
れます。 


C ： リセットホール►〇^ 

コンピュータを強制終了させると 
きに使用します。 
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I コンピユータの設置 


本機を使用できる状態にするために、バッテリパックを装着したり、 AC アダプ 
夕を接続したりする手順を説明します。 

プリンタなどの周辺機器を接続する場合は、 Windows のセッ ト アップ完了後に 
周辺機器に添付のマニュアルを参照して行ってください。 




設置におけるを意 


A 

注意 


■不安定な場所（ぐ!5ついた台の上や傾いた巧など）に置かないでくださしん落 
ちた0、倒れたりして、けがをするを険があります。 

• 本機の通風孔をふさがないでください。通風孔をふさぐと内部に熱がこち0、 
义巧のを険があ0ます。設置の際は次の点を守ってください。 

-押し入れや本箱などの風ほしの悪いところには設置しない。 

-じゅラたんや巧団の上には設置しない。 

-ち巧やテーブルク□スのよラな巧をかけない。 

■ひざの上で長時間使用しないでください。本機底面が熱<なり、ほミ品义傷の 
原因となります。 


各種コードやバッテリパック装着時のを意 


A 

啓化 
言口 


•めれた手で電源プラグを抜さ差ししないでください。感電の原因となります。 
•電源コードのたこ足配線はしないでください。発熱し、火災の原因となりま 
す。家庭用電源コンセント（交流100V)か6電源を直接取ってください。 

• 電源プラグを取り扱ラ際は、次の点を守ってください。取り扱いを誤ると、火 
災の原因となります。 

-電源プラグは、ホコリなどの異物が付着したまま差し込まない。 

-電源プラグは刃の先まで確実に差し込む。 


A 

ま意 


各種コード（ケーブル）は、マニュアルで指示されている私外の配線をしないで 
ください。配線を誤ると、火災の危険があります。 
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コンピュータの設置 


設置ずる 


1 本機を設置場所（机などの丈夫で水平な台の上）に置きます。 

背面や側面の通風化をふさがないようにしてください。 



バッテリパックを取り付ける 

2 バッテリパックを取り付けまず。 

(1) 本機の底面部を上にして置をます。 

(2) 底面ち側のラッチ（こ卜〇を□ック辭除位置 （rf) までスライドさせます。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


(3) 下図のとおりバッテリパックを本機にあわせます。 

(4) バッテリパックを矢印の方向に押し込みます。 

正しくセットされると、「カチッ」と音がしまず。 



(5) 底面ち側のラッチ（こ卜〇を□ック位置までスライドさせます。 



出荷時にバッテリパックは満充電状態ではありません。バッテリパックだけで 
使用する場合は、使用前に充電が必要です。 

厂社 P .66 「 ACT ダプタいくッテリパックを使う」 





コンピュータの設置 


ネットワークへ接続ずる 

3 ネットワーク（有線 LAN ) を使用ずる場合は、巿版の LAN ケーブルを本機 
ち側面の LAN コネクタ（品）に接続します。 

LAN ケーブルが抜けないように、しっかり差し込んでください。 

インターネットへの接続作業は Windows のセットアップ後に行います。接続 
方法は、通信サービス会社やプロバイダから提供されたマニュアルをご覧く 
ださい。 
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電話回線に接続ずる 


A 

ま意 


4 FAX モデム機能を使用ずる場合は、電話回線に接続しまず。 

( 1 ) 付属のモジュラコードを本機ち側面のモデムコネクタ（己）に「カチッ」 
と音がするまで差し込みます。 

( 2 ) モジュラコードのもラー端を電話回線に差し込みます。 



FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱して火災の原因となりま 
す。 

• 構内交換機 （PBX) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

• 侶 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 











コンピユータの設置 


AC アダプタを接続ずる 

本機を持ち運ぶ必要がない場合は、通常 AC アダプタを接続して使用します。 

5 AC アダプタをコンピュータと家庭用電源コンセントに接続しまず。 

(1) AC アダプタのプラグ部を本機背面の AC アダプタコネクタ（^)に接続し 
ます。 

プラグ端子部が見えなくなり、「カチッ」と音がするまでしっかりと押 
し込みます。 

(2) 電源コードを AC アダプタと家庭用電源コンセントに接続します。 



Jflk 

制限 


AC アダプタを接続して使用するときも、バッテリパックは必ずセツトしてく 
ださい。 
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第 1 章使い始めるまでの準備 


LCD ユニッ トを開ける 

6 前面の LCD ラッチを奥に巧して、 LCD ユニットを開きます。 

LCD ュニットは、見やすい角度に調節してください。 



LCD ユニット 




これでコンピュータの設置は完了です。 


















I 電源の入れ方と Windows のセットアッ:^ 


ここでは、本機にはじめて電源を入れて、 Windows を使用できる状態にするま 
での作業について説明します。 

► Windows び使用でまるよラになるまでの作業 


作業の流れは、次のとおりです。 


本機の電源を入れる 


Windows のセツトアップ作業を行う 


Windows のセットアツプ作業完了後に必要な作業を行う 


Windows 使用時の確認事項をよ < 読む 


Windows び使用でさるようになる 


►電源を入れる前に 


Windows のセットアップとは 

「 Windows の七ットアップ」は、コンピュータが届いてから、はじめて電源を入 
れたときにューザー情報などを設定するプログラムです。画面に表示される 
メッセージに従って、セツトアップを簡単に行うことができます。 
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タッチパッドの使い方 

Windows のセットアップは、タッチパッドの操作で行います。セットアップで 
必要なタッチパッドの基本操作は、次のとおりです。 

• ポインタを動かす 

人差し指をタッチパッドのパッド面に触れたまま前後左右に動かすと、 
Windows 画面に表示されているポインタも指と同じ動きをします。 


ポインタ 


V 



パッド面 



• ボタンをクリックする 

(1) 指を動かして、ポインタを画面のボタンの上に重ねます。 

(2) 左クリックボタンを、]回「カチッ」と押して離します。 

この動作を「クリック」と言います。 

画面のボタンをタリックすると、ボタンに表示されている操作が実行さ 
れます。 



ボタン ポインタ 






























































電源の入れ方と Windows のセットアップ 


► 電源の入れ方と Windows の起動 


本機の電源の入れホは、次のとおりです。 

1 電源スイッチ（の）を巧して、本機の電源を入れまず。 

電源ランプ （①） が点灯します。 

電源を入れたときに電源ランプが点灯しない場合は、 AC アダプタやバッテ 
リパックが正しく接続されているか確認してください。 



2 黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示され、しば5くずると Windows び起 
動します。 

画面の角度や明るさを調節して画面を見やすくします。 

• 角度 

LCD ュニットの巧をを調節します。 

• 画面の明るさ 

rFin + ( F 5 1(来）：暗くなります。 
rsTi + rF ^ co ) :明るくなります。 


続いて Windows のセットアップを行いまず。 
巧 P.45 「 Windows の七ットアップ」 
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^ Windows のセツトアップ 


電源を入れたあと、しばらくすると自動的に 「Windows Vista セットアップ」が 
実行されます。画面の指示に従ってセットアップを行ってください。セット 
アップ作業の流れは、次のとおりです。 


Windows のセットアップ 

次のように表示されていることを確認し、[次へ]をクリックします。 

国または地域：日本 

時刻と通貨の斤多式：日本語（日本） 

キーボードレイアウト ： Microsoft IME 



ライセンス条項をお読みになつてください 

画面に表示された条項を確認し、「ライセンス条項に同意します」にチェッ 
クを付けて、[次へ]をクリックします。 



ユーザー名と画像の選択 

ューザーを、パスワードを入力し、画像を選択したら、[次へ]をクリック 
します。 

《レ《スワード J は必要に応じて入力してください。 

パスワードを設定すると、設定した ューザーを （アカウント）でログオ 
ン時にパスワードの入力が要ホされます。パスワードを設定した場合 
は、絶巧にちれないようにしてください。 



コンピュータ名を入力してデスクトップの背景を 
選択してください 

コンピュータをを入力し、背景を選択したら、[次へ]をクリックします。 
《「コンピュータぶ」は、本機をネットワーク（家庭内 LAN やを内 LAN ) 
に接続して使用する場合などに必要です。 

• ネットワークに接続しない場合は、七ットアップ時にコンピュータぶをを 
更する必要はありません。 

■ネットワークに接続する場合は、ネットワーク上にあるほかのコンピュー 
タタと重複しないように、コンピュータタを変更してください。 



_ Windows を自動的に保護するよう設定してください_ 

保護の設ををクリックして選択します。 

「推巧設をを使用します」を選択することをおすすめします。 

《「推奨設ををイ吏用します」を選択すると 、 Windows Update が自動で行わ 
れるようになります。 

回 P . 168 「 Windows Update 」 












電源の入れ方と Windows のセツトアップ 


時刻と曰付の設定の確認 

「タイムゾーン」が「大阪、札幌、東尉になっていることを確認し、「日 
付」、「時刻」を設定して、[次へ]をクリックします。 


お使いのコンピュータの現在の場所を選択して < ださい 

ネットワークに接続している場合、表示されます。 

使用する場所を選択します。 



ありびとラございまず 

[開始]をクリックします。デスクトップ画面が表示されるまで、あ5分か 
かります。 



_デスクトップ画面の表示 

Windows Vista のデスクトップ画面が表示されます。 


※パスワードを設定した場合は、パスワード入力画面が表示されます。パ 
スワードを入力すると、デスクトップ画面が表示されます。 



<壁紙は予告なく変更ずる場合がありまず> 


これで Windows Vista の七ットアップは完了です。 

続いて、初期設をツールでソフトウェアのインストールなどを行います。 
rap '47 「初巧設をツール」 



ライセンス認証 

購入時に本機にインスト ■ —ルされている Windows Vista や 、 「Windows Vista リカ 
バリ DVD 」 から再インストールを行った Windows Vis はは、ライセンス認証を行 
う必要はありません。 
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►初期設定 ツール 


Windows のセットアップが完了すると、「初巧設をツール」が自動的に起動しま 
す。初巧設をツールは、本機を使用する前に必要な設定を行ったり、ソフト 
ウェアを インス トールしたりするためのツールです。画面の指示に従って設定 
を行ってください。 



<イメージ> 

初期設定ツールの下記の画面から、ソフトウェアをインストールします。をソ 
フトウェアの機能については、画面の説明をご覧ください。また、インストー 
ルは、画面の指示に従って行ってください。 

r 有喜サイト対策」画面 

「有害サイト巧策 J 画面では、本機に標準添付の 「i ー フィルタ ー30 日版 J をイ 
ン ストール します。 「ューザー アカウント制御」画面が表示されたら、「続行」 
を クリック します。次回 Windows を起動したときに 「 i — フィルター- • - J 画 
面が表示されたら、七ットアップを行ってください。 
ra P .239 「 i _ フイルター30日 版のセットアップ」 

i ー フィルター 30 日版の使用方法は、 rS P .174「 i - フィルター30 日版を巧う」 
をご覧ください。 

本機購入時に 、 Web フィルタリングソフ トウ ェアの 製品版（オプション）を購 
入された場合は、画面の指示に従って製品版をインストールしてください。 

r セキュリティ設定」画面 

「セキュリティ設定」画面では、本機に標準添付の 「Norton Internet Security 90 
日版 J をインストールします 。 Norton Internet Security 90日版のイ吏用方■をは、 
ra 『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』(別冊）をご覧ください。 
本機購入時に、セキュリティソフトウェアの製品版（オプション）を購入され 
た場合は、画面の指示に従って製品版をインストールしてください。 
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電源の入れ方と Windows のセツトアップ 



初期設定ツールの起動方法 

初期設をツールが自動的に起動しない場合や、初期設定ツールを再実行したい 
場合などは、次のホをで起動することができます。 


[スタート]-「すべてのプ□グラム」一「初期設定ツール」 


►セツトアップ完了をの作業 


Windows の 七ット アップと初期設定 ツールの 作業が完了したら、次の作業を行 
います。 

ネットワークに接続する 

ネットワーク機能（有線 LAN ) や、無線 LAN 機能を使用する場合は、ネットワー 
クに関する情報が必要です。お使いのネットワーク機器に添付のマニュアルなど 
をご覧ください。 

rSI P.148 「ネットワーク（有線 LAN ) を f まう」 

P.150 「無線 LAN を{まう」 


FAX モデムの設定 

FAX モデムを使用してインターネットへ接続する場合は設定を行います。 

ド W 0.163 「インターネットに接続するには」 

P .177 「 FAX モデムを巧う」 

指紋認証ユーテイリテイのインス I ル 

指紋認証機能を巧用すると、指紋を登録してパスワードの代わりに使用できま 
す。購入時には指紋認証ュ'ーテイリテイはイ ンスト I ールされていません。お、要 
に応じてインストールを行ってください。 

ド W p .241 「指紋認証ューテイリテイのインストー ル」 

Bluetooth ドライバのインス I ル 

B 山別〇〇化機能を{ま用すると無線通信を行うことができます。購入時には B 山 e - 
tooth ドライバはインストールされていません。必要に応じてインストールを 
行ってください。 

p .236 「Bluetooth ドライノくのインスト ■ — ル J 
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Hotkey ユーテイリテイのインス I ル 

Hotkey ューテイリテイを使用すると、インスタントキーにお好きなソフトウェ 
アを割り当てることができます。購入時には Ho 化 ey ューテイリテイはインス 
トールされていません。必要に応じてインストールを行ってください。 

P .242 「 Hotkey ューテイリテイのインストール」 

マニュアルびゆ一わのバックアップ 

「マニュアルび ゆ 一 わ」とは、本機に 添付されているマニュアル やおなら せを 
コンピュータの 画面上で見ることができる ソフト ウェアです。 マニュアル 
び ゆ 一 わは、 インフォメーションメニューから 起動することができます。 
rw P .51 「インフォメーションメニューを巧う」 

マニュアルび ゆ I —わは、 Windows を 再 インスト ■ —ルすると消ちされます。あら 
かじめバックアップを行ってください。 
rW p .284 「マニュアルび ゆ 一 わの バックアップ」 




I Windows ほ用時の巧認事頃 


「七ットアップ完了後の作業」が終わると、 Windows を{ま用できます。ご{ま用の 
前に次の事項を確認してください。 

^Windows Vista の使用方法 


Windows Vista の使用方法は、次をご覧ください。 

•ヘルプとサポート 

「ヘルプとサポート」は次の場所から開きまず。 

[スタート] 或）— 「ヘルプとサポート」 



• PC お役立ち情報 

「 PC お役立ち情報」は「インフォメ'—シヨンメニュ'一」から開きます。 
广 y P .51 「インフォメーションメニューを使う」 
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►音量の調節 


Windows 起動時に音が鳴らなかったり、音が大きすぎたり小さすぎたりする場 
合には、を量を調節します。 

かの キーを 操作してください。 


キー 操作 

状態 

( Fn 1+( F10 ) 啦パ 

一度押すとミュート（消を）になり、もう一を押 
すとミュートが解除される。 

(Fn 川 F11) ▼d) 

音量が小さくなる。 

I Fn l+l F12 I ▲⑩ 

音量が大きくなる。 


►インフオメーシヨンメニューを使う 


本機には、本機に添付されている マニュアルを 見たり、サポートページに簡単 
にリンクしたりすることができる 「インフォメーションメニュー」 が搭載され 
ています。 


起動方法 


インフォメーションメニューの起動ホをは次のとおりです。 


■インフオメーシヨンキー(网）を巧す 

巧 P .83 「インスタントキー」 

• デスクトツプ上の r インフオメーシヨンメニュー」アイコンをダブルクリックする 



インフォターシヨ 
ンにュ — 


• スタートメニューから起動する 

























Windows 使用時の確認事項 


インフオメーシヨンメニューが 起動すると、次の画面が表示されます。 




マニュアルびゅ一わをご使用の前に 

はじめて 「マニュアルびゅ一わ」 から PDF マニュアルを 起動す る 場合に、 「巧 用 
許諾契約書」画面が表示されたときは 「Adobe Reader」 の セットアップを行つ 
てください。 

P .237 「Adobe Reader のインスト ■ —ル J — 「セットアップ j 手順 2 〜 


インフオメーシヨンメニユーの項目 

インフオメーシヨンメニューのを項目の内容は、次のとおりです。 


■マニュアルびゆ一わ 


本機に添付され ている 電子 マニュアルを 閲覧す るためのツールです。ユー 
ザーズマニュアル（本書）の HTML マニュアルや光ディスクドライブの PDF 
マニュアル、 「Nero7EssentialsJ や 「WinDVDJ などのソフトウェアに 添付 


されているマニュアルを見ることができます。 

「マニュアルびゆ ■ —わ」 は、 Windows を 再 インスト ■ —ルすると 削除され てし 
まいます。 Windows の 再 インスト ■ —ルを 行う際は、必ず マニュアルびゆ ■ —わ 
のバックアップを行ってください。 
rS P .284 「マニュアルびゆ一わのバックアップ」 
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「警告」が表示された場合は 


電子マニュアルを閲覧しようとすると、情報バーと呼ばれる Internet Explorer 
のアドレスバーの下方に「七キュリテイ保護のため、このコンピュータにアク 
七スする可能性のあるスク y プトや ActiveX コントロ'—ルを実行しないよ 
う...」 と警告が表示される場合があります。 

この場合は、情報バーをクリックし、「ブロックされているコンテンツを許 
可」をクリックしてください。 


• PC お役立ち情報 

コンピュータに関する便利で役立っ情報や用語集を掲載しています。マニュ 
アルとあわせてご覧になり、コンピュータを使用する際の参考にしてくださ 

い。 

•とらぶる辭ミ夹ナビ 

技術的な情報やトラブルの解か方法を収録しています。本機の調子が悪い場 
合に、本書の「困ったときに」とあわせてご覧ください。 

广 ^ p .246 「トラブルが発生したら」 

• ユーザーサポート 

技術的な情報、トラブルの解か方法や保証サービスのご案内などを掲載して 
います。マニュアルやドライバ、 BIOS の最新バージョンもダウンロードで 
きます。 

广 ^ p .285 「電子マニュアルのダウンロード」 

「ューザーサポートページ」を閲覧するには、インターネットへの接続が必 
要です。 

• サポート情報検索 

「とらぶる解かナビ」に収録されていない最新のサポート情報を掲載してい 
まず。とらぶる解決ナビで本機の不具合が解決できなかった場合にご覧くだ 
さい。 

「サポート情報検索」を閲覧するには、インターネットへの接続が必要です。 

• トラブルが解ミ夹しなかった!5 

技術的なご質問や修理依頼などの問い合わせ先、メールサポートの方法など 
を掲載しています。マニュアルや当社のューザーサポートページを参照して 
も、トラブルが解決しなし、場合にご覧ください。 









Windows 使用時の確認事項 


^ Windows の修復 


本機の HDD には 「 Windows 回復環境」が設定されています。これは 、 Windows 
が起動できないなどの不具合を修復する機能です。 

Windows が起動できないときなどは実行してみてください。 

IP 寺! p .276「 Windows 回復環境 (Windows RE ) を使う」 

►復元ポイントを作ぶずる 


Windows の「システムの復元」機能で「復元ポイント」を作成しておくと、本 
機の動作が不安定になった場合、システムの復元機能を使用して、作成してお 
いた復元ポイントまでシステムのが態を戻すことができます。 

復元ポイントは通常、ソフトウエアのインストールなどを行った際に自動的に 
作成されますが、手動で作成しておくこともできまず。 
f ^ p .275 「復元ポイントを手動で作成する」 

►セキュリティ巧策を巧う 


本機には、外部と接続することで高まる危険から、本機を守るための七キュリ 
ティ機能が搭載されています。 

インターネットに接続する場合は、セキュリティ対策を行ってください。 

P -168 「インターネットを使用する際の七キュリティ支ホ策」 

►画面表示が消えたとまは（省電力機能） 


本機は、一定時間タッチパッドやキーボードの操作をしないと、省電力機能が 
働いて画面表示が消えるように設定されています。画面表示が消えて、本機の 
電源ランプが点滅している場合は、スリープが態になっています（購入時の設 
風。この場合は、電源スイッチを押すか、キーボードを操作すると元に戻り 
ます。 

ドー P .188 「省電力状態からの復帰方法」 
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►コントロールパネルの表示 


コントロールパネルの 表示には、次の2種類があります。 

•カテゴリの表示（コント□ールパネルホーム） 

項目をカテゴリごとにまとめて表示します（初期設定)。 

• クラシック表示 
項目をすべて表示します。 

表示の切り替えは、画面左側にある、「クラシック表示」、 「コントロール パネ 
ルホーム」をクリックして行います。 

本書では、「カテゴリの表示」形式を前提に記載しています。 

<クラシック表示> 


I 习 . 


黨見 i 

1^.11 礎な 巧 

.を|| 嚷感进 

卑 秦？！ 

刷 齒-巧 放'一 

.お I蔓I ぶ 


J Ir 崖！ ij 

!L 11 祇 I 識 

トュん SS 芒證输 

み/ 9變 


た 



<カテゴ U の表お> 






























Windows 使用時の確認事項 


►フオルダメニユーの表巧 


Windows Vista では、「ファイル」や「ツール」などのフォルダメニューが標準 
では表示されません。 

フォルダメニューを表示したい場合は 、 [Alt ] を押します。もう一度 [Alt ) を押 
すと、フオルダメニューは表示されなくなります。 


お画 畦 


A «サンプ j レピクチで 


-间 「が 




フアイ jKf ) 爲 1( e ) 表を( V )ツールの〜レブが） 


おデ—\クソンク 

名前 汚を 曰 タク ヴ イス »1 

1ド丰ユメント 

E ピクチで 
のミュ—ジック 
ぶ居をの空’5 

資 幻" 

rnmmm 

アンテロー プォブ 八シフランジバニ衙*龟 

フォ へ 

， 

N 15旧の巧目 

i し 


)— フォルダメニュ - 


常にフォルダメニユーを表示ずる 

常にフォルダメニューを表示したい場合は、次の設定を行ってください。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「デスクトップのカスタマイズ」 
-「フォルダオプション」一情示」タブー「常にメニューを表示ずる」に 
チェックを付けまず。 

►ユーザーアカウントを作る 


本機を何人かで共同で使用する場合は、ューザーアカウントを作成します。 
ューザーアカウントをいくつか作成すると、 Windows をューザーごとに切り替 
えて、をューザーの構成で本機を巧用することができます。 

ユーザーアカウントの作成 

ユーザー アカウントの作成は、次の場所で行います。 


[スタート]—「コント□—ルバネル」一「ユーザーアカウントと家族のた 
めのま全設定」一「ユーザーアカウント」一「別のアカウントの管理」一 
r 新しいアカウントの作成」 


ユーザーアカウントの種類（権限）は、ユーザーに応じて設定してください。 
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ユーザーアカウントの種類 

ューザーアカウントの種類（権限）には、次の2種類あります。 

■管理ち 

すべてのシステム項目にアクセスし、設定を変更したり、ドライバ、ソフト 
ウュアのインストールをすることができます。 

購入時やリカバリ時の Windows の七ツトアツプで入力したューザー名（アカ 
ウント）は、「管巧を」になります。 

• 標準 ユーザー 

一部のシステム項目のを更や、ドライバ、ソフトウェアのインストールは行 
うことができません。管理をのパスワードを入力すれば、変更やインストー 
ルが可能になります。 

►ユーザーアカウント制御画面 

コントロールパネルな どで’^ が表示されているシステム項目にアクセスし 
ようとしたり、ドライバやソフトウェアのインストールをしようとすると、 
「ューザーアカウント制御 J 画面が表示されます。これは、項目にアクセス制 
限がかけられているためです。 



表示される「ユーザーアカウント制御」画面は、ユーザーアカウント（管理者 
または標準ユーザー）により異なります。本書の手順は、管理者アカウントで 
Windows にログホンした状態を前提に記載しています。 













本機の終了方法 


制限 


ここでは、本機の終了方法や再起動方法に ついて 説明します。 

本機の終了方法には次の2つがあります。 

•通常の終了（スリープ） 

通常は、本機を「スリープ状態」にして終了します。 
rsip -59 「通常の終了（スリープ）」 

スリープ状態にすると、作業内容がメモリに保存され、画面表示が消えて本 
機は低電力の状態になります。スリープ状態からは、数秒で通常の状態に復 
帰することができます。 

スリープが態に ついての 詳しい説明は、 rap . i が「省電力状態の種類」を 
ご覧ください。 


本機を使用するときは、必ずバッテリパックを装着してください。スリープ時、 
落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われます。 


•電源を切る（シャットダウン） 

次のような場合は、本機の電源を切って終了します。 
f ^ jjp .60 「電源を切る（シャットダウン）」 

• 完全に電源を切りたいとき 
-数日使用しないとき 

-周辺機器、バッテリなどの取り付け、取り外しをするとき 
• バッテリ残量が少なくなったとき 
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►通常の終了（スリープ) 


本機をスリープ状態にして終了するホ法とスリープ状態から復帰させるホを 
について説明します。 


終了方法 

本機をスリープ状態にして終了する方法は、次のとおりです。 

1 [スタート] (@) -[ む]をクリックしまず。 

本機が「スリープ状態」になります。面面表示が消え、電源ランプが点滅し 
ます。 



ほかの方法でスリープ状態にする 

次のホをでも、本機をスリープが態にすることができます。 
• [スタート]— [►] —「スリープ」をクリックする 
• 電源スイッチ（の）を押す 

• [ Fn ) + [ F 1 1 ( ピ)を押す 

• LCD ユニッ トを閉じる 


復帰ち法 


本機をスリープ状態から復帰させる方をは、次のとおりです。 


jffh 復帰の際、周辺機器はス U —プ状態に入る前と同じ状態にしてください。 

^ ^ ス U —プ中に周辺機器を取0外すなどして状態が異なると、正當に復帰でさない 
お限 場合があ0ます。 


1 電源スイッチ（む）を巧しまず。 

本機が通常が態に復帰します。 

キーボードを操作しても復帰できます。 

















本機の終了方法 


►電源を切る（シャットダウン） 

本機の電源の切りホと入れホについて説明します。 


電源の切り方 


本機の電源を切る（シャットダウンする）方法は、次のとおりです。 


制限 


♦電源を切って、ちラー度電源を入れる場合は、電源を入れると去に電気回路 
に与える電気的な負荷を減5し、 HDD などの動作を安定させるために、20 
秒程度の間隔を空けて < ださい。 

• HDD などのアクセスランプ点む中に本機の電源を切ると、収録されている 
データが破損するおそれがあります。 

♦本機は、電源を切っていても、バッテリパックが装着されていたり電源プラ 
グがコンセントに接続されていると、微少な電流が流れています。本機の電 
源を完全に切るには、電源コンセントか5電源プラグを抜さ、バッテリパッ 
クを取り外してください。 


1[スタート]— [►] —「シャットタウン」をクリックしまず。 

Windows が終了し、自動的に電源が切れます。 

2接続している周辺機器の電源を切りまず。 



[&] をクリックしたときシャットダウンするように設定する 

[スタート]一[む]をクリックしたときシャットダウンするようにボタンの 
機能を変更することができます。 

設定は次の場所で巧います。 

[スタート]-「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「電源オプ 
シヨン」一「プラン設定の変更」一「詳細な電源設定の変更」一「電源ボタンと 
LID 」一 「[スタート]メニューの電源ボタンの操作」 


シャットダウン時の注意 

Windows を複数のユーザーが使用している状態で電源を切ろうとすると、「ほか 
の人がこのコンピュータにログホンしています。…」と画面に表示されます。 
この場合は、[いいえ]をクリックし、ログオンしているすべてのユーザーを 
ログオフしてからシャツトダウンしてください。 
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電源の入れ方 


シャツ ト ダウン状態から本機の電源を入れるホをは、次のとおりです。 


制限 


• 周辺機器の電源をいつ入れるかは、周辺機器に添付のマニュアルで確認して 
<ださい。 

電源を入れるタイミングがコンピュータより先か後かは、周辺機器によ〇ミ夹 
まつています。 

• US 巨フラッシュメモリや USB HDD などを接続していたり、 US 巨 FDD に FD 
がセットされている状態で本機の電源を入れると、 Windows が起動しないこ 
とがあります。 USB 記憶装置は、 Windows 起動後に接続してください。 

• US 巨記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は 、 「BIOS Setup 
ユーティリティ」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

^ P.215 「起動旧 oot) デバイスの順番を変更する」 

• 電源を入れなおすと走は、20秒程度の間隔を空けてか6電源を入れてくださ 
し、。電気回路に与える電気的な負荷を減6して、 HDD などの動作を安定させ 
ます。 


1 電源スイッチ（む）を巧しまず。 

本機の電源が入り、 Windows が起動します。 

►再起動 


電源が入っている状態で、本機を起動しなおすことを「再起動 J といいます。 


再起動方法 

本機の再起動ホをは、次のとおりです。 

1 [スタート] -[►] - 「再起動」をクリックします。 

次のような場合には、本機を再起動する必要があります。 

■使用しているソフトウェアで指示があった場合 
• Windows の動作が不安定になった場合 

再起動しても状態が改善されない場合は、本機の電源を切り、しばらくしてか 
ら電源を入れてください。 










本機の終了方法 


►八ングアップしたとをは 


ソフトウェアや Windows がキ'ーボ'ードやタッチパッドからの入力を受け付け 
ず、何も反応しなくなった状態をレ、ンダアップ」と言います。 
ハングアップした場合は、ソフトウェアの強制終了を行います。ソフトウェア 
の強制終了をしても状態が改善されない場合は、強制的に本機の電源を切りま 
す。 

ソフトウ I アの強制終了 

ソフトウェアの強制終了方法は、次のとおりです。 


1 [ Ctrl ] + [ Alt j + ( Delete ) を巧しまず。 

2 表示された項目か5「タスクマネージャの起動」をクリックしまず。 

「Windows タスクマネージャ」が起動します。 

3 「アプリケーシヨン」タブか 5 A ングアップしているソフトウェアを選択し 
て[タスクの終了]をクリックしまず。 

4 「プ□グラムの終了」画面び表示された5、[ずぐに終了]をクリックしまず。 
強制のに電源を切る 

[Ctrl ] + f 7 iri + [ Delete ] を押しても反応がない場合は、強制的に本機の電源を切り 
ます。強制的に本機の電源を切るホをは、次のとおりです。 

1 コンピュータの 電源 スイッチ （む） を已秒1<ソ上巧し続けます。 

本機の電源が切れます。 
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リセ ッ トホールで強制のに電源を切る 

本機底面にあるリ七ットホールを巧用して、本機を強制終了することもできま 
す。リセットホールは、電源スイッチを5砂な上押しても終了できない場合に 
{ま用してください。 

1本機底面にあるリセットホールの位置を確認し、リセットホール（►〇<0に 
巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引きのばしたものなど）を差し&みま 
ず。 
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本機の終了方法 
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第泻 

コンピュータの基本操作 

キーボードやタッチパッド、光ディスクドライブの使用方法など、コ 
ンピュータの基本的な操作方法について説明します。 

「 AC アダプタ/バッテリパックを使ラ」 . 66 

「タッチパッドを使ラ」 . 75 

「キーボードを使ラ」. ... 78 

「 HDD を使ラ」 . 班 

「 RAID 機能」 . 88 

「光ディスクドライブを使ラ」.. . 95 

「 USB 機器を使ラ」 . 104 

「 PC 力ードを使う」 . 106 

「メモリカードを使ラ」 . 110 

「巨 luetooth 機能を使う」 . 114 

「画面表示をする」 . 123 

「外付けディスプレイに表示する」 ........ 130 

「サウンド機能を使ラ」 . 138 

r 指紋認証機能を使ラ」 ... 142 

「ネットワーク（有線 LAN ) を使ラ」 . 148 

「無線 LAN を使ラ」 . 150 

「インターネットに接続するには」 . 163 

「インターネットを使用する際のセキュリティ対策」 . 168 

「 FAX モデムを使ラ」 . 177 

「電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ）」 . 183 

「そのほかの機能」 . 189 































I AC アダプタ/ルッテリパックをほう 


本機は AC アダプタまたはバッテリパックで巧用することができます。 

AC アダプタの接続方•をは、 ド a P .40「 AC アダプタを接続する」をご覧くださ 

い。 

バッテリパック（な降、バッテリ）は着脱可能なホ電式の電池です。バッテリ 
をセットすれば、電源コンセントのない場巧や、停電時にも本機を使用するこ 
とができます。本機では、リチウムイオン （ Li - ion ) バッテリをイ吏用しています。 


複数のバッテリを交互に巧用したい場合などは、オプションのバッテリを購入 


できまつ 

巧？ 


す。 

.71 


レくッテリの交换」 


►使用時のを意 


A 

難化 
言口 


♦バッテリパックを、指定切外の方法で充電しないでください。 

発熱や発火、液漏れによる被害の原因となります。 

♦本体や付属のバッテリパックなどを火中に入れたり、加熱したりしないでく 
ださい。破 S などで乂傷の原因となります。 

♦バッテリパックの端子をショートさせないでください。火傷の原因となりま 
す。 

♦付属の AC アダプタやバッテリパックを、分辭-改造しないでください。 

また、本機には、指定拟外の AC アダプタやバッテリパックを使用しないでく 
ださい。 

感電や火傷、化学物質による被害の原因となります。 

当社指定拟外の AC アダプタやバッテリパック、または分解-改造した AC ア 
ダプタやバッテリパック（当社での修理対応は除 <) での本機の使用は、安 
全性や製品に関する保証がでさません。 

♦ルさなお子様の手の届く場所にバッテリパックを保管しないでください。 

なめたりすると乂傷や、化学物質による被害の原因となります。 

♦バッテリパックには、落下など、強い衝撃を与えないでください。 

破裂や液漏れによ0、火傷や化学物質による被害の原因とな0ます。 


A 

ま意 


♦付属の AC アダプタやバッテリパックは本機切外には使用しないでくださし、。 
义傷-义災のを険があります。 

• AC アダプタを毛巧や巧団で覆わないでください。义傷-义災のを険がありま 
す。 

•破損した AC アダプタやバッテリパックを使用しないでください。义傷-义災 
のを険があります。 

• ひざの上で長時間使用しないでください。バッテ U パックの熱で本機底面が 
熱くなり、低温义傷の原因とな0ます。 

• AC アダプタのミ品度の高い部分に、長時間直接触れないでください。低温义傷 
の原因となります。 
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AC アダプタやバッテリを使用する際は、次の注意事項を確認して正しくお使い 
ください。 

• AC アダプタを使用するとを 

• ACT ダプタを f ま用するときも、必ずバッテリを装着してください。スリー 
プ時、落雷などで電源が切れると、保存されていないデータは失われま 
す。 

ra P .185 「省電力状態の種類」 

- AC アダプタを長時間接続して巧用すると、 AC アダプタ本体が少し熱を持 
ちますが、故障ではありません。 

• AC アダプタは頻繁に抜き差ししないでください。 

■パ'ッテリを取り付けて使用するとき 

-省電力状態のまま長時間使用しない場合は、完全放電しないように気を 
つけてください。省電力状態になっているときも電力が消費されていま 
す。 

r ^ p .183 「電源設をを行う（省電力機能を巧う）」 

-バッテリだけで{ま用しているときに、動画再生時にコマ落ちしたり、ソ 
フトウエアの動作が遅くなったりする可能性があります。このような場 
合には、省電力状態に移行しないように設定してください。 
rs P .186 「省電力状態に移行するち法」 

• バッテ U を長期間使用しないとを 

-長期間巧用していない場合は、バッテリが完全放電している可能性があ 
ります。バッテリだけで本機を使用するときは必ず充電してから使用し 
てください。 

. バッテリを長期間充電しないと、過放電になる可能性があります。予防 
のために充電をしてください。 
rap .73 レ《ッテリ保管上の注意」 



ほ温環境でのバッテ U 性能 

ほ温の環境では、バッテリの性能がほ下します。これは一時的なものであり、 
常温の環境に戻すと性能が回復します。 







AC アダプタ/バッテリパックを使ラ 


►バッテリの使用可能時聞 


バッテリだけで本機を使用できる時間は次のとおりです。ただし本機の使用環 
境や状態などによって変化します。 


_バッテリの使用可能時間* (満充電の場合）_ 

Core 2 Duo プロセッサ搭載時 1 連続約 2.4 時間 


*JEITA (電子情報技術産業協会）の測定方法 Verl . O に基づいています。 

本機をバッテリだけで使用している場合は、使用可能時間が制限されます。省 
電力の設定を行うと、電力消費を抑えて使用可能時間を延ばすことができま 
す。 

rap .183 「電源設定を行う（省電力機能を使う）」 

►バッテリの巧電 


バッテリの充電は、 AC アダプタが接続されているときは、本機の電源が入/切 
どちらの状態でも自動的に行われます。 

バッテリ充電ランプの表示 

バッテリ巧電ランプ （0) の表示は、次のとおりです。 


充電状態 

ランプの表示 

残量少 

点滅（ホレンジ色） 

ホ電中 

点灯（オレンジ色） 

満充電 

消灯 


充電時間 


ほバッテリが態からバッテリの巧電完了までの時間は、次のとおりです。 


バッテリの充電時間 

Core 2 Duo プロセッサ搭載時 

め 2.5 時間 


電源が入っている状態では、コンピュータのイ吏用状況により差があります。 
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温度条件について 

バッテリは、化学反応を利用した電池です。このため、温度条件によっては正 
常な充電ができない場合があります。 


►バッテリ巧量の確認 


通知領域のレ《ッテリ」アイコンの上にポインタをあわせると、バッテリ残量 
をお詔することができます。 


圆 

くパツテリアイコン> 


I g 巧り： 2賠巧46分巧5%1 
現巧の載民プラン：バランス 

ポインタを合わせる 


►バツテリ巧■が少なくなつた6 


バッテリ低下の通知 

バッテリ残量が少なくなり、レ<ッテリほ下」の状態になると、本機は次のよ 
うに通知（警告）します。 


d 


残り： 21巧（10%) X 

バッテリが不足しています（10%).コンピュータを巧 
い技けるには、コンビユータを軍巧につなぐ力\または 
シでットブウンしてパツテリを巧り替えてください. 




対処方法 

バッテリ低下が通知されたら、すぐに次のどららかの処置を行ってください。 
完全放電してシャットダウン（電源切断）してしまうと、保存していないデー 
夕はすべて失われます。 

• AC アダプタを接続する 

電源が入ったままの状態で、 AC アダプタを接続します。 

• 電源を切る 

作業中のデータを HDD などに保存して、実行中のソフトウエアを終了させた 
あと、本機の電源を切ります。 

交換用のバッテリがある場合も、必ず電源を切ってからバッテリを交換して 
ください。 
























AC アダプタ/バッテリパックを使ラ 


制限 

バッテリほ下時の設定変更 

バッテリ低下のレベルやバッテリ化下時の本機の動作は、を更することができ 
ます。を更は次の場所で行います。 

通知領域の「バッテリ」アイコンをちクリックー「電源オプシヨン」一 
還択している電源プランの「プラン設定の変更」一 
「詳細な電源設定の変更」一「バッテリ」 


AC アダプタを接続しない場合は、すぐに作業中のデータを保存してください。 
コンピュータが シャツ トダウンしてしまラと、保存していないデータはすべて失 
われます。 



バッテ U ほ下の 
'レベルを設定 


バッテ U ほ下時の 
I 動作を設定 


バッテリほ下のレベル設定 

バッテリ残量が何％になったらレくッテリ低下」の通知をするかは、レ《ッテ 
リイ反下の レベル」 で設をできます。初期値は10〇/〇に設定されています。 

バッテ U ほ下時の動作設定 

レ《ッテリ低下」になったときの本機の動作は、レくッテリほ下の操作」で設定 
できます。初期値は「何もしない」に設定されています。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


バッテリの容量がすぐにほ下するとさは 

バッテリは、消耗品です。満巧電にしても、バッテリ容量がすぐにほ下する場 
合は、バッテリの寿命が考えられます。当社純正の新しいバッテリに交換して 
ください。 

►パツテリの交換 


複数のバッテリを交互に使用する場合や、バッテリが寿命に達した場合は、バッ 
テリを交換します。 

交換用のバッテリについては、当社のホームページをご覧ください。 
ホームページのアドレスは、次のとおりです。 

http :// shop . epson . jp / 



バッテリの交換方法 

バッテリの交換方法は次のとおりです。 

1 本機の電源を切ります。 AC アダプタび接続されている場合は外しまず。 

Z 本機の底面部を上にして置きます。 

3 底面ち側のラッチ（こ卜〇を□ック解除位置 （ rf ) までスライドさせます。 
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AC アダプタ/バッテリパックを使ラ 


4バッテリを取りがしまず。 


(1) 底面左側のラッチ （0-2) を□ック辭除位置 （ rf ) までスライドさせ、指 
で押さえて□ック辭除位置 （ rf ) で固定します。 

(2) バッテリを矢印の方向に押し出して取り外します。 



5新しいバッテリを取り付けまず。 

(1) 下図のとおりバッテリを本機にあわせます。 

(2) バッテリを矢印の方向に押し込みます。 

正しく七ットされると「カチッ」と音がします。 

(3) 底面ち側のラッチ（〇-〇を□ック位置までスライドさせます。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►バツテリの寿命を延ばずには 


バッテリは消耗品です。バッテリの寿命は、使い方や使用環境によって大きく 
をわります。 

バッテリの劣化を巧え、使用可能時間や寿命を延ばすため、次の事項に注意し 
てください。 

■高温の環境では、バッテリの劣化が早まります。本機やバッテリを、炎天下 
の自動車の中や暖房機の近くなどで巧用したり、放置したりしないでくださ 

い。 

■本機を巧用する、巧用しないにかかわらず、常時 AC アダプタを接続してい 
ると、バッテリの劣化が早まります。1ヶ月に1回程度は本機から AC アダプ 
夕を外して、バッテリの残量が10%程度になるまで使用することをおすすめ 
します。 

■ 1ヶ月な上本機を使用しないときは、本機からバッテリを取り外して保管し 
てください。 

rap '73 レ《ッテリ保管上の注意」 

►バッテリ保管上のを意 


ルさなお子様の手の届く場所にバッテ IJ を保管しないでください。 
なめたりすると、义傷や化学物質による被害の原因となります。 


バッテリを保管するときは、次の事項を守ってください。 

• 液漏れや端子部の腐食を防ぐため、必ずコンピュータ本体から取り外してく 
ださい。 

■端子部のショートを防ぐため、ホやビニールなどの絶縁物に包んでくださ 

い。 

• 高温環境での保管は劣化を早めます。乾燥した冷暗巧で保管してください。 
• 満充電が態での保管は劣化を早めます。バッテリ残量は50%程をにして保管 
してください。 

■バッテリは、巧用していなくても、自己放電により蓄えられた電気は徐々に 
なくなります。バッテリの残量がなくなり過放電状態になると、コンピュー 
夕に装着してもホ電できなくなることがあります。 

自己放電による過放電を防ぐため、を期的（半年に1回程度）にバッテリ残 
量を50%程度まで充電することをおすすめします。 










AC アダプタ/バッテリパックを使ラ 


►巧用済みバッテリの取り扱い 



Li-ion 


使用済みのリチウムイオン （ Li - ion ) バッテリは、再利用可能な貴重な 
資源です。有効資源のリサイクルにご協力ください。 


バッテリリサイクル時のを意 

使用巧みのバッテリは、ショートしないように、端子部にテープを貼るかポリ 
袋などに入れて、リサイクル協力店にあるあ電式電池回収ボックスに入れてく 
ださい。 

バッテリは、燃やしたり埋めたり一般ゴミに混ぜて捨てたりしないでくださ 
い。環境破壊の原因となります。 
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I タッチパッドをほう 


本機には、タッチパッドが搭載されています。タッチパッドは、マウスと同じ 
ようにポインタなどを操作したりクリックしたりするための装置です。 

►タッチパツドの操作 


タッチパッド使用時のを意 

タッチパッドを使用する際は、次の注意事項を確認して正しくお使いくださ 

い。 

•パッド面には指で触れてください。ペンなどで触れると、ポインタの操作が 
できないだけでなく、パッド面が破損するおそれがあります。 

•パッド面は、1本の指で操作してください。一度に2本が上の指で操作する 
と、ポインタが正常に動作しません。 

•手がぬれていたり、汗ばんでいると、ポインタの操作が正しくできないこと 
があります。 

• キーボードを操作しているときにパッド面に手が触れると、ポインタが移動 
してしまうことがあります。 

•起動時の温度や湿度により、正常に動作しない場合があります。この場合は 
電源を一度切って入れなおしてみてください。 

•電源を入れたまま LCD ユニットを閉じていたり、使用中に本機の温度が上 
がってくると、正常に動作しない場合がありまず。この場合は、電 ag を一度 
切って入れなおしてみてください。 


ポインタの移動 

タッチパッド部は、パッド面とクリックボタンから構成されています。人差し 
指をパッド面の上で前後左右に動かすと、動かした方向に画面上のポインタが 
移動します。 


ポインタ パッド面 



指紋センサー 

画面 左クリツクボタン ちク U ツクボタン 

指紋 センサーの 使用方法は、 f ^ p .142 「指紋認証機能を使う」をご覧くださ 

















































タッチパッドを使ラ 


クリック 

ポインタを画面上の対象にあわせて、パッド面を軽く1回たたきます。 
左クリックボタンを「カチッ」と押すのと同じ操作です。 



ダブルクリック 


ポインタを画面上の巧をにあわせて、パッド面を軽く 2回たたきます。 
左クリックボタンを「カチカチッ」と2回押すのと同じ操作です。 



ドラッグアンドド□ップ 

ポインタを画面上の巧象にあわせて、ダブルクリックの2回目のクリック時に、 
指をパッド面に触れたまま移動させます。 

左クリックボタンを押したままの状態でポインタを移動し、離すのと同じ操作 
です。 



スク□-ル 


上下の スクロールは、 パッドの右端に指を触れて前後に動かします。左右の ス 
クロールは、 パッドの下部に指を触れて左右に動かします。 



76 


































































第 2 章コンピュータの基本操作 


►タッチパッド機能を OFF にずる 


本機では、タッチパッドの機能を OFF にすることができます。 

キーボード入力を行うときに、手がタッチパッドにあたって マウス ポインタが 
動いてしまい、入力がしにくい場合があります。このような場合は、タッチ 
パッド機能を一時的に畑 F にすると便利です。 

タッチパッド機能の ON / OFF の切り替えは、タッチパッドキー（曰/ x ) で行い 
ます。 

rs P .83 「インスタントキー」 

►タッチパッドユーティリティを巧う 


タッチパッド ユー テ ィリ ティでを種設定を行うと、タッチパッドがより操作し 
やすくなります。 

タッチパッドユーティリティのを種設定は、次の場所から行います。 

[スタート]—「コント□—ルパネル」一「八ードウエアとサウンド」一「マ 
ゥス」 

「マウスの プロパティ」 画面の「デバイス設定」タブをクリックして、[設定] 
をクリックすると、次の画面が表示されます。 



設定項目を選択しまず。 
各種設定を巧いまず。 

設定項目の説明が表示 
されまず。 


► USB マウス（オプション）の接続 


本機右側面または背面の USB コネクタ（ち t 2. o ) に、オプションの USB マウスを 
接続して使うことができます。詳しくは、マウスに添付のマニュアルをご覧く 
ださい。 



























I キーボー ドをほう 


本機には、日本語対応87キ'ーボ'ードと5個のインスタントキ ■ —が搭載されてい 
ます。 

►キーの種類と役割 


をキーには、それぞれ異なった機能が割り当てられています。 


a: f- 



a: 機能キー 

文字を消す、入力位置を変えるな 
ど、特別な役割が割り当てられた 
キーです。機能キーの役割は、ソフ 
トウエアによって異なります。 

b: Fn キー 

制御キーの1つです。 

キートップ（キーの上面）に青色で 
印字されている機能キーと組み合 
わせて使用します。 

巧 P .81 「 Fn キーと組み合わせて 
使うキー」 

C ： 制御キー 

文字キーや機能キーの働きを変化 
させます。単独では機能しません。 


d: 文字キー 

英數字、記号の入力や日本語入カシ 
ステムを利用して、漢字やひらがな 
などの日本語を入力します。 

e: 数値キー 

文字 キーの 一部を数値 キーと して 
使用し、数字、演算子などを入力し 
ます。 ( Fn 1 +fNumLkj を押すと數値 
キーと 文字 キーが 切り替わります。 

f ： インスタント キー 

[?^ p .83 「インスタントキー」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►文宇を入力ずるには 


文字キーを押すとキートップ（キーの上面）に目口字されている文字が入力され 
ます。 

入カモードによって、入力される文字は異なります。 


直接入カモード 

キートップのアルフアベットをその 
まま入力します。 

日本語入カモード 

□ーマ字入力 

キートップのアルフアベットでロー 
マ字を入力し、漢字やひらがなに'変 
換します。 

かな入力 

キートップのひらがなをそのまま入 
力し、漢字やカタカナに変換します。 


入カモードの切り替え 

を押すと、直接入カモードと日本語入カモードを切り替えることができ 

ます。 

日本語入カモードのローマ字入力とかな入力の設定は日本語入カシステムで 
行います。 

►日本語を入力ずるには 


ひらがなや、漢字などの日本語の入力は、日本語入カシステムを使用します。 
本機には、日本語入カシステム 「 MS - IME 」 が標準で搭載されています。 


MS - IME の使し、ち 

MS - IME パネルの主要なボタンのぶ称と働きは次のとおりです。 
ボタンをクリックして各設定を行ったり、ヘルプを参照したりします。 



a: b: c: 


a: 入カモード 

入カモード（ひらがな、カタカナ、英数字など）を選択します。 

b: ヘルプ 

MS - IME の詳しい説明を見ることができます。 

C： かな キー □ック 

日本語入カモードの切り替えを巧います。 

ボタンが押されていないが態： ローマ字 入力 
ボタンが押されている状態：かな入力 

MS - IME が外の日本語入カシステムを使用する場合は、そのシステムに添付さ 
れている マニュアルを ご覧ください。 
















キーボードを使ラ 


►数値やアルフアベツトの入力 


数値キー入カモード 

+两品巧を押すと、 NumLock ランプ （ fl ) が点灯して、文字キーの一部 
が数値キーとして使用できます。さらに 朽品 ri を押しながら数値キーを押すと、 
矢巨ロキーなどとして使用できます。 


数値キーモード 


I 國四强四國輕 


(Li) 


囚 


を♦力: f |. 

I ひ6が a | 

1。-マ, ■ ) 


〔 Shiffl を巧したとき 



アルファベット入カモード 

アルファべ ットの入力を大文字または小文字に固定することができます。固定 
する文字の切り替えは、次のキー操作で行います。 

[Shift 1+1 S I 


大文字に固定した状態のまま小文字を入力するには、 fi 品 Tl を押しながら文字 
を入力します。 

固定する文字を切り替える場合は、巧品 T ] を押したが態でもう一度を押 
します。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►Fn キーと組み合わせて巧うキー 


キートップに青色で印字されている機能キーは rw と組み合わせて実行しま 
す。 


キーの組み合わせ 


機能 


Fn ) + 「 F1 J ピ 


省電力状態に移行します。（初期値：スリープが態） 
rw P .184 「本機を省電力が態にする」 


Fn |+ 广 F2 J 質 


Internet Explorer を起動します。 


〔Fn |+ 广 F3 I 区 ] 


Windows メール（または Outlook ) を起動します。 


Fn 〕 + 广巧〕来 


LCD 画面を暗くします。 

FS P.124 「 LCD ユニットの調整」 


卜 n ) + 广 F 6 j 切 


LCD 画面を明るくします。 

FS P.124 「 LCD ユニットの調整」 


Fn I + 〔 F7 〕画 /X 


LCD 画面のバックライトの入/切を切り替えます。 
ra p .124 レくックライトの消な」 


〔 Fn 〕+ げ I 画 ]/ □ 


外付けの表示装置に接続している場合に、表示装置を 
切り替えます。 

巧 P.132 「モードを切り替えるには」 


Fn 1+1 F10 1 啦パ 


スピーカのミュート（消を）の入/切を切り替えます。 
rs p .138 「音量の調節」 


Fn I + 〔 F11 〕パ， 


スピーカの音量を小さくします。 
FS p.138 「音量の調節」 


Fn 〕+1 F12 〕 AC® 


スピーカの音まを大きくします。 
rsi p .138 「音量の調節」 


Fn I +(NumLk| 


数値キー入カモードに切り替えます。 
P .80 「数値キー入カモード」 


Fn 1+1 ScrLk] 


ソフトウェアによって機能が異なります。詳しい 
内容は、ご巧用のソフトウェアのマニュアルをご 
覧ください。 


トロ け [Home] 


行の最初に移動します。* 


Fn 1+1 End 


行の最後に移動します。 


Fn | + 〔 PgUp| 


前のページに移動します。* 


Fn l+rPgDnl 


次のページに移動します。 


* ソフトウエアによっては、機能が異なる場合があります。 


























































































キーボードを使ラ 


►入カキーの機能の入れ替え 


次の入カキーの機能を入れ替えることができます。 

( 1 ) キーボード左下にあるとその瞬の区^ 

(2) キーボードち下にある rTT ] とその踐の rwi (アプリケーシヨンキー) 


Caps Lock f ' 

ま苗 

\ S D 

—ち1 [ _ t \ しし 

F G 1 H J IK L 

しち] [ — _ き） [— _ <1 しま J [ __。| 

1 2 

-り 1! h t け II U [ emw j 

な Shift 

商が 

こ V B N I M < - 

そ ひ こ み I を，ね 

-1 一 一 一 、^ ■ 一 一 一 一 mJ 一 一 

\ る /め T 6 な加‘'。 

LiJ H 

1 @ 1 Alt 巧 S 

[ n, カナ 

» 亞» ひらか S 

1 □- 巧 

g Ctrl 1 し王 。 J 1 

い 

4 L Homs J|L PgDn J 1 L EM J 


(1) 似 


キーの機能を入れ替える場合は 「BIOS S 幻 up ユーティリティ」の 「 Advance 山 
メニュー画面で次の項目を変更してください。 


• [Exchange Fn & L-Ctrl key」 ( 【 Fn ) と [ ctri 1 の入れ替え) 

• [Exchange R-Alt & Win App key 」 (し Ait 1 とし旨 1 の入れ替え) 


キーの機能の入れ替え 

日 lOS の設定値 

機能を入れ替える場合 

Enabled (有劾） 

機能を入れ替えない場合 

Disabled (無効） 


購入時は、どちらも 「 Disable 山に設定されています。 
巧 P .205 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作 J 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►インスタント キー 


本機には、5個のインスタントキーが搭載されています。インスタントキーを 
押すと、キーに割り当てられた機能を実行します。 

名■インスタントキーの機能は、次のとおりです。 


インスタントキー 

機能 

in キー 

割り当てたソフトウュアを起動します。 
rSI p .83 「 U 1 キーを割り当てる J 

画面サイズ切り替えキー 

因/ "〇 

画面サイズを切り替えます。キーを押すたびに、 
画面サイズをワイド表示と ノーマル 表示に切り替 
えます。 

ra P .127 「画面サイズを切り替える」 

インフォメーシヨンキー回 

インフォメ ■ ーションメニュ ■ 一 を起動します。 

F 3 P -51 「インフォメーションメニューを使う」 

Bluetooth キー Q 

Bluetoo 化機能の ON / OFF を切り替えます。 
rS p .114「 Bluetoo 化機能を使う」 

タッチパッド キー 白 /X 

タッチパッドの ON / OFF を切り替えます。 
rs p .77 「タッチパッド機能を OFF にする」 


► U 1 キーを割0当てる 


Hotkey ューテイリテイをイ吏用すると、インスタントキーの U 1 キーを押したとき 
に、割り当てたソフトウェアを起動できます。 


Hotkey ユーテイリテイのインス I ル 


購入時、 Ho 化 巧 ユーテイリテイはインストールされていません。 U 1 キーを使用 
Hotkey ユーテイリテイをインストールしてください。 

し242 「 Ho 化 巧ユー テイリテイのインストール J 


するには、 

ra p.24 ； 


ui キーの 設定 

Hotkey ユーテイリテイをインストールすると、 U 1 キーには「エクスプローラ」 
が割り当てられます（初期設定)。 


制限 


•割り当てたソフトウェアは、通知領域に 「 Hotkey 」 アイコンが表示されてい 
るとをのみ起動します。通知領域に 「 Hotkey 」 アイコンがない場合は、ス 
タートメニューか6ユーティリティを起動してください。 

[スタートト「すべてのプ□グラム」一「スタートアップ」一 「EPSON 
Hotkey 」 

•簡易ユーザー切り替えでユーザーを切り替えた場合は、割0当てたソフト 
ウェアを使用できません。 Windows を再起動して□グオンしなおすか、ユー 
ザー切り替え後に再度 Hotkey の設定を行ってください。 



















キーボードを使ラ 


U 1 キーに割り当てるソフトウエアを変更することができます。ソフトウエアの 
変更方法は、次のとおりです。 

1 画面ち下の通知領域に表示されている 「 Hotkey 」 アイコンをダブルクリッ 
クしまず。 

3 

く Hotkey アイコン> 

2 「 Hotkey 」 画面び表示された5、 U 1 をダスレクリックします。 



ここを 

ダブルクリック 


3 ruij 画面び表示された S 、 害 IJ り当てたいソフトウェアを還択しまず。 



’ここをク U ックして 
ソフトウェアを還択 


4 ruij 画面の [ Apply ] をクリックしまず。 

5 画面ち上の 百を クリックして画面を閉じまず。 

必ず 顔を クリックします。 送] をクリックすると、通知領域から 「 Hotkeyj ア 
イコンが消え、割り当てたソフトウェアが変更されてしまいます。 



これで割り当ては完了です。 U 1 キーを押すと、割り当てたソフトウェアが 
起動します。 
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HDD を使ラ 


本機には SerialATA ( S - ATA ) 仕様の HDD (ハードディスクドライブ）が搭載さ 
れています。 HDD は、大容量のデータを高速に記録する記憶装置です。 


ft 

お限 


■ HDD のアクセスランプ点な中に、本機の電源を切った0、再起動したりしな 
いでください。アクセスランプ点な中は、コンピュータが HDD に対してデー 
夕の読み書きを行っています。この処理を中断すると、 HDD 内部のデータが 
破損するおそれがあ0ます。 

• 本機を落としたり、ぶつけたりしてショックを与えると HDD が故障するおそ 
れがあります。ショックを与えないよラにミち意してください。また、持ち運 
ぶとをは専用バッグに入れるなどして、保護するよラにしてください。 

• HDD が故障した場合、 H □□のデータを修復することはできません。 


►データのバックアップ 


HDD に記録されている重要なデータは、 CD メディアや外付け HDD などにバッ 
クアップしておくことをおすすめします。万一 HDD の故障などでデータが消失 
してしまった場合でも、バックアップを取ってあれば、被害を最小限に抑える 
ことができます。 

バックアップ方■をは、 P .283 「データのバックアップ」をご覧ください。 

M 青入時の HDD 領域 


購入時の HDD は、お客様の選択により次のように設定されています。 

く通常> 


HDD 

ドライブ（領域） 

容量 

1台 

消ち禁止領巧 

約 700 MB 

C ドライブ 

1台すベて 

2お 

消ち禁止領域 

約 700 MB 

C ドライブ 

1台目すベて 

D ドライブ 

2台目すベて 

2台 （ RAID モデル） 

消ち禁止領域 

約 700 MB 

C ドライブ 

RAID 内すベて 



























HDD を使ラ 


< HDD 設定変更サービスを選択した場合> 


HDD 

ドライブ（領域） 

容量 

1台 

消ち禁止領域 

約 700 MB 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残り 

2台 

1台目 

消去禁止領域 

約 700 MB 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残り 

2台目 

E ドライブ 

すべて 

2台 

( RAID モデル） 

RAID 内 

消去禁止領杜で 

約 700 MB 

C ドライブ 

購入時に選択された容量 

D ドライブ 

残り 


* 消去禁止領域の容量は、コンピュータの製品仕様により異なります。 
すべてのドライブは、 NTFS ファイルシステムでフォー マツ トされています。 



H □□設定変更 サービス 

HDD 設定を更サービスとは、購入時にあらかじめ HDD の領域を C ドライブ、 

D ドライブに分割したが態でコンピュータをお届けするサービスのことです。 


消去禁止領域とは 


「消去禁止領域」には、 「 Windows 回復環境 （ Windows 民 E ) 」が設定されています。 
Windows 民 E の詳細は、 p .276「 Windows 回復環境 （ Windows 民 E ) を使う」 
をご覧ください。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► HDD をが割して使用ずる 


1台の HDD は、いくつかに分割してそれぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 


<1台の H □□を分割する> 

例：1つの HDD 領巧 （ C ドライブ）を2つの HDD 領巧把ドライブと D ドライブ) 
に分割することができます。 


消去禁止領域 

巳ドライブ 



消去禁止領域 
C ドライブ 

□ドライブ 



C ドライブを分割する場合は Windows の再インストールが必要です。詳しくは、 
ra p . 288 「 c ドライブを分割•変更する」をご覧ください。 
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I RA の機能 


本機では、次の場合に RAID 機能を使用することができます。 

■ 購入時、 RAID モデルを選択された場合 
RAID モデルの場合、搭載の HDD であらかじめ RAID が構成されています。 
• 購入時、同一容量の HDD を 2 台装着している場合 
購入時は、 RAID は構成されていません。必要に応じて、 HDD2 台で RAID を 
構成して使用することができます。 

RAID とは、同一容量の HDD を 2 台組み合わせて使用するシステムのことです。 
ここでは、 RAID の種類や RAID の構成-削除方法などについて説目月します。 


RAID の種類 

本機で巧用できる RAID は、 RAIDO, RAID1 の 2 種類です。 


種類 

別名 

HDD 
必要台数 

特徴 

RAIDO 

ストライピンダ 

2 台 

2 台の HDD を 1 つに結合して使用。 

大容量のデータを高速に書き込ん 
だり、読み込んだりすることができ 
る。 

RAID1 

ミラーリンダ 

2 お 

2 台の HDD に同時に同じデータを書 
き込む。 

一方■の HDD が破損しても、もう一ち 
の HDD からデータを復旧すること 
ができる。 
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RAIDO (ストライピング） 

RAIDO は、複数の HDD を1つに結合し、高速かつ大容量な1台の HDD として使用 
するシステムです。ストライピングともいいます。 

たとえは' 120 GB の HDD 2 台で RAIDO を作成すると、 120 GB の HDD 2 台を 240 GB の 
HDD 1 台として巧用することができます。この HDD にデータを書き这むと、デー 
夕は2台の HDD に分散して書き込まれます。そのため、を量の大きいデータで 
も高速に書き込みが可能です。 




HDD 1 と HDD 2 にデータを分散して記録する 

H □□び破損した場合 

RAIDO では、結合した HDD のうちどれ力>1台が破損すると、そのほかの HDD に 
保存されているデータも破損してしまい、データの復旧は不可能となります。 
万一の場合に備え、 HDD のデータは光ディスクメディアなどのほかのメディア 
にを M 的にバックアップしておくことをおすすめします。 














RAID 機能 


RAIDl (ミラーリング） 

RAIDl は、 2 台の HDD を使用します。斤方の HDD ( HDD 1) にデータを書き这む 
と、同時にもうおホの HDD ( HDD 2) にも同じデータが書き込まれる システム 
です。ミラーリングともいいます。 

データが 2 台の HDD に保存されるため、斤方の HDD が破損しても 、もう片ちの 
HDD からデータを復旧することができます。 RAID 1 では 2 台の HDD のうち 1 台 
( HDD 1) だけが Windows に表示されます。 



B Windows に 
表おされる領域 


f 、-:! Windows に 
し■表示されない領域 



HDD 1 


日囚回 


RAID 1 


• • - — 

し HDD 2 

； 因囚回 i 


HDD 1と HDD 2 に同じデータが記録される 


HDD び破損した場合 

RAID 1 では、 Windows に表示されている HDD が破損すると、 Windows で表示さ 
れていなかつたもう 1 台の HDD が自動的に Windows に表示され、データを復旧す 
ることができます。 



こ HDD 2 、. 


日囚回> 


データ 復旧 
可能 


HDD 1が破損すると、 HDD 2 がシステムに認識される 


HDD 2 が破損した場合は、 HDD 1 のみにデータが書き込まれることになります。 
2 台の HDD が同時に破損しないかぎり、データの復旧は可能です。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► RAID の構ぶ-削除 


RA のの構成-削除ち法を説明します。 

RAID の構成や削除は 、 「RAID Configuration Utility ] を巧用して行います。 


(HIL raid を構成-削除すると、 HDD に登録されているデータはすべて消失します。 
じぉぶ RAID を構成.削除する前に' 襲なデ-夕はルツクアップしてくださし、。 


BIOS の設定 


RAID を構成する場合は 、 「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」の次の項目を'変更して 
ください。 

「 Advanced 」 メニユー画面 
SATA Operation Mode : RAID 


RAID モデルの場合は、購入時は 「 RAID 」 に設定されています。 
FS p .205 「BIOS Se 扣 p ユーテイリテイの操作」 


RAID Configuration Utility の起動と終了 

RAID Configuration Utility はメインボ'—ド上に ROM として搭載されています。 
RAID Configuration Utility の起動、終了方■をは次のとおりです。 


起動 

1 キーボードの[^、区西]、□□の位置を確認しまず。 

手順 3 では [Tab ] を、手順 4 では [饥 I ] + ( I 1 を、すばやく押す必要がありま 
す。 

2 本機の電源を入れまず。 

ずでに電源が入っている場合は、再起動します。 

3 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに 
HiTI を巧しまず。 

Windows が起動した場合は、再起動して手順3をもう一を実行してください。 
























RAID 機能 


4 黒い画面の中知こ 、 「Press < CTRL - I > to enter Confi 巨 urati 日 n ...」 と 
表示された6、ずぐに区写]+□□を巧します。 

RAID Configuration Utility が起動します。 

Windows が起動した場合は、再起動して手順3からやりなおしてください。 


Intel(R) Matrix Storage Manager option ROM v7.8.8.1020 に H8N-E 
Copyright(C) 2003-07 Intel Corporation. All Rights Reserved. 


Delete RAID Volume 


3. Reset Disks to Non-RAID 

4. Recovery Volume Options 


RAID Volumes: 
ID Name 
0 VolumeO 


Physical Disks: 

Port Drive Model 
0 XXXXXXXXXXX ； 

1 xxxxxxxxxxx; 


-[DISK/VOLUME INFORMATION}- 


Level 

RAIDO (Stripe) 


Strip 

128KB 


苗 ze Status 

149.1GB 


Bootable 

Yes 


: XXX 
: XXX 


Serial # 

xxxxxxxxxxxx 

xxxxxxxxxxxx 


Size 

74.5GB 

74.5GB 


Type/Status (Vol ID) 



[t i 卜 Select 

[ESC 卜 Exit 

[ENTER]-Select Menu 


MAIN MENU 

(メイン メニュー ) 


DISK/VOLUME 
INFORMATION 
(ディスク情報） 


< 画面はイメージでず > 


5 


必要に応じて、 RAID の状態を巧認したり、 RAID の構成や削除を巧いまず。 


項目の移動は厂广！ rn で行います。 



P.92 「 RA 阻を構がする J 
P.93 「 RAID を削除する J 


終了 

1 「MAIN MENU 」 項目でに Exit 」 を還択し、を巧しまず。 

項目の移動は m rn で行います。 

2巧の確認メツセージび表示された5、 nn を巧しまず。 

Are you sure you want to exit ? ( Y / N ) 

RAID Configuration Utility が終了 します。 

RAID を構成する 


本機で構成できる RAID は、 RAID 0 と RAID 1 です。 
RAID を構成する手順は、次のとおりです。 


制限 

1 RAID Configuration Utility を起動しまず。 

巧 P .91 「民 AID Configuration Utility の起動と終了」 


RAID を構成すると、 HDD に登録されているデータはすべて消失します 。 RAID 
を構成する前に、重要なデータはバックアップしてください。 
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ム 「MAIN MENU 」 項目で n.Create RAID Volume 」 を還択し、 fTH を 
巧しまず。 

3 「CREATE VOLUME MENU 」 画面が表示された5、 [ Name ] に任意の名 
前を入力し、〔3を巧しまず。 

入力した名前は 「BIOS Setup ユーティリティ」で表示されます。 

RAID の名前を変更しない場合は、そのまま r ^ n を押しまず。 

^ 「RAID Level 」 で 「RAIDO ( Stripe)」、「RAIDl ( Mirror )」 のいずれか 
を選択し、 口 を巧しまず。 

5 「Strip Size 」 で （•tJ ] を巧しまず。 

RAID の種類によっては、この手順はありません。 

〇 に3口3ごか」で 【 ♦J 1 を巧します。 

/ 「Create Volume 」 げ還択されている状態でにのを巧しまず。 

8巧の確認 メッ セージげ表示された 5、 を巧します。 

Are you sure you want to create this volume ? ( Y / N ) 

RAID が構成され 、 「MAIN MENU 」 画面が表示されます。構成した RAID の 
情報を「 DISK/VOLUME INFORMATION 」 で確認することができます。 

9 RAID Configuration Utility を終了しまず。 

^ P .91 「RAID Configuration Utility の起動と終了」 

これで RAID の構成は完了です。 

続いて、 Windows のインストールを行います。 

厂 P .232 「Windows Vista のインスト^ール」 

RAID を削除ずる 

RAID を構成しなおす場合や、 RAID 機能を使用しない場合は、 RAID を削除しま 
す。 

RAID を削除する手順は、次のとおりです。 


制限 

1 RAID Configuration Utility を起動しまず。 

回 p .91 「RAID Configuration Utility の起動と終了」 

2 「MAIN MENU 」 項目で 「2 .Delete RAID Volume 」 を還択し、を 
巧しまず。 


RAID を削除すると、 H □□に登録されているデータはすべて消失します 。 RAID 
を削除する前に、重要なデータはバックアップしてください。 


























RAID 機能 


3 「DELETE VOLUME MENU 」 画面で、削除したし、 RAID を還択し、画画を 
巧します。 

4 巧の確認メッセージが表示された5、 CZD を巧します。 

Are you sure you want to delete " XXXX " ? ( Y / N ) 

RAID が削除され 、 「MAIN MENU 」 画面が表示されます。 「 DISK/VOLUME 
INFORMATION 」 の 「民 AID Vo 山 mes :」 で 民 AID が削除されたことを確認しま 
す。 

5 RAID Configuration Utility を終了しまず。 

回 P .91 「RAID Configuration Utility の起動と終了」 

これで、 RAID の削除は完了です。 

团 0 S を変更ずる 

RAID の削除後、 RAID 機能を使用しない場合は 、 「BIOS Setup ユーティリティ J 
の次の項目を変更してください。 

「 Advanced 」 メニユー画面 
SATA Operation Mode : AHCI 

FS P .205 「BIOS S 幻 up ユーティリティの操作」 

► HDD が破損した6 ( RAID 使用時） 


RAID 機能使用時に HDD が破損した場合は、次のようなが態になります。 

• Windows のデスクトップの右下に 「 RAID ボリュームの劣化」と表示 

• Windows が起動せず、次のエラーメッセージが表示 

Reboot and Select proper Boot device or Insert Boot Media in 
selected Boot device and press a key 


この場合は、 HDD の交換が必要です。『サポート.サービスのご案内』（別冊) 
をご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 
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I 光ディスクドライブをほう 

本機左側面には購入時に選択された光ディスクドライブが搭載されています。 
光ディスクドライブは、 CD - ROM などの光ディスクメディアを巧用するための 
機器です。 

ここでは、光ディスクドライブの基本的な巧いホについて説明します。 

なお、購入時の構成によっては、光ディスクドライブが搭載されていない場合 
もあります。外付け光ディスクドライブをおイまいの場合は、ドライブに添付の 
マニュアルをご覧ください。 




A 光ディスクドライブで、ひび割れや変形巧修したメディアは使用しないでくださ 

_しん内部で飛び散って、故障したり、メディア取り出し時にけがをしたりするを 

ミ主意険があ0ます。 


Jl^ 

制限 


本機では 、 CD (コンパクトディスク）の規格に準拠しない「コピーコント□一 
ル CD 」 などの特殊ディスクは、動作保証はしていません。本機で動作しない特 
殊ディスクについては、製造元または販売元にお問い合わせください。 


► ドライブの機能と巧える巧ディスクメディア 


光ディスクドライブの種類によって、メディアへの書き込みや DVD の再生な 
ど、{まえる機能が異なります。 

お使いの光ディスクドライブで使える機能とメディアの種類は、次をご覧くだ 
さい。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 

光ディスクメディアの違いについての簡単な説明は、次をご覧ください。 
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r インフオメーシヨンメニユー」 一「 PC お役立ち情報」 
















光ディスクドライブを使ラ 


►巧ディスクメディアのセツトと取り出し 

光デイスクメディアのセットと取り出しホをについて説明します。 


制限 


•光ディスクドライブアクセス中にメディアを取り出したり、再起動したりし 
ないで < ださい。 

•メディアの再生中や書を込み中に振動や衝撃を与えないでください。 

• ディスクトレイ上の光学レンズに触れた0、傷つけたりしないでください。メ 
ディアのデータが読めなくな0ます。 

■必要な場合なかは、ディスクトレイは閉じておいてください。 

• 結露した状態のメディアを使用しないでください。メディアを寒いところか 
6暖かいところへ急に持ち込むと、結露（水滴が付着する状態）します。使 
用すると、誤動作や故障の原因になります。 

• 本機では、精円などの通常と異なった形状のメディアは使用でさません。 


セツトち法 


1 イジエクトボタンを巧しまず。 

ディスクトレイが少し飛び出します。 
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2 ディスクトレイを静かに引き出しまず。 

光学レンズに触れたり、傷つけたりしないでください。 
メディアのデータを読めなくなります。 



3 印刷面を上にしてメディアをディスクトレイに載せ、カチッと音びずるまで 
はめ込 S みまず。 



4 ディスクトレイを静かに閉じます。 







光ディスクドライブを使ラ 


取り出しち法 

1 光デイスメディアにアクセスしていないことを確認して、イジェクトボタン 
を巧しまず。 



2 ディスクトレイげかし飛び出した 5 そのまままっすぐ引さ出しまず。 

3 メディアをディスクトレイか 6 取り出しまず。 

4 ディスクトレイを手で巧して静かに閉じます。 



イジエクトボタンを押してちメディアが取り出せない場合 

ソフトウェアによっては独自の取り出しホをでないとメディアが取り出せな 
いものもあります。詳しくは、お使いのソフトウェアに添付のマニュアルをご 
覧ください。 
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►強制的ながディスクメディアの取り出し 


次のような場合には、強制的に光ディスクメディアを取り出すことができま 
す。 

■光ディスクドライブの動作が不安定になった0、故障した0して、光ディスクメ 
ディアが取0出せない場合 

■光ディスクメディアをセットしたまま、本機の電源を切ってしまった場合 

強制的な光ディスクメディアの取り出しホをは次のとおりです。 

1 本機の電源び入っている場合は、電源を切りまず。 

P .60 「電源を切る（シャットダウン）」 

2 イジェクトホールに巧の細い丈夫なちの（ゼムクリップを引さのばしたちの 
など）を差し込みます。 



3 ディスクトレイびかし飛び出した5、そのまま手でまっすぐ引き出しまず。 






光ディスクドライブを使ラ 


► CD メディアの読み込み • 再生 


化ディスクドライブでは、データ CD を読み这めるほかに、音楽 CD やビデオ CD 、 
フォト CD などの再生を行うことができます。これらのメディアの中には、再生 
時に別途専用ソフトウエアが必要なものもあります。 

► DVD メディアの読み込み • 再生 


< DVD 再生機能のある光ディスクドラィブ搭載時> 

DVD 再生機能のある光ディスクドライブでは、データが収録された DVD メディ 
アを読み込めるほかに 、 DVD VIDEO などの再生ができます 。 DVD VIDEO の再 
生には、専用のソフトウェアが必要です。 

DVD VIDEO 再生ソフト 

DVD VIDEO の再生には 「 WinDVDj を使用します。 

WinDVD は、次の場所から起動します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「Inter Video WinDVD 」一 「Inter 
Video WinDVD for EPSON 」 

WinDVD の詳しい巧用か法は、 WinDVD のヘルプをご覧ください。 

DVD VIDEO 再生時の制限 

r WinDVD J で DVD VIDEO の再生をすると、次のような不具合が発生すること 
があります。 

•解像度やを数の設定により 、 DVD VIDEO の再生ができないことがあります。 
DVD VIDEO の再生ができない場合は、解像度や色数を調節してみてくださ 

い。 

rsi p .126 「解像度や表示色の変更方法」 

• 外付けディスプレイを接続して、クローンモードで表示をしていると、「使 
用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポー 
卜していません。」というメッセージが表示され 、 DVD VIDEO の再生が中断 
されます。このような場合は、クローンモードの表示を1つのディスプレイ 
モードに切り替えてください。 

巧 P .132 「モードを切り替えるには」 


100 








第 2 章コンピュータの基本操作 


►がディスクメディアへの書き込み 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

書き込み機能のある光ディスクドライブでは、データ、を楽、画像などを光 
ディスクメディアに書き込むことができます。 

書き込み可能なメディアは、お使いの光ディスクドライブにより異なります。 
書き込み可能なメディアについては、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 


ft 

お限 

ライティングソフト 

光ディスクメディアに書き込みを行う場合は、専用のライティングソフトがお 
要です。本機にはライティングソフト 「Nero 7 Essentials J がインスト ’—ルされ 
ています。 

cap.102 「Nero 7 Essentials の使い方」 


作成した DVD VIDE 日は、市販の DVD プレイヤーで再生でさますが、一部の 
DVD プレイヤーでは再生できない場合があります。 


書き込み時のを意 


書き込みを行う場合は、次の点に注意してください。 

• 省電力機能を無効にする 

メディアへの書き込み時に Windows が 省電力状態に切り替わると、 データ 転 
送 エラーが 起き、書き这みに失敗して、メディアに記録した データが 失われ 
たり、メディアが巧用できなくなる可能性があります。 

書き这みを始める前に、省電力状態に移行しないように設をしてください。 
rw p.186 「省電力状態に移行するち法」 

省電力が態に移行する場合は、必ず光ディスクドライブからメディアを取り 
出してから行ってください。 

• 速度に対応した光ディスクメディアを選ぶ 

書き这みを行う場合は、お使いの光ディスクドライブの書き这み速をに対応 
したメディアを使用してください。 

光ディスクドライブの書き込み速度は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一ね」一「光ディスク 
ドライブ PDF マニュアル」 










光ディスクドライブを使ラ 


^Nero 7 Essentials の使し、方 


<書さ込み機能のある光ディスクドライブ搭載時> 

ライティングソフト 「Nero 7 Essentials 」 を巧用すると 、 CD メディアや DVD メ 
ディアにデータやを楽、画像などのファイルを書き込むことができます。 


制限 


Nero 7 Essentials と Windows Vista 標準の書き込み機能を同時に使用しな 
いで <ださい。 


使いち 


Nero 7 Essentials の起動ち法は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の 「 Nero 」 アイコンをダブルクリックしまず。 


幽 

Nero 

Starts ma... 

く Nero アイコン> 


2 Nero 7 Essentials 画面び表示されまず。 



@ 0 ® 


ぶ B 單严巧) 


Nero へようこそ 


上のアイコンからカ テ!! リを 一つ 透巧して下さい 


ずると百面中央に9スウのリストがま示されます 


目的の5スウをウリツクすると作業を開始します 



(§) 喔) @ 


J 
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Nero 7 Essentials の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」 一 「マニュアルびゆ一わ」一 「 Nero ユー 
ザーガイド」 















第 2 章コンピュータの基本操作 


InCD 


メディアをパケットライトソフト 「 InCD 」 でフォーマットすると、ドラッグア 
ンドドロップするだけでデータの書き込みを行うことができます。 

InCD の詳しい使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」_「マニュアルびゆ一わ」一 「 InCD ユー 
ザーマニュアル」 


Jl^ 

制限 


• InCD で使用できる光ディスクメディアは、 CD-RW、DVD±RW、DVD-RAM 
のみです。 

• InCD で フォーマツ トしたメディアは Nero 7 Essentials で書き込みを行う 
ことはできません。書き込みを行ラ場合は、 Nero 7 Essentials で「ディス 
クの消去」を行ってください。 


有償アップグレード 

本機にインストールされている Nero 7 Essentials は、 Nero 製品版 「Nero 7 Premium J 
に特別優待価格でアップグレードすることができます。アップグレードをご希 
望のホは、デスクトップ上の 「 Nero オンラインアップグレード」から申し込み 
を行ってく ださい。 

誤 

Nero オンライン 
アップクレ-ド 
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I USB 機器をほう 


本機には USB 2.0 に対応した USB コネクタが右側面に 2 個、背面に2個、合計4個 
搭載されています。 

USB コネクタには USB 対■応の機器を接続します。4個のコネクタは同じ機能です 
ので、どのコネクタを巧用しても構いません。 


制限 


• US 巨フラッシュメモリや USB HDD などを接続していたり、 US 日 FDD に FD 
がセッ ト されている状態で本機の電源を入れると、 Windows が起動しないこ 
とがあります。 US 巨記憶装置は、 Windows 起動後に接続してください。 

• US 日記憶装置を接続した状態で Windows を起動したい場合は、「团日 S Setup 
ユーティリティ」で起動するデバイスの順番を変更してください。 

とす" 口ぶ1曰「起動 （Boot) デバイスの順番を変更する」 


USB2.0 の輯送速度 

USB 2.0 のデータの 転送速度は、最大 480 Mbps です。 USB 2.0 コントローラは、 
USB 2.0 コネクタに接続するすべての周辺機器で共用します。そのため、転送速 
度は接続する周辺機器が増えると低下しまず。 

► USB 機器の巧続と取りかし 


USB 機器の接続 • 取り外しは、本機の電源が入っている状態で行うことができ 
ます。 


USB 機器の接続 

USB 機器の接続方掛ま、次のとおりです。 

1 USB 機器の USB コネクタを、本機の USB コネクタ（ろ t 2. o ) に接続しまず。 



2 USB 機器によっては、通知領域に「取り外し」アイコンび表示されまず。 


わ 

く取り外しアイコン> 

接続する USB 機器によっては、専用のデバイスドライバが必要でず。詳しくは、 
USB 機器に添付の マニュアルを ご覧ください。 
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接続した USB 機器の確認 

接続した USB 機器を確語するには、「取り外し」アイコンをダブルクリックし、 
「ハードウェアの安全な取り外し」画面で[プロパティ]をク y ックします。 


USB 機器の取り外し 

USB 機器の取り外しは、コンピュータの状態を確認して、次のどちらかの方を 
で行います。 

■そのまま取り外す 

「取り外し」アイコンが表示されていない場合や、本機の電源を切った場合 
はそのまま取り外せます。 

• US 日機器の終了処理をして取0かす 

「取り外し」アイコンが表示されている場合は、終了処 a を行います。 

USB 機器の終了処理の方法は次のとおりです。 


1 開いているファイルを閉じます。 

ファイルを閉じないと、終了処理ができません。 

2 通知領域の「取りがし」アイコンをクリックします。 

3 表示されたメニューか5 r (取りがしたし、 USB 機器）一..•をま全に取り 
がしまず」を選択しまず。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう注意してくださ 

い。 


USB 大客き記ち装看テバイス-ドライブ （ E :) をおきに巧りかしまず 


4 「 A — ドウエアの取りがし」メッセージび表示された S 、[0 K ] をクリック 

し、 USB 機器を本機か5取り外しまず。 













PC 力ードを使ラ 


本機の右側面には、 PC 力ードスロットが搭載されています。本機では、 PC Card 
Standard に準抱した次のカードを装着することができます。 


装着可能なサイズ 

仕様 

Typell 

1 スロット CardBus 対•応 


PC カードの形がによっては装着できないカードがあります。 



Jflk 

制限 


♦ FAX モデムカードや、ネットワークカードなどは、使用違中に電源の供給が 
停止されると、不具合が発生する可能性があ0ます。これ6のカードを使用 
すると去は、省電力状態に移行しないよラに設定してください。 

と夏" P.18 目「省電力状態に移行する方法」 

• PC カードス□ットに FAX モデムカードを取り付けて使用する場合には、回 
線の呼び出し音が鳴6ない FAX モデムカードもあります。これは、 CardBus 
の仕様によるちので故障ではありません。 
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► PC 力ードのセツトと取0かし 


制限 


• PC カードを取り扱うときは、あらかじめ金属製のものに触れて、静電気を逃 
がしてください。 PC カードやコネクタ部に静電気が流れると、故障すること 
があります。 

• PC カードは、本機の電源が入っている状態で抜去差しすることがでさます。 
ただし、ス IJ ープ状態や休止状態など、省電力状態では PC カードの抜去差し 
を巧わないでください。システムが正常に動作しなくなる場合があります。 


PC カードのセット 


PC カードのセット方法は次のとおりです。 



1 PC 力ードス□ットに夕‘ミーカードがセツトされている場合は、取りがしま 


ず。 

cap -108 「 PC 力ードの取り外し」一手順2〜4 

ダミーカードは PC カードを使用しないときに、 スロッ トに セット しておき 
ます。 



2 PC 力ードを PC 力ードス□ットに挿入します。 

PC カードの表面を上にして、奥までしっかりと押し込みます。 
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PC 力ードを使ラ 


3 コンピユータの電源が切れている場合は、電源を入れまず。 

4 認識されると PC 力ードげ使用できまず。 

正しく PC カードがセットされると認識音が鳴り、通な領域に「取り外し」ア 
イコンが表示されます。 

わ 

<取り外しアイコン> 

PC カードによっては、専用のデバイスドライバが必要です。詳しくは 、 PC 
カードに添付の マニュアルを ご覧ください。 


PC カードの取りがし 

PC カードの取り外し方法は、次のとおりです。 


(HiL 本機にセットされていた PC カードは、高温になっている可能性があります。取 

じぉぶり外す際脱意してください。 


1 PC カードの終了処理を巧うか、または本機の電源を切りまず。 

PC カードの終了処理の手順は、次のとおりです。 

(1) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

(2) 表示されたメニューか S r (取り外したい PC カード）一--•を安全に取り 
外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 


AVerMedia Hardware MPEG CardBus TV (Japan ) を安をに取りかします 


(3) 「 A - ドウエアの取りかし」メッセージが表示された5、 [ OK ] をクリック 
します。 

これで PC カードの終了処巧は完了です。 
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2 PC 力ードイジェクトボタンを「カチッ」と音げするまで巧します。 

イジェクトボタンが出てきます。 



3 出てきた PC 力ードイジエクトボタンを再び巧し&みます。 

PC カードが出ます。 



4 出てきた PC 力ードをまつずぐに引き巧きまず。 

取り外した PC カードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくださ 

い。 

5 ダ S - 力ードを PC 力ードス□ットにセットします。 

コンピュータ内部にホコリが入らないように、必ずダミーカードをセットし 
ておいてください。 






メモリカードを使う 


本機前面にはメモリカードスロットが装備されています。メモリカードは、デ 
ジタルカメラなどで f ま用するメディアで、コンピュータとのデータ交換に巧わ 
れます。本機では、3種類のメモリカードを使用することができます。 



メモ U 力ードス□ツト 


►本機で巧用できるメモリカード 


本機で使用できるメモリカードは、メモリースティック （ Pro 対•応）、マルチメ 
ディアカード、 SD メモリーカードの3種類です。イラストは、をメモリカード 
表面のイメージです。 


MULTI 

MEDIA 

CARD 


<メモリースティック> <マルチメディアカード> 






<S □メモリーカード> 


制限 


♦ メモリースティック、 SD メモリーカードの著作権保護機能には対応していま 
せん。 

• メモリースティックやメモリースティック Pro の高速転送、セキュリティ機能 
には対応していません。 
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メモリカード使用時のを意 

メモリカー ドを使用する際は、次の注意事項を確認して正しくお使いくださ 

い。 

■ メモリカードにアクセス中は、本機の電源を切ったり、メモリカードを抜い 
たりしないでください。カードのデータが破損するおそれがあります。 

■ メモリカードは、データの書き込み中に電源の供給が停止すると不具合が発 
生する可能性があります。メモリカードを使用するときは、省電力状態に移 
行しないように設をしてください。 

na p .186 「省電力が態に移行するホ法」 

•記録されているデータによっては、読み込み時に専用のソフトウ卫アが必要 
になる場合があります。詳しくは、データを作成した周巧機器またはソフト 
ウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 



メモリカードの フォー マット 

メモリカードのフォーマットは、必ずメモリカードを使用するデジタルカメラ 
などの周辺機器側で行ってください。本機でフォーマットを行うと、周辺機器 
でメモリカードが認識されなくなる場合があります。 

フオ ■ —マットのホ法は、周辺機器に添イ寸のマニュアルをご覧ください。 


►メモリカードのセツトと取0かし 


メモリカードを巧用する前に、必ず ra 口'。1「メモリカード使用時の注意」 
をお読みください。 

メモリカードのセット 

メモリカードのセット方をは、次のとおりです。 

1 メモリカードス□ットにダミーカードびセットされている場合は、取り外し 
まず。 

( 1 ) ダミーカードを「カチッ」と音がするまで押します。 

( 2 ) かし出て去たダミーカードをまっすぐに引き抜きます。 

ダミーカードはメモリカードを使用しないときに、 スロッ トに七ットし 
ておきます。 
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ダ S —カード 






メモ u 力ードを使ラ 


2 メモリカードの表面を上にしてメモリカードス□ットに挿入しまず。 

奥までしっかりと押し込みます。 

メモリカードの表面は、 ド a P .110 「本機でイ吏用できるメモリカード J で確 
認してください。 



3 認識されると、メモリカードが使用できます。 

正しくセットされると、通知領域に「取り外し」アイコンが表示されます。 

<取り外しアイコン> 

メモリカードの取り外し 

メモリカードの取り外し方法は、次のとおりです。 

1 メモリカードの終了処理を巧ラか、または本機の電源を切りまず。 

メモリカードの終了処理の手順は、次のとおりです。 

(1) 開いているファイルを閉じます。 

ファイルを閉じないと、終了処理ができません。 

( 2 ) 通知領域の「取り外し」アイコンをクリックします。 

(3) 表示されたメニューか!5、 r (取り外したいメモリカード）一--■を安全に 
取り外します」を選択します。 

複数の機器が表示される場合は、別の機器を選択しないよう、注意して 
ください。 



(4) 「A— ドウエアの取り外し」メッセージが表示された6、 [OK] をクリック 
します。 

これでメモリカードの終了処理は完了です。 
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2 メモリカードを「カチッ」と音がするまで巧ずと、メモリカードびかし出ま 
ず。 

強く押すと、メモリカードが飛び出すことがあるので注意してください。 



取り出したメモリカードは、専用のケースなどに入れて大切に保管してくだ 
さい。メモリカードをセットしない場合は、ダミーカードをセットしておき 
まず。 
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I Bluetooth 機能を使う 


本機には、 Bluetooth 機能が搭載されています。 

B 山け00也とは、無線の通信方式の1つです。ここでは、 Bhietooth 機能の使い方に 
ついて説明しまず。 

Bluet 00 か機能でできること 

本機では、 B 山 etoo 化機能を使用して、次のようなことができます。 

• Bluetooth 対応の周辺機器を使用でさます。 

マウス、プリンタ、カメラ、ステレオへッドフォン、へッドセット、携帯電 
話、ワイヤレスモデムステーション、アクセスポイントなど 

• Bluetooth 機能が搭載されているコンピュータや PDA とデータの送受信がでを 
ます。 



仕様 


本機に搭載されている B 山 etoo 化機能の仕様は、次のとおりです。 


規格 

周波数帯 

Bhietoo 出標準規格 Ver 2.0 + EDR 

2.4GHz 


Bluet 00 计 1 機能の使いち 

ここでは、 Bluetoo 也機能の基本的な使用方法を説明します。 Bluetooth 機能の詳 
しい使用方法は、次をご覧ください。 


[スター ト]- r ずべてのプ□グラム」一 「 Bluetooth 」一 r ユーザーズガイド」 
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► Bluetooth 機能をお使いの前に 


A 

敏化 
言口 


• 航空機や病院など、電波の使用を禁止された区域に本機を持ち込むとさは、本 
機の電源を切るか電波を停止してください。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してか 
ら、本機の電源を切ってください。 

• 医療機関の屋内で本機を使用するときは、次のことを守ってください。 

-手術室•集中治療室り CU) •冠状動脈疾患監視室 （CCU ) には、本機を 
持ち込まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟がの場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を 
切るか電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか S、 
本機の電源を切る。 

•植込み型/な臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 
目 luetooth 機能を使用するときは、装着部と本機の間を上離してく 
ださい。 

電波が、植込み型/な臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響 
を及ぼす場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性が 
ある場所では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

•巨 luetooth 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器の近くで使用 
しないで < ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 


る 
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Bluetooth 機能を使う 


電波に関ずる注意事項 

Blu 別 00 也 機能を使用する際は、次の電波に関する注意事項を確認して正しくお 
使いください。 

•本機の Bluetoo 也 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信 システムの 無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の 
Blu 別 00 化 機能を使用するときに無線局の免許は必要ありません。 

•本機の B 山別 00 化 機能は、技術基準適合証明を受けていますので、本機を分解’ 
改造すると法律で罰せられることがあります。 

• 2.4 GHz 付近の電波を通信している無線装置などの近くで通信すると、双方の 
処理速度が落ちる攝合があります。電子レンジ付近の磁攝、静電気、電波障 
害が発生するところでは、使用しないでください（環境により電波が届かな 
い場合があります)。 

• 本機の Bhietoo 也機能の使用する電波が、次の機器や無線局と電波干渉ずる恐 
れがありまず。 

-産業-科学-医療用機器 

-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特定小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の Blu 別 00 化 機能と他の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 


• B 山別00化と無線 LAN は同じ無線周波數帯を使用するため、同時に使用すると 
電波が干渉し合い、通信速度の低下やネットワークが切断される場合があり 
ます。接続に支障がある攝合は、 Blu 別〇〇化磯能、無線 LAN のいずれかの使用 
を中止してください。 

♦本製品は電波を利用したワイヤレス機器です。本製品を使用する環境によっ 
ては通信速度の低下や、接続が一時的に切断されるなどの現象が発生する場 
合もありますが、故障ではありません。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


通信可能な距離 

Bluetoo 也で通信可能な距離は、 10 m な内でず。 Bluetooth 通信を行うときは、本 
機と通信を行う機器とを 10 m が内に設置してください。 

推奨される通信距離は 3 m な内です。 


制限 


通信時の確認事項 

Bluetooth 機能を使用して通信する際は、次の事項を確認してください。 

•使用する機器が Bluetoo 化に対応していることを確認してください。 

•本機と使用する樵器が通信可能な距離にあることを確認してください。 

•本機と使用する機器が接続可能な状態になっていることを確認してくださ 

い。 

•本機と使用する機器の Bluetooth 機能が有劲になっていることを確認してく 
ださい。 

• 本機と複数の Blu 別00也機器で通信する場合、通信速度が低下する場合があり 
ます。 

• 大容量データを送受信する場合は、途中で通信が途切れることがありまず。 
その場合は、再度送受信してください。 


il^ 

制限 


• ネットワーク上のファイルなどを開いたまま省電力状態に移行すると、正常 
に通常の状態に復帰でさない場合があります。 

• 簡易ユーザー切り替えでユーザーを切り替えた場合は、 Bluetooth 機能を使 
用できません。 Windows を再起動して□グオンしなおしてください。 


通信可能距離は1 Om 拟内ですが、通信機器間の障害物や電波状況、磁場、静電 
気、電波障害の発生する場所、使用するソフトウェア、日 S、 通信する機器の受 
信感度、アンテナ性能などによって、変化する可能性があります。通信で去ない 
場合は、通信する機器を本機の近くに設置してください。 












Bluetooth 機能を使う 


► Bluetooth 機能の ON/OFF 方法 


B 山幻 00 化 機能の ON / OFF 方法につレ 、て 説明します。 

Bluet 00 か機能の ON / OFF 切り替え 

B 山 etoo 化 機能の ON / OFF は 、 B 山幻〇〇化 キー （©) で行います。 
購入時、 Bluetooth 機能は OFF になっています。 



Blu 別 0 如 h 機能の ON / OFF は 、 B 山別〇〇化 状態ランプで確認できまず。 


日 luetooth 機能 

BI uetooth 状態ランプ 

ON 

緑点灯 

OFF 

消灯 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


► Bluetooth 巧旅の周进機器を巧用ずる 


マウスやキーボードなど、 Bluetooth 対応の周辺機器を使用する方法を説明します。 

周辺機器の検出-登録 

新規で周辺機器を使用する場合、周辺機器を検出して登録をする必要があります。 



目 luetooth パスキー (PIN コード） 

周巧機器によっては、設定中に、 B 山 etoo 化パスキー ( PIN コード）の入力を促 
す画面が表示される場合があります。この場合は、周辺機器に添付の取あ説明 
書を参照の上、パスキーを入力してください。 


周辺機器の登録ち法は次のとおりです。 

1 本機と周辺機器を lOnU ソ内に設置しまず。 
f ^ P .117 「通信可能な距離 J 

2 本機と周辺機器の Bluetooth 機能を rON 」 にしまず。 

FS p .118「 B 山 etoo 化機能の ON / OFF 方街 

周辺機器の Bhietoo 化機能を ON にするちをは、周の機器に添付のマニュアル 
をご覧ください。 

3 周辺機器を検索しまず。 

( 1 ) 通知領域の旧 luetooth 」 アイコンをちクリックして、 「 Bluetooth 設赴 
を選択します。 


ii 

く Bluet 00 计 1 アイコン> 


<新規で周辺機器を検索する場合> 

「新しい接続の追加ウイザード」が表示されまず。 

くすでに本機に登録された周辺機器がある場合> 

「 B 山け〇〇化設定」画面が表示されたら、[新しい接続]をクリックして、 
「新しい接続の追加ウイザード」を表示します。 

(2) r 新しい接続の追加ウイザード」画面で「エクスプレスモード」にチェック 
が付いていることを確認して、[次へ]をクリックします。 

「カスタムモード」は、周辺機器が複數の機能（サービス）をサポート 
している場合に、佑用したい機能を選択することができます。 

な降は画面の指示に従って登録を行います。 











Bluetooth 機能を使う 


周辺機器を使用する 

登録が完了すると、 「 B 山 etoo 化デバイス」の一覧に周辺機器が表示され、{ま用で 
きるようになります。 

一を登録を行うと、次回な降は自動的に周辺機器に接続します。 

自動のに接続でをない場合 

「 Bluetoo 也設定」画面で接続したい周辺概器のアイコンを右クリックし、「接続」 
を選択して、接続します。 

►コンピュータ同 ± tBluetooth 通信ずる 


本機では、 B 山 etoo 化機能を搭載したコンピュータや PDA とデータの送受信がで 
きます。 


データの送信 

ここでは、 Bhietoo 化機能を搭載したコンピュータに、本機からデータを送信す 
るホ法を説明します。 

1 本機と送信巧の コン ピユータを lOmlU 内に設置しまず。 
rap .117 「通信可能な距離」 

2 本機と送信巧の コン ピユータの Bluetooth 機能を rON 」 にします。 

FS P.118 「B 山 etoo 化機能の ON/OFF 方街 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


3 通知領域の 「 Bluetooth 」 アイコンをちクリックして、「ワイヤレスファイ 
ル送信」を選択しまず。 

0 

く巨 luet 00 か 1 アイコン> 

送信先のコンピュータが自動的に檢出され、「ワイヤレスファイル送信」画 
面の「送信可能な機器」にお前が表示されます。 



送信先のコン 
ピュータ名が 
表のされる 


<ワイヤレス送信画面> 

4 「送信可能な機器」か6、送信巧のコンピユータを還んで、チェックを付け 
まず。 

5 [追加]をクリックして、送信ずるファィルを指定しまず。 

〇 [送信]をクリックしまず。 

送信先のコンピュータで、受信許可メッ七ージが表示されます。表示内容 
は、送信先のコンピュータの B 山別00化ユーティリティソフトウェアにより異 
なります。 

i 「ファィル転送び成巧しました。」と表示された5 [0 K ] をクリックします。 

これでファイル転送は完了です。 

データの受信 

本機が B 山 etoo 化通信で受信したファイルは、次の場抓こ保存されます。 

通知領域の 「 Bluetooth 」 アイコンをもクリックー 「 Bluetooth 情報交換」 

























Bluetooth 機能を使う 


►セキュ ij テイを設定ずる 


セキュリティの確保のために、本機をほかの B 山 etoo 化機器から検出されないよ 
うにしたり、通信内容を暗号化したりする設定ができます。 

七キュリティに関するを種設をは、次の画面で行います。 

通知領域の 「 Bluetooth 」 アイコンをちクリックー「オプション」一「セ 
キユリテイ」タブ 


0 

く Bluetooth アイコン> 



Bill 別0如 h ユーテイリテイのセキュリティの詳細は、次をご覧ください。 


[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 「 Bluetooth 」一 「ユーザーズガ 
イド」一 「 Bluetooth ユーティリティを使ってみよう」一「より高度な使い 
ち」- r 他のユーザか5機器を検出不能にずる」/ r 通信内容を暗号化ずる」 
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I 画面表巧をする 


ここでは、本機の LCD ュニットでの画面表示について説明します。 

本機では、 LCD ュニットのほかに外付けの表示装置を接続することもできま 
す。 

rs p .130 「外付けディスプレイに表示する」 

► LCD ユニツトの仕様 


本機では次のどちらかの LCD (液晶ディスプレイ）を搭載しています。 

•1 已 .4 型 WXGA + 最大解像度 144 0 X 900 
•1 已 .4 型 WUXGA 最大解像度 1920 XI 200 


ft 

制限 



LCD のドット抜け基準値 

本機 LCD のドット#抜け基準値は、8個が下です。これは、 WXGA + の場合で全 
ドットの0.00021〇/〇が下、 WUXGA の場合で全ドットの0.00012〇/〇な下に相当しま 
す。 

* 「ドット」は副画素（サブピクセル）を指します。 LCD では、1個の画素が3 
個の副画素で構成されています。本書に記載しているドット抜け基準値は、 
ISO 13406-2 に従って、副画素単位で計算しています。 

本機の副画素数 

WXGA + の場合3,888,000個 

WUXGA の場合6夕12,000個 


LCD の表示中に、次の現象が起きることがあります。これは、カラー LCD の特 
性で起走るちので故障ではありません。 

• LCD は、高精度な技術を駆使して230万 L ソ上の画素か6作 S れていますが、 
画面の一部に常時点むまたは常時消むする画素が存在することがあ0ます。 

•色の境界線上に筋のよラなちのが現れることがあります。 

• Windows の背景の模様や色、壁紙などによってち6ついて見えることがあり 
ます。この現象は、背景の模様が市松模様や横搞模様といった特殊なパター 
ンで、背景の色が中間色の場合に発生しやす<な0ます。 




















画面表示をする 


► LCD ユニットの調舊 

画面の明るさの調整は次のキーで行います。 


キー 操作 

状態 

(Fn 1+I F 5 ] 来 

暗くなります 

[ Fn 1+[ F 6 I な 

明るくなります 


次の場所で調整することもできます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一各プランの「プラン設定の変更」一「ディスプレイの輝度 
を調整」 


バックライトの消な 

本機を使用していない間、バックライトを消げすることで消費電力を抑えるこ 
とができます。バックライトの消なホをは、次のとおりです。 


キー 操作 

状態 

f Fn 1+( F 7 1 画 l/X 

本機が起動している状態で押すとバックライトが消灯 
します。もう一度押すとバックライトが点なします。 


LCD ユニッ トを閱じたとをの動作 

LCD ユニットを閉じると、本機は「スリープ状態」になります。 
C 3 p .185 「省電力状態の種類」 

LCD ユニットを閉じたときの動作は、変更することができます。 
ra P .186 「省電力状態に移行するち法」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►表示でをる解像度と表示を 


本機の LCD ユニットで表示可能な解像度は次のとおりです。表示色は中 （16 
ビット）と最高 （32 ビット）が選択できます。 


解像度 

1己.4型 WXGA + 

] 曰.4型 WUXGA 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 768* 

〇 

〇 

1280 X 1024 

- 

〇 

1400 X 1050 

- 

〇 

1440 X 900* 

〇 

- 

1600 X 1200 

- 

〇 

1920 X 1200* 

- 

〇 


ワイド表示 



ワイド表示な外の解像度を設定すると、画面が縦伸びまたは横伸びしたように 
見えます。この場合は、画面サイズを切り替えてください。 
ra p .127 「画面サイズを切り替える」 



動画が正當に再生でをない場合は 

解像度や表示色が高いと、 「 WinDVD 」 で DVD VIDEO を再生するときなどに、 
正常に表示できないことがあります。そのような場合は、解像度または表示色 
を下げてみてください。 
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画面表示をする 


解像度や表示色の変更方法 

解像度と表示色の変更方法は次のとおりです。 

1 [スタート]—「コント □ —ルバネル」一「デスクトップのカスタマイズ」一 
r 個人設定」一 r 画面の設赴をクリックしまず。 

と 「解像度」、「色」などの項目を設定したい内容に変更します。 



色を設定 
します。 


解像度を - 
設定しまず。 


3 項目を変更した5、随曲をクリックし、画面のメッセージに従って操作 
しまず。 



セーフモードでの起動 

本機の LCD 画面で表示できない解像をを選択すると、 Windows を再起動したと 
きに、画面が乱れる、何も表示されないなどの現象が起こることがあります。 
このような場合は、セーフモードで起動して再設をを行ってください。 
p.274 「セーフモードでの起動」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►画面サイズを切0替える 


本機はワイド液品ディスプレイを搭載しているため、ワイド表示な外の解像度 
を設定すると、画面が縦伸びまたは横伸びしたように見えます。この場合は、 
かのち法で画面表示を切り替えることができます。 


お限 


外付けディスプレイを接続している場合は、画面サイズの切0替えがでさないこ 
とがあ0ます。 


• 画面サイズ切り替えキーで切0替える 

ワンタッチで簡単に画面サイズを切り替えます。 

■ユーティリティで切り替える 

解像度ごとに表示設定を行いたい場合は、ユーティリティで画面サイズを切 
り替えます。 

画面サイズ切り替えキーで切り替える 

画面サイズ切り替えキー（因/ <□►) を使用すると、簡単に画面サイズを切り替 
えることができます。 



画面サイズ切り替えキーを押すたびに、ワイド表示と ノーマル 表示に切り替わ 
ります。購入時は、ワイド表示に設定されています。 



















画面表示をする 



<ワイド表示> 


<ノーマル 表示> 


画面サイズを切り替えると、自動的に解像度が次のとおり切り替わります。 


画面表示 

解像度 

15.4 iyWXGA + 

1已 .4 型 WUXGA 

ワイド 

1440 X 900 

1920 X 1200 

ノ'ーマル（縦横比4 : 3) 

1024 X 768 

1600 XI 200 


Jl^ 

制限 


♦画面サイズ切0替えキーで画面サイズを切0替えた後、上記の表切外の解像 
度に変更したいときは、手動で設定を変更してください。 

と易== P . 12日「解像度や表示色の変更ちま」 

• Windows を複数のユーザーで使用している場合、ユーザーごとに画面表示の 
設定（ワイド/ノーマル）を保存することはできません。 

♦画面サイズ切0替えキーで画面サイズを切0替えた後、 r 画面の配色は 
Windows Vista ベーシックに変更されました」というメッセージが表示され 
る場合があ0ますが、問題ありません。 


ユーティリティで切り替える 

ューティリティでは、解像度ごとに画面サイズを設定できまず。 

ューティリティで画面サイズを切り替える方法は、次のとおりです。 

1 通知領域の 「Catalyst Control Center 」 アイコンをちクリックし 、 ["Catalyst 
Control Center ..」 を選択しまず。 

< Catalyst Control Center アイコン> 

「ATI Catalyst Control Center 」 画面が表示された場合は、画面左下の[基本...] 
をクリックし、次の画面で[はい]をクリックしまず。 

2 「ATI Catalyst Control Center へようこそ」と表示された6、「基本の 
[簡単設定ウィザードとクイック設定]」を選択し、[次へ]をクリックしまず。 

3 「実行ずる操作」と表示された5、「クイック設定」タブをクリックし、 r ノー 
トブックパネルプ □パティ」 を選択して、[移動ずる]をクリックしまず。 


128 



















第 2 章コンピュータの基本操作 


4 「ノートブックディスプレイに表示されるデスクトップイメージ」と表示さ 
れた5、デスクトップ画面をどのように表示させるか還巧し、[終了]をク 
リックしまず。 



選択した画面イメー 
ジびプレビュー表示 
されまず。 



画面サイズを切り替えて、次の設定で表示することができます。 

• サイズ変更なし 

設をした解像度のまま表示します。 

• ディスプレイパネルに合ラよラにサイズを変更します（購入時の設定） 

設定した解像度を、ディスプレイパネルに合わせて表示します。 

• サイズを変更してち、イメージの元の大きさ（アスペクト比）は保ちます 

元の解像度のアスぺクト比*を固定したまま面面サイズを変更します。 

* アスペクト比 

画面や画像の縦横比のこと。通常のディスプレイはアスぺクト比4:3 
です。 

5 「実行ずる操作」と表示された画面で、[終了]をクリックしまず。 

これで、画面サイズの切り替えは完了です。 
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I か付けディスプレイに表示する 


本機に次の表示装置を接続して画面を表示することができます。 

• が付けディスプレイ（デジタルおよびアナ□グ） 

• TV ( S - ビデオで接続） 

テレビへの表示方法は、 P 3 p .137 「テレビに表示する」をご覧ください。 

►ディスプレイの接続 


(HTL 本機にデジタルとアナ□グのディスプレイを2台接続する場合、表示装置は本機 

じぉぶ韓め3台ですが、表示できるデイスプレイは2台までです。 


ディスプレイの接続 

本機では、デジタルとアナログの外付けディスプレイを、2台同時に接続する 
ことができます。 

ディスプレイの 接続ち法は、次のとおりです。 

1本機とが付けディスプレイの電源を切ります。 

ム が付けディスプレイの接続ケーブルを本機ち側面の巧のコネクタに接続し 
まず。 

<デジタルディスプレイの場合> 

DVI-D ケーブルを、本機の DVI-D コネクタ （ DVI ) に接続します。 

<アナ□グディスプレイの場合> 

VGA ケーブルを、本機の VGA コネクタ （□) に接続します。 



3外付けディスプレイと本機の電源を入れます。 

(画/ □) を押すと、表示装置の切り替えができます。 
「画面の外観を選択してください」と表示された場合は、表示ホ法を選択し、 
[OK] をクリックします。 
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外付けディスプレイへの表示を終了する 

外付けディスプレイへの表示が終了したら、 Windows を終了後に必ず接続ケー 
ブルを取り外してください。外付けディスプレイの電源が入っていなくても、 
ケーブルを接続しているだけで自動認識されるため、信号が出力されます。 


ビデオプ□ジエクタへの接続 

ビデオプロジェクタは、アナログディスプレイと同様に、本機の VGA コネクタ 
に接続します。 

プロジェクタによっては、ほかのホ法で接続できる場合があります。詳しくは 
プロジェクタに添付の マニュアルを ご覧く ださい。 

►表示でをるモードの種類 


画面に表示できるモードは、次の3種類があります。 

• 1つのディスプレイモード 

1つのディスプレイ （LCD ユニット のみまたは外付けディスプレイのみ）に 
表示します。外付けディスプレイが接続されていても LCD のみで表示できま 
ず。 


♦ク□ーンモード 

2つのディスプレイに同じ画面を表示します。プレゼンテーシヨンを行う場 
合などに便利です。 




























か付けディスプレイにまおする 


•拡張デスクトップモード 

それぞれのディスプレイに巧して、個別に表示設定をすることができます。 
複数の画面をコンピュータ上に表示する場合に便利です。 




<外付けディスプレイ> 


< LCD 画面> 


►モードを切り替えるには 


画面のモードの切り替えち法は、次の2つの方法があります。 


• キーボードで操作する 

キーボードで簡単に「1つのディスプレイモード」と「クローンモード J の 
切り替えができます。 

• ユーティリティか!5操作する 
すべてのモードの切り替えが可能です。 

キーボードで操作する場合 

の （应 !/□) を押して、表示装置を切り替えます。 

本機で表示できる組み合わせは次のとおりです。接続している表示装置を自動 
的に認識して切り替えます。 


組み合わせ 

表示内容 

LCD Only 

LCD 画面のみに表示 

CRT Only 

アナログディスプレイのみに表示 

LCD+CRT 

LCD 画面とアナログディスプレイに同じ画面を表示 

(クローンモード） 

DVI Only 

デジタルディスプレイのみに表示 

LCD+DVI 

LCD 画面とデジタルディスプレイに同じ画面を表示 

(クローンモード） 

CRT+DVI 

アナログディスプレイとデジタルディスプレイに同 
じ画面を表示（クローンモード） 
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制限 


• ク □ーンモー ドで表示する場合に、解像度の異なる2つの表示装置を選択した 
とさは、低いちの解像度で表示されます。 

• r 拡張デスクトップモード」で表示している場合、キーボードでのモード切り 
替えはできません。ユーティリティで切り替えてください。 

P .133 「ユーティリティか5操作する場合」 

• 動画の再生中やゲームソフトの起動時には、キーボードで表示装置の切〇替 
えがでさないことがあ0ます。 


ユーティリティか！5操作ずる場合 

ューティリティでは、表示装置の切り替えや、表示モードの設定や外付けディ 
スプレイの解像度の設定などができます。 

1本機に外付けディスプレイげ接続されていることをお認し、通知領域の 
["Catalyst Control Center 」 アイコンをちクリックし 、 「Catalyst Control 
Center …」を選択しまず。 



く Catalyst Control Center アイコン> 

「ATI Catalyst Control Center J 画面が表示された場合は、画面左下の[基本...] 
をクリックし、次の画面で[はい]をクリックします。 


2 「ATI Catalyst Control Center へようこそ」と表示された6、「基本の 
[簡単設定ウィザードとクィック設定]」を選択し、[次へ]をクリックしまず。 

3 「実行する操作」と表示された5、「ディスプレィ設定を設定しまず」び還巧 
されているのを®認して、[移動ずる]をクリックします。 

4 「利用可能なディスプレィデバィス」と表示された5、「メィンディスプレ 
ィ」を還択し、[巧へ]をクリックしまず。 

担;張デスクトップモードの場合、「メインディスプレイ J 側に[スタート] 
メニュー（画面左側）が表示されます。 
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か付けディスプレイにまおする 


5 「デスクトップモード還択」と表示された5、モードを選択し、[次へ]をク 
リックしまず。 

厂 p .131 「表示できる モー ドの 種類」 



6 「ディスプレイマネージャー通知」画面び表示された5、[はい]をクリック 
しまず。 

表示されて15ゆな内に[はい]をクリックしないと、設定は反映されません。 

7 デスクトップの設定をしまず。 

<お張デスクトップモードを選択した場合> 

(1) 「デスクトップ表示の単ーディスプレイ設定」と表示された画面で、解像度 
を変更する場合は変更し、[次へ]をクリックします。 



ク IJ ックして 
解像度を変更 


(2) 「ディスプレイマネージャーほ知」画面が表示されたら、[はしりをクリック 
します。 

表示されて15砂な内に[はい]をクリックしないと、設定は反映されま 
せん。 

(3) け広張デスクトップディスプレイ構成」と表示された画面で、ディスプレイ 
上の配置を設定する場合は、画面メッセージに従い設定し、[終了]をクリッ 
クします。 


























第 2 章コンピュータの基本操作 


( 4 ) 「ディスプレイマネージャー通知」画面が表示された6、[はしりをクリック 
します。 

表示されて15砂が内に[はい]をクリックしないと、設定は反映されま 
せん。 


くク□ーンモードを選択した場合> 

( 1 ) 「デスクトップ表示の単ーディスプレイ設定」と表示された画面で、解像度 
を変更する場合は変更し、[終了]をクリックします。 



クリックして 
解像度を変更 


( 2 ) 「ディスプレイマネージャー通知」画面が表示されたら、[はしリをクリック 
します。 

表示されて15砂が内に[はい]をクリックしないと、設定は反映されま 
せん。 



8 「実行ずる操作」と表示された5、[終了]をクリックします。 

これで、設をは完了です。 
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が付けディスプレイに表おする 


►か付けディスプレイで表示 でをる解像度と表示を 

外付けディスプレイで表示できる解像をと表示色は、次のとおりです。 

• 解像度 


解像度 

ピクセル（横 X 縦） 

デジタルディスプレイ 

アナ□グディスプレイ 

800 X 600 

〇 

〇 

1024 X 768 

〇 

〇 

1280 X 768 本 

〇 

- 

1280 X 1024 

〇 

〇 

1400 X 1050 

〇 

- 

1440 X 900* 

〇 

〇 

1600 X 1200 

〇 

〇 

1680 X 1050* 

〇 

〇 

1920 X 1080* 

〇 

- 

1920 X 1200* 

〇 

〇 


ワイド表示 


•表示色 

中 （16 ビット）/最高 （32 ビット） 


制限 


•記載している解像度は、本機に搭載されたビデオコント□ーラの出力解像度 
です。表示モードや接続する外付けディスプレイの仕様によっては、表示で 
きない場合があります。 

•ク□ーンモードの場合、実際に表示でさる最大解像度は、コンピュータ側の 
最大解像度と外付けディスプレイの最大解像度のラち、どち6かほいちにな 
0ます。 

•解像度や表示色が高いと、動画再生ソフトで動画を再生するとをに、正常に 
表示でをないことがあ0ます。そのよラな場合は、解像度または表示色を下 
げてみて < ださい。 
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►テレビに表示ずる 


S 端子ケーブルを{ま用して、本機とテレビを接続すると、本機の画像をテレビ 
に表示できます。 S 端子ケーブルは巿販のものをご利用ください。 


jffh S - ビデオ出力端テから出力される信号は、一般のテレビで表示可能に変換した 

I ? NTSC 信号です。 NTSC 信号では、コンピュータ用のディスプレイに使用され 
るアナ□グ RGB 信号ほどきめ細かい表示を行ラことはできません。 


接続 


1 テレビと本機の電源を切ります。 

2 巿版の S 端テケーブルを使用して、テレビのビデオ入カコネクタ （ S 端テ) 
と、本機ち側面の S - ビデオ出力端子（的）を接続しまず。 


テレビ側 



3 テレビと本機の電源を入れます。 

表示の切0替え方法 

キーボードの rF ； n + rwi (医 §/□) を押して、表示装置を切り替えます。本 
機で表示できる組み合わせは次のとおりです。接続している表示装置を自動的 
に認識して切り替えます。 


組み合わせ 

表示内容 

TV Only 

テレビ画面のみに表示 

LCD+TV 

LCD 画面とテレビに同じ画面を表示（クロ'—ンモ'—ド） 

LCD Only 

LCD 画面のみに表示 


ft 

制限 


•テレビとの組み合わせで設定でさる解像度は1024 X 7 日8までです。 LCD 画 
面で1024 X 7 曰8より高い解像度を設定していた場合にテレビに切り替える 
と、1024 X 7目8の解像度で設定されます。 

• テレビに表示を切0替えて解像度が変更された場合に、再び LCD 画面に表示 
を戻してち、解像度は自動的に元に戻りません。 
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I サウンド機能を使ラ 


本機には、サウンド機能が搭載されていまず。 


A 

ま意 


ヘッドフォンやスピーカは、ボリュームを最ルに調節してから接続し、接続樹こ 
音量を調節してください。 

ボリュームの調節が大を<なっていると、思わめ大音量が聴覚障害の原因とな0 
ます。 


内蔵ステレオスピーカ 

本機は、内蔵ステレオスピーカを搭載し、を源からの音声を出力することがで 
きます。 



音量の調節 


スピーカの音量は次のキーを押して調整します。 


キー 操作 

状態 

[Fn )+( F 10 ) 啦パ 

一度押すとミュート（消音）になり、もう一度押 
すとミュートが解除されます。 

(Fn 川 F 11 1▼な 

音量が小さくなります。 

( Fn 1+1 F 12 ) ▲啦 

音量が大きくなります。 


制限 


PC カードやソフトウエアによっては、キー操作で音量調節ができないちのがあ 
ります。詳しくは、 PC カードやソフトウェアに添付のマニュアルをご覧くださ 
い。 
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►マイクなどの接続 


本機前面には、オーディホ機器やマイクなどを接続するためのコネクタが標準 
で装備されています。をコネクタの位置と使いホは次のとおりです。 



a : マイク入カコネクタタ' 

マイクと接続して、音声を本機に入 
力するためのコネクタです。入力し 
た音声は、本機のサウンド機能によ 
り録音、再生を行うことができま 
す。 


b : ヘッドフォン出力/光デジタルオー 
ディオ出力 （ S / PDIF ) コネクタ S ; 好 , f 

へッドフォンやスピーカを接続し 
た攝合はへッドフォンコネクタと 
して機能します。 

MD デッキなどの光デジタルオー 
ディォ機器と接続して設定を行う 
と、光デジタルホーディホ出カコネ 
クタとして機能します。 



へッドフオンやスピーカの接続 

ヘッドフオンやスピーカを接続すると内蔵ステレホスピーカの機能は自動的 
に無劾になります。 














サウンド機能を使ラ 


►音声の巧生*録音 



Windows 標準のサウンドユーティリティを使うと、音声の再生*録音をするこ 

とができます。 

音青の再生 

音声の再生は 、 「Windows Media PlayerJ を使用します 。 Windows Media Player 
は、次の場所から実行します。 

[スタート]—「ずべてのプ□グラム」一 「Windows Media Player 」 

音声の録音 

を声の録をは、 Windows 標準の「サウンドレコーダー」を巧用します。 

サウンドレコーダーは次の場所から実行します。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「サウンドレコー 
ダー」 


本機にマイクを接続して音声を録音する場合、音量の調節方法は ra p .141 
「マイク使用時の音量調節」をご覧ください。 
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►サウンド ユーテ イリテイを巧う 


サウンドユーティリティを使用すると、スピーカの設定やマイクを量の設定、 
音響効果の設定などができます。 

サウンドユーティリティを起動するには、通な領巧の「サウンドユーティリ 
テイ」アイコンをダブルクリックします。 


が 

<ヴウンドユーティ U ティアイコン> 

かの画面が表示されます。 



マイク使用時の音量調節 

本機にマイクを接続して使用する場合、マイクの音量調節はサウンドユーティ 
リテイの「マイク」タブで行います。 


マイクで録音-再生時の マイクブーストの設定 

音量を調節 



録音時に音量を調節しても音が小さいときは、 团 をクリック して マイクブー 
ストのつまみを右へスライドさせて、音量を上げてください。 



















































I 指紋認証機能を使ラ 


本機は指紋認証機能を搭載しています。この機能を使うと、パスワードの代わ 
りに指紋で Windows や Web ページにログオンしたり、ソフトウェアを起動した 
りすることができます。 



制限 


♦本機の指紋認証機能は、 PBA 機能 （ Windows 起動前の团日 S 認証機能）に巧 
応していません。 BI 日 S のパスワード入力の代わりを、指紋認証で行ラことは 
でさません。 

♦一部のブラウザでは指紋認証機能が使用で重ないことがあります。 

♦指紋認証機能は] 00%の完全な本人認証を保証するちのではあ0ません。 
♦指紋認証機能を使用したことで発生したいかなる損害についてち、当社は責 
任を負いかねますのでご了承ください。 


►指紋認証機能ででまること 


指紋認証機能では、次のようなことができます。 

• Windows 指紋□グオン 

アカウントやパスワードを入力する代わりに、指紋認証で Windows にログオ 
ンできます。 

•パスワードバンク (Password Bank ) 

登録した Web ページやダイアログにアクセスした陈、 ユーザーの やパスワ ー 
ドを入力する代わりに、指紋認証でログオンできます。 

• File Protection 

指紋認証を巧用して、ファイルを暗を化してロックしたり、ファイルの暗を 
化を解除したりできます。 
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►指紋センサー 


指紋は、指紋センサーで読み取ります。指紋センサーを使用するときは、次の 
注意事項をよくお読みください。 



指紋センサー使用時のを意事項 

指紋センサー使用時は、次の注意事項を必ず守ってください。 

■指紋センサーの表面を、硬いものや先の尖ったもの、爪などで引っかかない 
でください。 

センサー表面に傷が付き、センサーが正常に作動しなくなるおそれがありま 
す。 

• 巧れた指で指紋七ンサーを触らないでください。 

センサー表面に汚れが付き、七ンサーが正常に作動しなくなるおそれがあり 
ます。 

指紋読み取り時の注意事項 

登録に使う指が次のような状態の場合、指紋の読み取りができないことがあり 
ます。その場合は、対処を行ってください。 

• 濡れている 

水分を拭き取ってください。 

•非常に乾燥している 

ハンドク y —ムを塗るなどして保湿してください。 

•ミちれている、泥•油などで着色している 

巧れや着色を洗い落としてください。 


•シワが多い、ザラザラしている、傷がある、登録したとさの指紋か5著しく変化 
してし)る 

違う指で再登録を行ってください。 

対*処を行っても、指紋情報が少ないなどの理由で指紋を登録できない場合があ 
ります。 






指紋認証機能を使ラ 


お手入れ 

次のような場合は、指紋センサーを、乾いた柔らかい布で巧いてください。 
•指紋センサー表面に巧れや着色、湿りがある 
• 指紋の読み取りに頻繁に失敗する 

► 指紋認証機能を巧用できるようになるまでの流れ 

指紋認証機能を使用できるようになるまでの流れは、次のとおりです。 


指紋認証 ユーテイリテイのインス I ルに 訂 P. 144 



指紋の登録 C ^ p .144 



指紋認証機能を使ラ cap . 147 


►指紋認証ユーテイリテイのインストール 


指紋認証機能の設をには、「指紋認証ユーティリティ」を f ま用します。購入時、 
指紋認証ユーティリティはインスト ■ —ルされていません。指紋認証ユ'—ティリ 
ティをインストールしてください。インストール方をは、 P.241 「指紋認 
証ユーテイリテイのインストール」をご覧ください。 


►指紋の登録 


指紋の登録方法は、次のとおりです。指をケボした場合など、指紋の読み取り 
が困難な場合に備えて、 2 本な上の指紋を登録してください。 

1 通知領域の rVitaKeyJ アイコンをクリックし、表示されたメニユーか5 
「System Wizard」 をクリックしまず。 



く VitaKey アイコン> 

2 「ようこそ」画面げ表示された5、 [Nex 口をクリックしまず。 

3 画面が表示された5、 r 新しいユーザーデータファイルの作成」にチIック 
が付いていることを確認して [Next] をクリックします。 
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4 パスワードを入力ずる画面が表示された5、パスワードを入力します。 

こ の パスワ' ードは Windows ロダオン時や指紋認証 ュ' ーテイリテイの設定に 
使用するパスワードです。指をケガした攝合など、指紋の読み取りが困難な 
場合に使用します。絶対に忘れないようにしてください。 

く Windows のパスワードを設定している場合> 

「コンピュータのパスワード」に Windows にロダホンするときのパスワード 
を入力して [ Next ] をクリックします。 

く Windows のパスワードを設定していない場合> 

「新しいパスワードの入力」とレくスワードの確認」にパスワードを入力し 
て [ Next ] をクリックします。このパスワードが Windows のパスワードにな 
ります。 

5 指紋を登録しまず。「指紋の登録を行ラ指を還んでください」と表示された 
5、指紋を登録したい指をクリックして還択しまず。 




6 「指紋認証デバイスで指紋入力を行ってください」と表示された5、登録ず 
る指の指紋を、指紋センサーで読み取りまず。 

指を指紋センサーに しっかりと押し付けながら 、手前にスライドしてくださ 

い。 

数回読み取りに成功して、指紋の特徵が十分認識されると、「指紋登録を続 
けますか又は登録された指紋を削除しますか」と表示されます。 

《 ^をク リックすると、指紋七ンサーで指紋を読み取る方法を確認できま 
す。 

7 引き続き別の指を選択して、手順己- 6を繰り返して指紋を登録しまず。 

指をケガした場合など、指紋の読み取りが困難な場合に備えて、2本が上の 145 
指紋を登録してください。 — 













指紋認証機能を使ラ 


8 2本!•ソ上の指紋を登録した5 [ Next ] をクリックしまず。 

9 「ユーザーデータフアイルのバックアップ」と表示された5、ユーザーデー 
タフアイルの巧を場所を指定して [ Next ] をクリックしまず。 

パスワードバンクの設 をを ユーザーデータフアイルにバックアップし ます。 

1〇 「バックアップは正常に巧われました。」と表示された S [0 K ] をクリック 
しまず。 

11 I'System Wizard セットアップげ完了します。」と表示された5、[円 nish ] 
をクリックします。 

これで指紋の登録は完了です。 

指紋を登録すると、 Windows 起動時に指紋ログオンができるようになります。 
言羊しくは 、 rs P .147 「 Windows 指紋ログオン」をご覧ください。 

指紋の追加登録-削除 

指紋の追加登録-削除ホ法は次のとおりです。必要に応じて作業を行ってくだ 
さい。 

1 画面も下の通知領域の rVitaKeyJ アイコンをちクリックし、表示されたメ 
ニユーか5 l"System Settings 」 をクリックしまず。 

Z 「 Authentication 」 画面び表示された6、本人確認のために指紋センサーで 
登録済の指紋を読み取りまず。 

申旨をキ旨がセンサーに しっかり卜巧しかけながら 、手前にスライドしてくださ 
い。 

ゴ I'System Settings 」 画面が表示された5、画面左上の ^^ 「Fingerprint 
Management 」 ボタンをクリックしまず。 

4 「指紋登録を続けまずか又は登録された指紋を削除しますか」と表示された 
5、指紋を登録または削除したい指をクリックして選択します。 

すでに登録されている指はホく表示されます。 

<指紋を追加登録するとさ> 

( 1 ) 「指紋認証デバイスで指紋入力を行ってください」と表示された6、指紋を 
登録します。 

rs P .144 「指紋の登録」手順6 
く登録した指紋を削除するとき> 

( 1 ) 「削除しますか」と表示された S [ Yes ] をクリックします。 

5 [0 K ] をクリックしまず。 

これで、指紋の追加登録-削除は完了です。 
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►指紋認証機能を使用ずる 


指紋を登録すると、次の機能を使用できます。 

Windows 指紋 □ グオン 

ユーザーアカウントやパスワードを入力する代わりに、指紋で Windows にログ 
オンできるようになります。 

Windows 指紋ログオンの手順は次のとおりです。 

1 電源スイッチ（の）を巧して、本機の電源を入れまず。 

2 Windows □グオン画面び表示された5、指紋センサーで指紋を読み取りま 
ず。 

指を指がセンサーに しっかり卜巧しイ寸けながら 、手前にスライドしてくださ 
レ、。認証に成巧すると、 Windows が起動します。 



パスワード入力で Windows に□グオンする 

指紋が認証されにくい場合や、指にケガをした場合は、 Windows のパスワード 
を入力して Windows にログオンしてください。 


そのほかの機能 

レくスワードバンク」や 「File Protection 」 の使用方法は、指紋認証ユーティリ 
ティのヘルプをご覧ください。 

[スタート]-「ずべてのプ□グラム」一 rVitaKeyJ - 「 AC 已022」 一 
「Online Help 」 











I ネットワーク（有線 LAN ) をほう 


本機には、1000 Base - T / lOOBase - TX / lOBase - T に対•応したネットワーク機能（有線 
LAN ) が搭載されています。ネットワーク機能を使用すると、ネットワークを 
構築したり、インターネットに接続したりすることができます。 

ネットワーク（有線 LAN ) を f ま用する場合は、本機右側面の LAN コネクタにホ 
版の LAN ケーブルを接続します。 



►ネットワークの構築 


ネットワークを構築するには、ほかのコンピュータと接続するために 、 LAN 
ケーブルやハブ（サーバ）などが必要です。そのほかに、 Windows 上でネット 
ワーク接続を行うためには、プロトコルの設定なども必要になります。 

ネットワークの構築方法は、ネットワーク機器に添付のマニュアルなどをご覧 
ください。 


制限 


♦ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
か6の復帰時にサーバか6切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のどち6かの方法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
ご受^ P . 186 r 省電力状態に移行する方法」 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態へ復帰でさない場合があ0ます。 

♦本機のネットワーク機能（有線 LAN) では、リピータ ’A ブを使用できません。 
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►インターネットへの接続 


インターネットへ接続する場合は、 P.163 「インターネットに接続するに 
は」をご覧ください。 

►主な機能 


本機では、ネットワークを構築して接続環境を整えると、次のような機能を使 
用できます。 


Wakeup On LAN 

WakeupOnLAN を使用すると、電源切断時やスタンバイ、休止状態のときに 
ネットワークからの信号により本機を復帰させることができます。この機能を 
使用するときは、必ず AC アダプタを接続してください。また、電源切断状態か 
らの復帰は、 Windows を正常に終了したが態でのみ使用可能です。 


リ モー トブート 


リモートブートを使用すると、ネットワークを介して、あらかじめセットアッ 
プされたサーバ上から Windows をインストールすることができます。 








I 無線 LAN を使ラ 



無線 LAN とは、電波を利用して通信を行うネットワークのことです。 

本機には無線 LAN アダプタが内蔵されています。 

►巧応規巧 



本機に内蔵されている無線 LAN アダプタは、次の規格に対応しています。 

• IEEE 802.1 la ( W 曰 2/ W 己 3/ W 曰 6/ J 52) / b/g 

• IEEE 802.1 In ド‘ラフト2.0準拠* 


* 「圧邸 802.1 In ドラフト 2.0 準拠 J は、ほかの 圧邸 802.1 In 対•応製品との接続性を 
保証するものではありません。 

圧 EE 802.1 In 対•応のワイヤレスブロー ドバンドルータであっても、 圧 EE 802.1 In 

ドラフト 2.0 規格での接続ができない場合があります。 

►お線 LAN の概要 


無線 LAN の概要を図で表すと、次のようになります（図は一例です)。 



無線 LAN アダプタ 無線 LAN ブロードバンド 

圆 識 f ポイントモデム 
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無線 LAN の用語一覧 

無線 LAN 機器のマニュアルにより、使用している用語が本書と異なる場合があ 
ります。下記の用語一覧を参考にしてください。 


本書での表記 

別名 

無線 LAN 

ワイヤレス LAN 

無線 LAN アクセス 

親機、ワイヤレス LAN ステーション、アクセスポイント、 

ポイント 

名■社の製品を称 

無線 LAN ァダプタ 

子機、 ワイヤレスステーション、 無線 LAN 端末、無線 
LAN クライアント 

SSID 

ESS - ID 、 ESSEX ネットワーク名、サービスセット 識別子 

SSID 非通知 

SSID の隠蔽、 SSID を見せない設定、 SSID マスクビーコン、 
SSID ステルス、ステルス AP 、 ステルス 機能、 ANY 接続 
拒否 

MA 仁アドレス 
フイルタリング 

MAC アドレスによる制限 












無線 LAN を使ラ 


►無線 LAN 使用時のミち意事頃 

無線 LAN を使用する際は、次の注意事項をよくお読みください。 


A 

警告 


♦無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止 
された区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止して< 
ださい。 

電波が電子機器や医療用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してか 
5、本機の電源を切ってください。 

• 無線 LAN 機能が搭載されている場合、医療機関の屋内で本機を使用すると壬 
は、次のことを守ってください。 

-手術室■集中治療室り CU) •冠状動脈疾患監視室 （CCU ) には、本機を 
持ち込まない。 

-病棟内では、本機の電源を切るか電波を停止する。 

-病棟政外の場所でち、付近に医療用電気機器がある場合は、本機の電源を 
切るか電波を停止する。 

-医療機関が個々に使用禁止、持ち込み禁止などの場所を定めている場合は、 
その医療機関の指示に従ラ。 

-自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を辭除してか6、 
本機の電源を切る。 

♦植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器を装着している場合、 
無線 LAN 機能を使用するとさは、装着部と本機の間を上離してくだ 
さい。 

電波が、植込み型/じ臓ペースメーカーおよび植込み型除細動器の作動に影響 
を及ぼす場合があります。 

満員電車など、付近に/じ臓ペースメーカーを装着している人がいる可能性が 
ある場所では、本機の電源を切るか電波を停止してください。 

♦無線 LAN 機能は、自動ドア、火災報知器などの自動制御機器のお<で使用し 
ないで < ださい。 

電波が影響を及ぼし、誤動作による事故の原因となるおそれがあります。 


制限 


♦ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、サーバか6 
切断されてしまラことがあります。 

このよラな場合は次のいずれかの方法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないよラに設定する 
と ^="p.i8 日 r 省電力状態に移行する方法」 

♦ネットワーク上のファイルなどを開いている状態で省電力状態に移行する 
と、通常の状態に復帰でさない場合があ0ます。 

♦本機の無線 LAN 機能は、 Wakeup On LAN とリモートブートには対応してい 
ません。 
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電波に関ずるを意事項 

無線 LAN を使用する陈は、次の電波に関する注意事項を確認して正しくお使い 
ください。 

• 本機の無線 LAN 機能は、電波法に基づく小電カデータ通信 システムの 無線局 
の無線設備として、技術基準適合証明を受けています。そのため、本機の無 
線 LAN 機能を使用するときに無線局の免許は必要ありません。なお、日本国 
内でのみ巧用できます。 

•圧 EE 802.11 a 、 圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 は、電波をの規定により屋外では使用 
できません。 

■本機の無線 LAN 機能は、技術基準適合証巧を受けていますので、次の事項を 
行うと法律で罰せられることがあります。 

-本機を分解/改造する 

-本機の裏面に貼ってある無線 LAN 注意 ラベルを はがす 

•圧 EE 802.1比/ g 、 圧 EE 802.1 In ドラフト 2.0 を使用して 2.4 GHz 付近の電波を通信 
している無線装置などの近くで通信すると、双ホの処理速度が落ちる場合が 
あります。電子レンジ付近の磁場、静電気、電波障害が発生するところで 
は、巧用しないでください版境により電波が届かない場合があります)。 

• 本機の無線 LAN 機能の使用する無線チャンネルが出荷時設をな外の場合は、 
次の機器や無線局と電波干渉するおそれがあります。 

-産業-科学-匿お用機器 

-工場の製造ライン等で使用されている移動体識別用の無線局 
1構内無線局（免許を要する無線局） 

2特を小電力無線局（免許を要しない無線局） 

万一、本機の無線 LAN 機能と化の無線局との間に電波干渉が発生した場合に 
は、速やかに本機の使用場所を変えるか、または運用を停止（電波の発信を 
停止）してください。 


• B 山別00化と無線 LAN は同じ無線周波数帯を巧用するため、同時に巧用すると 
電波が干渉し合い、通信速をの低下やネットワークが切断される場合があり 
ます。接続に支障がある場合は、 Bluetooth . 無線 LAN のい ずれ かの 使用を中 
止してください。 




無線 LAN を使ラ 


►無線 LAN 機能の ON / OFF 方法 


無線 LAN 機能の ON / OFF 方■法について説明します。 


A 

溢化 
言口 


無線 LAN 機能が搭載されている場合、航空機や病院など、電波の使用を禁止さ 
れた区域に本機を持ち込むとさは、本機の電源を切るか電波を停止して<ださ 
い。 

電波が電子機器や医用電気機器に影響を及ぼす場合があ0ます。 

また、自動的に電源が入る機能が搭載されている場合は、設定を解除してから、 
本機の電源を切ってください。 


制限 


♦有線 LAN を使用する場合は、無線 LAN 機能を日 FF にしてください。 

♦バッテリのみで本機を使用している場合、無線 LAN 機能が日 N になっている 
と、バッテリ駆動時間が短くなります。無線 LAN を使用しない場合は、無線 
LAN 機能を日 FF にしてください。 


無線 LAN 機能の ON/OFF 切り曾え 

無線 LAN 機能の ON / OFF 切り替えは、無線 LAN スイッチで行います。 
購入時、無線 LAN 機能は OFF になっています。 



無線 LAN 機能 

無線 LAN 状態ランプ 

ON 

点げ 

OFF 

消灯 
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►無線 LAN 接続の設定をずる 


ここでは無線 LAN アクセスポイント（な降、アクセスポイント）と本機を無線 
でつなげるホ法（無線 LAN 接続方■法）について説明します。 
インターネットへの接続は、無線 LAN 接続完了後に、プロバイダから提供され 
たマニュアルをご覧になり、設定を行ってください。 

無線 LAN 接続の設をの流れは、次のとおりです。 


無線 LAN 接続に必要な機器を用意ずる ESP . 1已已 


アクセスポイントにセキュリティ設定する日.1已已 


本機をアクセスポイントに接続する P ^ p . l 已8 



無線 LAN び使用でさるよラになる 



アクセスポイントのマニュアルに従って接続する 

アク七スポイントによっては、アクセスポイントに添付のマニュアルの記載に 
従って設定すると、簡単に無線 LAN 接続をすることができます。 

まずは、アクセスポイントに添付のマニュアルをご覧ください。 


無線 LAN 接続に必要な機器を用意する 

無線 LAN 接続に必要な機器を用意します。 

■無線 LAN アクセスポイント 

本機と無線で通信するための機器です。本機の巧応規格に合つたものを購入 
してください。 

アク七スポイント には ルータ 付きと ルータ 無しがあります。接続す るブロ '— 
ドバンド モデムに ルータ 機能がない場合は、 ルータ 付きを選択します。 

• プ□ー ドバンドモデム （ADSL 用や光ファイバー用の通信装置） 

インターネットに接続する場合に必要です。多くの場合、プロバイダと契約 
すると貸みされます。 

• LAN ケーブル 

ブロー ドバンド モデムと アクセスポイント、アクセス ポ イン トと本機を接続 
するのに巧用します。 













無線 LAN を使ラ 


アクセスポイントにセキュリティ設定する 

無線 LAN は電波を{ま用して通信するため、第=者に侵入されたり、通信データ 
を盗み見されたりする可能性があります。また、化人のアクセスポイントに 
誤って本機を接続してしまう可能性もあります。これらのことを防ぐため、七 
キュリティ設定を行います。 

セキュリティ 設定は アクセス ポイ ントのマニュアルを 参照して行います。 

1 本機とアクセスポイントを LAN ケーブルでつなざまず。 

2 ずでにインターネットに接続している場合は、ブ□ードバンドモデムに接続 
されている電話線や光ケーブルを一旦巧いておきます。 

次の手順でファイアウォールを無効にするため、セキュリティが確保されな 
くなります。インターネット接続している場合は、必ず電話線や光ケーブル 
を抜いてください。 

3本機のファイアウォールを一旦無効に設定しまず。 

ファイアウォールが有効になっていると、無線 LAN の設をが正常に行えない 
ことがあります。 

設を方法は、 P.171 「ファイアウォール」または『セキュリティソフト 
ウェアのマニュアル』をご覧ください。 

4アクセスポイントの電源を入れまず。 

5 アクセスポイントのマニュアルを参照し、本機でアクセスポイントの設定画 
面を開をまず。 


無線 LAN アクセスポイント設定メニ : 


ステータス 


アドレス設定 J 

r 高度な設定 I 


MAC フィル ター 


メンテナンス 


パスヮード 


設定ウイザード 


X X X X 

X X X X X X X 

X X X X 

X X X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 


X X X X 

X X X X 

XXX 

X X X X 

XXX 

XXX 

XXX 

XXX 


くイメージ> 
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6 アクセスポイントのマニュアルに従って、次のセキュリティ設定を行いま 
ず。 

これは最低限行っていただきたいセキュリティ設定です。 


• SSID の変更 

誤って他人のアクセスポイントに本機を接続しないように、自分のアク 
セスポイントの SSID (名前）を自分だけがわかる名前に変更しまず。 
S 別 D は他人にも見えていますので、個人名や会社名など、所有者が特定 
できるようなを前は避けてください。 

• 暗号化 

アクセス ポイントと本機に同じ暗号化キーを設定すると、同じ暗号化 
キーを設定した機器同±のみが接続できるようになります。また、通信 
データが暗号化され、情報が傍受されにく くなります。 

暗号化にはいくつかの方式があります。 



一般家庭では次の方式を選択することをおすすめします。 

暗号化ち式： WPA-PSK (パーソナル） 

アクセスポイントに 「 WPA 」 の機能がない場合は、 「 WEP 」 を選択して 
ください。 

暗号化の種類 ： AES 

アクセス ポイントに 「 AES 」 の機能がない場合は、 「 TKIP 」 を選択して 
ください。 


制限 


IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 は WPA-PSK ( AES ) のみに対応しています。 



暗号化ち式のセキュ IJ ティレベル 

暗号化方式の七キュリテイレベルは次の表を参考にしてください。 


レベル 

暗号化ち式 

高 

WPA 

AES 

T 

TKIP 

低 

WEP 
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7設定内容を下記の表に記入します。 

設定内容は本機側の設定時に巧用します。 


項目 

設定内容 

SSID 

(ワイヤレスネットワークを） 


暗号化方式 
(七キュリティ設定） 


暗号化の種類 


暗号化キー 

(ワイヤレス七キュリテイ 
パスワード） 



本機をアクセスポイントに接続する 

アクセスポイント側に設定した暗号化キーを本機側にも入力し、本機をアク七 
スポイントに接続します。この作業は初めて接続するときのほかに暗号化キー 
を変更したときや、 Windows の再インストールをした場合にも行いまず。 

1 本機の無線 LAN 機能を ON にしまず。 

回 P'154 「無線 LAN 機能の ON / OFF 方■法」 

L [スタート]- r 接続巧」をクリックしまず。 

3 「ネットワークに接続」画面び表示された6、接続ずるアクセスポイント（設 
定した SSID ) を選択し、[接続]をクリックしまず。 



接続ずるアク 
セスポイント 
の SSI □を選択 


<イメージ> 

4 「セキユリテイキーまたはパスフレーズ」と表示された5、アクセスポイン 
卜に設定した暗号化キーを入力し、[接続]をクリックしまず。 
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5 「…に正しく接続しました」と表示された5、「このネットワークをな巧しま 
ず」と「この接続を自動のに開始しまず」にチェックげ付いた状態で[閉じ 
る]をクリックしまず。 

6 本機のファイアウォールを有効に戻しまず。 

回 P .171 「ファイアウォール」または『セキュリティソフトウェアのマ 

ニュァル』 

/ ブ□ー ドバンドモデムに接続されている電話線や光ケーブルを巧いていた 
場合は、元に戻します。 

8 本機とアクセスポイントをつないでいる LAN ケースレをがしまず。 

これで接続作業は完了です。 

ネットワークプ□ファイル 

ここで設定した無線 LAN は、「ネットワークプロファイル」として自動的に保 
存されます。ネットワークプロファイルが作成されていると、次回からは設定 
を行わずに簡単に無線 LAN に接続することができます。 

►無線 LAN を巧ラ 


無線 LAN 接続の設をが完了すると、次回からは無線 LAN 機能を ON にするだけ 
で自動的にアクセスポイントに無線 LAN 接続することができます。 

►インターネツト接続の設定 


インターネットに接続する場合は、プロバイダから提供されたマニュアルをご 
覧になり、設定を行ってください。 

►強固なセキュリティ設定をずる 


無線 LAN のセキュリテイ機能には、ほかにも次のようなものがあります。 


• MAC アドレスフィルタリング 


• SSID 非通知 


セキュリティをさらに強固にしたい場合は、必要に応じて設定を行ってくださ 

い。 

アクセスポイントによっては上記の機能に巧応していないものもあります。詳 
しくはアクセスポイントの マニュアルを ご覧ください。 










無線 LAN を使ラ 


MAC アドレスフィルタリング 

MAC アドレスとは、ネットワーク機器に割り当てられている固有の番号のこと 
です。 MAC アドレスフィルタリングをすると、接続を許可した MAC アドレス 
を持つコンピュータな外はアクセスポイントに接続できないようになります。 
MAC アドレスフィルタリングのホ法は、次のとおりです。 

MAC アドレスの巧詔 

本機の MAC アドレスを確詔■します。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「コマンドプロ 
ンブト」を還択しまず。 

2 コマンドプ□ンブトび表示された6、「じ¥ • • • >」のあとに;夕のとおり 
入力し、 rw を巧しまず。 

ipconfigD/all (□はスぺースを意味します） 

3本機の無線 LAN アダプタの MAC アドレス（物理アドレス）が表示されまず。 



MA 巳アドレス 


MAC アドレスを下記の表に記入しておきましよう。 
MAC アドレスフイルタリングの設定時に巧用します。 


MAG アドレス 

4 ぶ J をクリックして、コマンドプ□ンプトを閉じまず。 
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MAC アドレスフィルタリングの設定 

アクセス ポ イントで MAC アドレスフィルタリングの 設定をします。 

1アクセスポイントのマニュアルに従って、 MAC アドレスフィルタリングの 
設定をします。 

2 ca P.1 已8 r 本機をアクセスポィントに接続ずる」で一度接続びできてい 
れば、ずぐに無線 LAN 接続をすることげできます。 

SSID 非通知 

SSID 非通知の設定を行うと、コンピュータ側に SSID が表示されなくなります。 
他人にアクセスポイント ( SSID ) が見えなくなるため、無断接続を防ぐことが 
できます。 

SSID 非通なの設をちをは、次のとおりです。 

1 アクセスポイントのマニュアルに従って、 SSID 非通知の設定をしまず。 

2 P3 P.1 已8 r 本機をアクセスポィントに接続ずる」で一度接続ができてい 
れば、すぐに無線 LAN 接続をずることができまず。 

まだ接続ができない場合は、次の手順で接続してください。 

SSI □非通知のが態で本機をアクセスポイントに接続ずる 

初めて本機をアクセスポイントに接続するときに SSID 非通知の設定がされて 
いると、本機にアクセスポイント ( SSID ) が表示されないた め、^3 P .158 「本 
機をアクセスポイントに接続する」の方法では接続ができません。次の方法で 
設ををすべて手動で入力して、ネットワークプロファイルを作成してくださ 

い。 

<ra P .158 「本機をアクセスポィントに接続する」手順3〜已の読み替え> 

1 「ネットワークに接続」画面び表示された6、 r ネットワークと共有センター 
を開をまず」 をク U ックしまず。 

Z 「ネットワークと共有センター」が表示された5、「ワィヤレスネットワーク 
の管理」をクリックしまず。 

3 「使用ずるワィヤレスネットワークを管理しまず」と表示された5、「追加」 
をクリックしまず。 

4 「どのようなち法でネットワークを追加しまずか？」と表示された6、「ネッ 
トワークプ□ファィルを手動で作成します」をクリックしまず。 
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5 「追加ずるワイヤレスネットワークの情報を入力しまず」と表示された5、 
アクセスポイントに設定したセキュリティ情報を入力します。 


しぉ h 一— 

(〇， と フイサレスタットフークに手勤で择巧します 


を加するつイ17レス不ジトつークの情活を入力します 


ネヴトつークる(む； wlan.network 


t キユリテイの珪ま這)； IWPA- パー ソナル 


垣ち化の埋ま巧); 



亡キユリテイキーまたは ♦ ♦ ♦ ♦ I 

バスフレーズに)： 

( 国): 日を目お的に開抬します江） 

巧ネットつークがブ□-ドキ17ストを巧っていない巧をでち这巧する脚 

畳备：进巧すると、このコンビユータのプライバシーがを埃にさらされる巧を性が巧ります ■ 


I —I ノ a フレースタすをを示 

I C する也） 


な^ "1 )1 


キでン它 J レI 


( 1 ) 「ネットワーク名」に SSID を入力します。 

(2) 「セキュリティの種類」で暗号化ち式を選択します。 

( 3 ) (2) で WPA を選択した場合は、「暗号化の種類」で暗号化の種類を選択し 
ます。 

( 4 ) 「セキュリティキーまたはパスフレーズ」に暗号化キーを入力します。 

(己）「この接続を自動的に開始します」にチェックを付けて、[次へ]をクリック 
します。 


6 「正常に…を追加しました」と表示された5、[閉じる]をクリックしまず。 


►複数の無線 LAN 垣境を登録ずる 


複数の無線 LAN 環境（職場やホットスポットなど）の設をを事前に登録してお 
きたいときは、手動入力でネットワークプロファイルを作成します。 

手動入力でネットワークプロファイルを作成するホをは、 f ^ p .161 「 SSID 非 
通知の状態で本機をアクセスポイントに接続する」をご覧ください。 
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I インターネットに!^ずるには 


ホームページを見たり、電子メールをやり取りしたりするためには、インター 
ネットへの接続が必要です。ここではインターネットへの接続の概要や、イン 
ターネットを利用するためのソフトウエアなどについて説明します。 


►接続ずるまでの流れ 


インターネット接続までの流れは次のとおりです。 


接続方法の選択 


プ□バイダとの契約 


インターネットに接続 


►巧続方法の選択とプ□バイダとの契約 


インターネットへ接続するには、接続ホ法をみめ、その接続ちをでサービスを 
提供しているプロバイダ（インターネットサービスプロバイダ、 ISP ) と契約し 
ます。 

接続ホ法は、目的や巧い方に合わせて選択しましょう。また、同じ接続ホ法で 
も、通信速度や料金、サポート内容はプロバイダによって異なります。詳しい 
内容はプロバイダにお問い合わせください。 


接続方法の種類 

高速なインターネット接続をブロードバンドと言い、光ファイバー 、 ADSL 
CATV などを利用した接続がそれにあたります。また、アナログ電話回線 、 ISDN 
などでの低速な接続をナローバンドと言います。 


接続方法 

接続環境 

インターネットでの通信速度イメージ 

光フアイバー 

ADSL 

CATV 

ブロー ドバンド 


国 

国 

1 

i 


に DN 

PHS 

携帯 

アナログ 

ナローバンド 


遲い 


速い 






























インターネットに接続するには 


インターネット接続の方をには、主に次のようなものがあります。 

•光ファイバー ( FTTH ) 

ほかのブロードバンド接続と比べても、数段に速くををしているため、映像 
などの大量のデータ転送も無®なくできます。また、インターネットと合わ 
せてテレビや電話も利用することができます。 

ただし、接続料金が高く、非巧応の®域があります。 

• ADSL 

電話回線を利用します。インターネットをストレスなく巧えます。通信速度 
は、プロバイダのプランから{まいホに合わせて選ぶことができます。 

利用電話局からの拒離が遠くなるにつれ速度が遅くなってしまうので、事前 
に速さの確認をする必要があります。 

• CATV 

ケーブルテレビのケーブルを利用します。インターネットをストレスなく {ま 
えます。 

•そのほかの接続方法（ナ□ーバンド） 

アナログ電話回線や ISDN 回線などを使った低速な接続方法があります。 



ダイヤルアップ接続 

ブロードバンドは常時接続が一般的ですが、ナローバンドでは、必要時に電話 
回線を通じてインターネットに接続します。この作業をダイヤルアップ接続と 
言います。 


必要な機器 

インターネット接続に必要な機器は接続方法によって異なります。詳しくはを 
プロ バイダにお問い合わせください。 

►インターネツトに接続ずる 


プロ バイダと契約すると、 メール ア ドレスやパスワード など インターネットへ 
の 接続に必要な情報と、接続手順が記載された説明書が プロ バイダより提供さ 
れます。説明書に従って接続作業を行ってください。 



再インス I -ール後のインターネット接続 

Windows を再インストールした場合は、インターネットに接続するための設定 
作業が再度必要になります。プロバイダからの説明書はなくさないように大切 
に保管してください。 
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►インターネットを巧う上でのミ主意 


インターネットを使用すると、簡単に情報を得ることができたり、手軽にメッ 
セージを送ったりすることができますが、その反面注意しなければならないこ 
とがあります。次の点に気を付けてインターネットを使用してください。 

•電子メールは途中経路の障害などにより、届かない場合もあります。 
■電子メールは世界中の多くのコンピュータを経由して届けられるため、第= 
をに内容を見られる可能性があります。 

■インターネット上の情報は、必ずしも正しいとは限りません。正しい情報で 
あるかどうかを十分に見極めて、有効に活用する必要があります。 

• 安易に個人情報をホームページに掲載したり、電子 メ ー ルで 送ったりする 
と、悪用されることがあります。また、化人の個人情幸良を断りなくホーム 
ページに掲載したり、電子 メ ー ルで 送ったりするとを律で罰せられます。 
■ホー ムベ' —ジか らダウンロ I —ドするデータによっては、本機が障害を被る可 
能性があります。 

• コンピュータウイルスに感染すると、本機が障書を被る可能性があります。 
また、無許可のユーザーにインターネットを介して本機にアクセスされる可 
能性もあります。 

ウイルスに感染する主な原因は次のとおりです。 

• ウイルスが添付されたメールを受信する 
• 悪質なプログラムが起動するホームページを閲覧する 
これらの危険から本機を守るホ法は、168「インタ ■ —ネットを巧用す 
る際のセキュリティ巧策」をご覧ください。 

►イジターネットや電子メールを利用ずる 


本機では、次のソフトウェアを使用してインターネットや、電子メールを利用 
します。 

• ホームぺージの閲覧 ： Internet Explorer (インターネットエクスプ□—ラ） 

• 電子メールの利用 ： Windows メール 

各ソフトウェアの使用方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」一 「 PC お役立ち情報」 








インターネットに接続するには 


Windows メールの初期設定 

Windows メールをはじめて起動する場合は、初期設定を行います。 
初期設定では、メールアドレスなどの接続に必要な情報を入力します。これら 
の情報は、プロバイダから提供された説明書をご覧ください。 

初期設定方法は次のとおりです。 

1 巧のどち5かのち法で Windows メールを起動します。 

• [スタート]-「すべてのプログラム J _ 「Windows メール J 
• [ Fn ]+[ F3 K 囚)を押す 

と 「名前」と表示された6、名前を入力して[なへ]をクリックしまず。 

3 「インターネット電子メールアドレス」と表示された5、プ□バイダか5取 
得したメールアドレスを入力して欧へ]をクリックしまず。 

4 「電 モメールサーバーの セットアップ」と表示された 5、 プ□バイダか 5 指 
定立れている受信 メールサーバと 送信 メールサーバを 入力して[巧へ]をク 
リックしまず。 

5 「インターネットメール□グオン」と表示された5、プ□バイダか5指定さ 
れているユーザー名とパスワードを入力して[巧へ]をクリックしまず。 

〇 「設定完了」と表示された S 、 [完了]をクリックしまず。 



設定を変更する 

一度巧った設定は、次の場所から変更することができます。 

r ツール」メニューー「アカウント」一[追加]-「電子メールアカウント」 
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Internet Explorer で情報パーが表示された！5 

購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログラ 
ムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されていまず。 
Internet Explorer 使用時、情報バーに警告が表示されたら、情報バーをクリック 
して、表示された項目から適切な対処をしてください。 



情報バー 


く 画面はイメージでず> 

Internet Explorer の便利な追加機能 

購入時、本機には便利な機能として、次のソフトウェアがインストールされて 
います。 


• JWord 

「 JWo 址を使うと、アドレスバーを利用して、簡単に検索ができます。 
JWord の詳しい使い方は、デスクトップ上にある 「 JWo 址アイコンからマ 
ニュアルを開いてご覧ください。 

巧単なま 
JWord 

く JWord アイコン> 

• 旨00スティック 

Internet Explorer のツールバーに、 検索サー ビス 「 goo 」 の 検索ボ ックス が設 
定されています。 「 goo スティック」 を使うと、検索機能や辞書機能をいつで 
も利用することができます。 
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I インタ-ネットを關ずる居のセキ; I リティ対策 


本機には、インターネットに接続した際に起こりうるコンピュータウイルス感 
染や不正アクセスなどの危険に巧するセキュリティ機能が備えられています。 
ここでは、このセキュリティ機能について説明します。インターネットに接続 
する場合は、コンピュータのを全を守るため、必ずセキュリティ巧策を行って 
ください。 

^Windows Update 


「Windows Update 」 は、本機の Windows の状態を確認し、 Windows の更新プログ 
ラムをインターネットからダウンロー ドしてインストールする機能です。 
Windows を最新の状態にするため 、 Windows Update を行ってください。 


自動更新の設定 

本機を巧用する際は、自動で Windows Update が行われるように、自動更新の設 
ををすることをおすすめします。 

自動更新の設定がされていると、次の作業が自動で行われます。 

•重要な更新プログラムのダウンロード（インターネツト接続時） 

•重要な更新プログラムのインストール（設をした時刻または設定した時刻よ 
り前にシャツトダウンする際） 

Windows の七ツトアツプ時に 「 Windows を自動的に保護するよう設定してくだ 
さい」画面で「推奨設定を使用します」を選択した場合は、自動更新の設定が 
されています。そのまま巧用してください。 

自動更新の設をは、次の場所で行います。 


[スタート]- r ずべてのプ□グラム」一 「Windows Update」一 「設定の変更」 




、| ，切" 前願ず 


下， h 食ま 




選択 


更巧プ□クラムを インス トー ルす る 方を を涅巧します 

コンビユータをインターネットに度ちしている香をは.き要な更巧プ□クラムを Windows で巨勤的に巧設 
した ウ、 インストールしたりすることができます.巧しいま巧プ□クラムが か 巧巧おになつたときは、コン 
ピユータをシでジトダウンする前にその更巧プ□クラムをインスト ー J レすることちできます. 

Windows 有直更巧の註巧を表示します. 


1 


—w I 


I ち巧ブ□グラムを自 B 的にイシストールする（推?!)(よ） 


巧しい更巧プログラムのインストール： 




e 至巧ブ□クラムをダウンロードずるが、インストづ巧巧うかどう力、(お S 巧ずる ( Q ) 

© 更巧プログラムを巧記するが、ダウンロードとイシストールを巧うかどうか战 S 択する脚 

©更巧ブ□グラムを巧記しない（巧男されません)化） 

巧 畳がの更新プ□クラムをイシストールしないと、 t キユリテイのをおせが貢まつたり，パフブー 

7ンスに問まがを生したりするち合があります。 


I ROK "] I キでンたル 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


r 新しい更新プログラムを利用でさます」と表示された5 


重要な更新プログラムがダウンロードされると、画面右下に「新しい更新プロ 
グラムを利用できます」と表示されます。すぐに重要な更巧プログラムをイン 
ストールしたい場合は、通知アイコンをクリックし、インストールをしてくだ 
さい。 


0 巧しし、更斩ブログラムを利用できます X 

Windows Update をを用してま巧プ□クラムをインス 
卜 一J レするには、ここをクリックしてください， 




再起動を促ず画面び表示された5 

重要な更新プログラムのインストールが行われると、再起動を促す画面が表示 
されることがあります。作業中の場合はデータを保存してください。本機が再 
起動したら、インストールは完了です。 



Windows Update 

0 重吾な更新ブ□グラムのインスト ーJ レを完了ずるた めに コンピュ 
—夕を再起助して < ださい. 

Windows は、 重要な ファイルとヴービスがシステムによって保 
用されている間は、これらを を 巧できません。再起動する前に 
フアイ J レを巧をしてください. 

再起 宜 までの時 巧： 2み31 议 


後でる巧ずる(の：[10分 


[ 今ずく’再起動化）I [ をで巧起動 (P) I 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


►セキユ IJ テイソフトウェア 


コンピュータウイルスは、インターネット上やメールの添付ファイルなどから 
感染する悪意のあるプログラムです。 

コンピュータウイルスに感染すると、本機の動作が不安定になったり、保存し 
てあるファイルが破損するなどの被害が発生します。 

ウイルス感染を防ぐために、必ずウイルス対策を行ってください。 

Norton Internet Security 90日版を使う 

本機には、ファイアウォールやウイルス巧策機能、フィッシング巧策機能を備 
えた 「Norton Internet Security 90日版 J が添付されています。購入時に Norton 
Internet Security 90日版はインスト ' —ルされていませんので、必要に応じてイン 
ストールを行ってください。詳しくは、『七キュリティソフトウェアをご使用 
の前に』（別冊）をご覧ください。 



クイウウタスウ 

- そ*巧 
巧スキわ 
巧旧の 度; 7 


Symantec. 


巧 I 回 



を本だキュリティ 



r 

fi 

AuichPmtect 

オン 


1 

1呆記彻 S の 去 巧 

2007 ぶ 4/02 


i 

白め LiveUpdate 

オン 


i 

Web セキュリティ 



77イ巧ォ-ル 

オン 


度入防止 

オン 


がイゥ i7 防止 

オン 















更新 サービスの 有効期限 

本機に添付の Norton Internet Security 90日版は、製品版ではありません。更新 
サービスの有劾期限は、セットアップ後90日間でず。90日経過後は、更新サー 
ビスの延長キー（有償）を購入すると、1年間使用可能です。更新サービスの 
詳細は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧ください。 

市販のセキユリティソフトウェアを使う 

市販のセキュリティソフトウェアを使用する場合は、ソフトウェア同±の競合 
を防ぐため、 Norton Internet Security 90日版はインストールしないでください。 
インストールしていた場合は、アンインストール（削除）してください。アン 
インストール方法は、『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』をご覧く 
ださい。 



















第 2 章コンピュータの基本操作 


►フ アイアウ オール 


インターネットに接続していると、不正なアクセスにより、本機のデータや プロ 
グラムを勝手に見られたり、改ざんされたり、破損したりする可能性がありま 
す。「ファイアウォール」は、これらの不正アクセスを検出し、遮断する機能です。 
不正アクセスを遮断するため、必ずファイアウォール機能を使用してください。 

Norton Internet Security 90日版のファイアウォール機能 

本機に添付の 「Norton Internet Security 90日版」には、ファイアウォール機能が 
備えられていまず 。 Norton Internet Security 90日版のセットアップを行うと、自 
動的にファイアウォール機能が有劾になりますので、そのままお使いください。 

Windows ファイアウォールの設定 

本機には、 Windows のファイアウォール機能が備えられています。 

本機の状態によって、 Windows ファイアウォールを次のように設定してください。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウェアを使用している場合> 

ファイアウォール同±の競合を防ぐため、 Windows ファイアウォールを「無効」 
に設をしてください。ソフトウェアによっては、 Windows ファイアウォールが 
自動で「無効」に設をされる場合があります。 

<ファイアウォール機能を持つソフトウェアを使用しない場合> 

Windows ファイアウォールを「有効」に設定してください。 

Windows ファイアウォールの有効/無効の設定は、次の場所から行います。 

[スタート]—「コント □ —ルバネル」一「セキュリティ」一 「Windows 
ファイアウオール」一 r 設定の変更」 


ファイアウォール - 
ソフトを使用しない 
場合に選巧 


フアイアウォール 
ソフトを 使用ず る 
場合に還択 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


^Windows Defender 


Windows Vista には、スパイウェアやそのほかのマルウェア（悪意のあるソフト 
ウェア）を検出したり、駆除したりするツール 「Windows Defender 」 が備えら 
れています。 

「Norton Internet Security 90日版」などの スパイ ウェア対策機能を 持つソフ トウェ 
アを使用している攝合は、機能が重複するため 、 Windows Defender が自動で「無 
劾」に設定される攝合があります。この攝合は、そのまま使用してください。 
スパイ ウェア対策機能を 持つソフ トウェアなどを使用しない攝合は 、 Windows 
Defender を使用してください。 

Windows Defender は次の攝所から起動します。 

[スタート]—「コント □ —ルパネル」一「セキュリティ」一 「Windows 
Derender 」 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►フィッシング託欺検出機能 


フィッシング 詐欺とは、金融機関などの メール や ホームページを 装い、 ユー 
ザ ーに 暗証番号やク レジ ッ トカード 番号を入力させて、個人情巧を措取する詐 
欺のことです。 

本機には、「フィッシング詐欺検出機能」が搭載されています。セキュリティ 
を守るため、機能を使用してください。 

Norton Internet Security 90日版のフィッシング詐欺検出機能 

本機に添付のセキュリティソフト 「Norton Internet Security 90日版」には、フィッ 
シンダ詐欺検出機能が備えられています。機能を「有劾」にしてお使し、ください。 

Internet Explorer のフィッシング詐欺検出機能 

ホームページ 閲覧 ソフト 「 InternetExplorer 」 には、 フィッシング 詐欺検出機能が 
備えられています 。 「Norton Internet Security 90日版」などの フィッシン ダ詐欺検 
出機能を「有劾」にしている場合は、機能が重複するため 、 Internet Explorer の機 
能が自動で「無劾」に設定される場合がありまず。そのまま使用してください。 
フィッシング 詐欺検出機能を持つ ソフトウ エアなどを使用しない場合は、 
Internet Explorer の機能を「有劾」に設定してください。 

Internet Explorer の フィ ッシング詐欺検出機能の有効/無劾の設定は、次の場所で 
行います。 

Internet Explorer の「ツール」一「フィッシング詐欺検出機能」 一 「フィッ 
シング詐欺検出機能の設定」一 r 詳細設定」タブー「フィッシング詐欺検出 
機能」 
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インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


► Web フイルタリングソフトウエア 


Web フィルタリングとは、インターネット上の有害なサイトを見せないように 
するための技術です。 Web フィルタリングは万全ではありません。ただし、有 
害ナイトへのアクセスを自動的に制限することができます。 

i - フィルター30日版を使う 

本機には、 「 Web フィルタリング」機能を持つ 「i ー フィルター30日版」が添付 
されています。 

家庭内でお子様がコンピュータを巧用する際に、有害なサイトへのアクセスを 
制限したいときなどは、 i — フイルター30日版を巧用することをおすすめしま 
す。 


i - フィルター 30曰版のインス I — ル 

購入時、本機にはトフィルター30日版はインストールされていません。 
インストール方をは、 P 3 p .239 「トフイルター30日版のインストール J をご 
覧ください。 

巿販の Web フィルタリングソフトウエアを巧用する場合は、ソフトウエア同± 
の競合を防ぐため 、 i ー フィルター30日版はインストールしないでください。 

i - フィルター 30曰版の使用方法 

i _ フィルター30日版をインストールすると、フィルター設定が有効になり、有 
害ナイトにアクセスしようとすると、自動的にブロックされます。 

初期設をでは、フィルター強度は中学生向けです。フィルター強度は、使用者 
別に設定できます。必要に応じて、「設定メニュー」画面で設定をを更してく 
ださい。 

「設をメニュ ■ 一」画面の表示ホをは、次のとおりです。 

1 通知領域の n - フイルター」アイコンをクリックしまず。 


[\J 

<i— フイルターアイコン> 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


つィ I レター巧ち： 中ぞを!司ブ 則 S 巧巧削巧: ちタカ 

.禁止ち巧•お巧ち巧 個人.閣お結' ちか 
ベージスキャンち巧 づ日ック面面 宿ち宙 i 面 
語。•単語ちか ホワイトリスト «か 

PICS ちか 


み席哪巨 2007年典巧 1S 日 巧泛利巧 j システムままトフイルターの#7 J 


が 


利巧をのな巧•目 i|B 


涅|| ■•み巧 URL 

コ V ^ V , つイ JI ぺ— 




I - フイ ルス^/;^^ 



ム 「パスワード確認」画面が表示された5、管理パスワードを入力して [ OK ] 
をクリックしまず。 

「設をメニュー J 画面が表示されます。 

トフィルタ ー30 日版の詳しい使用方掛王、ヘルプをご覧ください。 


’ヘルプ 


瞬 


ファイアゥォール機能による警告画面が表示された場合は 

セキュリティソフトウエアのファイアウォール機能を有劾にしている場合、イ 
ンターネット閲覧時に 「 i _ フイルター30日版」でのインターネットアクセス 
に関する警告が表示されることがあります。 

この場合は、 「i ー フイルター30日版」の使用を許可してください。 


i ーフィルター30曰版の利用期限 

i ー フィルター30日版の利用期限は、セットアップ後30日間です。利用期限が 
過ぎると、フィルター機能が停止します。 

く継続して利用する場合> 

継続利用の手続き（有償）をホンラインで行ってください。 

ド司 ip . l 76 「 i _ フイルター30日版のサポート」 


(iTfL 本機に添付の i -フィルター 30日版は、。ーフィルター更新パック」で継続利 
じぉぶ ぉ続きを行ぅ ことはできません n 


pa を《反 

巧用が巧を示 


が巧巧巧の»巧 


ルターの技を 


||巧者の 8 巧 


E 因 因 


補滞が 
7 二 W 

3-S-S- ~ 

伽謂贿 








































インターネットを使用する際のセキュ U テイ対策 


<継続して利用しない場合> 

i ー フイルター30日版のアンインストールを行ってください。 

i _ フイルター 30日版のアンインストール方法は、デジタルアーツ社のホーム 

ページの「よくある質問」をご覧ください。 

Oip .176 「 i _ フィルター30日版のサポート」 

i — フィルター 30曰版のヴポ ート 

i _ フィルター30日版のサポートは、デジタルアーツ社で行います。 

よくあるご質問と回答•サポートを口 -継続利用手続き-サービスページなど 
については、デジタルアーツ社の次のホームページをご覧ください。 

http :// www . daj . jp / cs / ifpe/sup dl.htm 

なお、このサポート情報は、予告なく変更される場合があります。 
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I FAX モデムをほう 

ここでは、 FAX モデムを使用し、ダイヤルアップ接続でインターネットに接続 
するための設定に ついて 説明します。 

本機には 56 Kbps ( V .92/ K 56 flex 対•応）の通信速度に巧応した FAX モデムが搭載さ 
れており、ナローバンドでの通信が可能です。 

FAX モデムを巧用する場合は、本機右側面のモデムコネクタと電話回線を、本 
機に付属のモジュラコ'—ドで接続します。 



A 

ま意 


FAX モデムを次の回線に接続しないでください。発熱し火災の原因となります。 
•構内交換機 （ PBX ) 

• 2線式でない回線（ホームテレホンやビジネスホンなど） 

• 侶 DN 対応公衆電話のデジタル側ジャック 


^お使いになる前に 


使用回線の種類 

本機は、ダイヤル回線でも、プッシュ回線でも使用できます。使用している回 
線がどちらかわからないときは、 NTT へお問い合わせください。ダイヤル回線、 
プッシュ回線の選択は、添付されている通信ソフトや、 Windows 上で設定する 
ことができます。 

■ダイヤル回線レくルス） 

回転式ダイヤル電話のように、ダイヤルの戻る時間によりダイヤルパルス信 
号を送り、相手につなげるホ式の電話回線のことです。 

■プッシュ回線（トーン） 

押しボタン電話機のように、「ピ.ポ.パ. . J とトーンによる信号を送り、 
申目手につなげるホ式の電話回線のことです。 

















FAX モデムを使う 


特殊な電話機-回線での使用 

• PBX やホームテレホン回線への接続 



本機の FAX モデムは、ホームテレホン、ビジネスホンなどの2線式でない回 
線、 ISDN 巧応公衆電話のデジタル側ジャックや構内交換機 （ PBX ) に接続 
して巧用できません。モデムに必要な上の電流が流れ、故障の原因になりま 
す。これらの回線には接続しないでください。 

■キャッチホンサービスについて 

NTT のキャッチホンサービスや他社の類のサービスを利用している場合、 
キャッチホンの呼び出しをによって通信中の回線が切断されます。モデムを 
接続する回線では、キャッチホンサービスの利用は避けてください。なお、 
この現象を回避できるサービスについては、 NTT または類®サービスの供給 
元へお問 V 、合わせください。 

通信速度の制限 

本機のモデム機能は、 V .92* i および K 56 flex * 2 通信ち式により、最大受信速度 
(プロバイダなどの相手側から本機側へのホ向）は、56000 bps 、 最大送信速度 
(本機からプロバイダなどの相手側へのホ向）は、48000 bps になります。 

ただし、この最大送受信速度は、接続先のプロバイダやアクセスポイントなど 
の電話回線状況、モデムの性能や送出レベルなどによりを化します。また、接 
続先のプロバイダなどが同じ規格に対応しており、お客様の電話回線がつなが 
る電話局の交换機とプロバイダまでの通信経路がデジタル化されている必要 
があります。 

*' V .92 : ITU - T 国際電気通信連合が制定した通信規格 

* 2 K 56 flex ; Lucent Technologies 社と Rockwell International 社が提唱する通信規格 

通信を巧ラ 

モデム機能を巧って、データ通信や FAX 機能を巧用するには、別途通信ソフト 
ウェアが必要です。通信ソフトウェアのインスト ■ —ルホ法や使用方?去は、通信 
ソフトウェアに添付のマニュアルをご覧ください。 

また、 Windows の通信機能を巧用する場合は、 「 Windows のヘルプ」をご覧くだ 
さい。 


AT コマンドについて 

本機のモデム機能では、モデム制御コマンドとして、 「 AT コマンド」を採用し 
ています。 AT コマンドについては、 rS P.296「 AT コマンドの使用」をご覧く 
ださい。 
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第 2 章コンピュータの基本操作 


►ダイヤル情巧の設定 


モデムの設ををしていない場合は、巿外局番やダイヤル方をなどの設定を行い 
ます。 

1 [スタート]—ロント □— ルバネル」一 「 A — ドウェアとサウンド」一「電 
話とモデムのオプション」をクリックしまず。 

2 「所在地情報」画面が表示された5、「国名/地域名」、 r 巿外局を/エリアコー 
ド」、 r 外線発信を号」や「ダイヤルち法」などを設定して [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

3 「電話とモデムのオプション」画面び表示された5、「モデム」タブをクリッ 
クし、[プ□パティ]をクリックしまず。 

4 「（モデムの名称）のプ□パティ」画面が表示された5、「モデム」タブをク 
リックし、「ダイヤルの管理」項目一「発信音を待ってか6ダイヤルする」 
のチェックをがし、 [0 K ] をクリックしまず。 

これでダイヤル情報の設定は終了です。 

インターネットに接続する場合は、このあとダイヤルアップ接続の設定が必 
要です。 

r ^ p .180 「手動でダイヤルアップ接続の設定をする」 






FAX モデムを使う 


►手動でダイヤルアツプ接続の設定をずる 


はがきや電話で加入申し込みをした場合は、プロバイダから提示された資料に 
基づいてを種設定を行います（ダイヤルアップ接続の設思。次の手順は設定 
方法の一例です。プロバイダから設定ホを資料が提供されている場合は、そち 
らを参照してください。 



接続に関する用語 一覧 

プロバイダによって設を項目の呼びかたが異なる場合があります。本書での記 
述とプロバイダが使用する類似を称の一例です。 


本書での記述 

類似名称 

接続 ユーザー 名 

ユーザ名!、コネクション ID 、 PPP ログインを、アカウン 
卜を、アカウント、の、接続の、の番号、接続アカウン 
卜、ダイヤルアップログインぶ 

接続パスワード 

パスワード、 PPP パスワード、ダイヤルアップパスワー 
ド、初期パスワード、コネクションパスワード 

メールアカウント 

Mail アカウント名、メールボックス名、メールボックス、 
メールアカウントぶ、 Mail アカウント、アカウント名 

メールパスワード 

Mai レくスワード、パスワード、初期パスワード 

受信メールサーバ 

メールサーバ、受信メールサーバ （ POP 3) 

送信メールサーバ 

メールサーバ、送信メールサーバ （ SMTP ) 


手動でダイヤルアップ接続の設をを行う手順は、次のとおりです。 

1 [スタート]- r 接続巧」をクリックします。 

2 「接続またはネットワークをセットアップします」をクリックしまず。 

3 「接続オプションを還択しまず」と表示された5、「ダイヤルアップ接続を 
セットアップします」を還択し、[次へ]をクリックしまず。 

4 「インターネットサービスプ□バイダり SP ) の情報を入力しまず」と表示 
された5、プ□バイダか5の資料をもとに、次の項目を入力します。 

• ダイヤルアップの電話番号 
• ューザ^一名 

• パスワード 

•接続名（アクセスポイント（プロバイダ）の名前） 

5 [接続]をクリックすると、インターネットへの接続び開始します。 
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〇 「インターネットに接続されています」と表示された S 、 接続完了でず。[巧 
じる]をクリックして画面を閉じまず。 

/ r (接続巧の名前）ネットワークの場所を還択します」と表示された S 、 場所 
をクリックしまず。 

8 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された場合は、[続行]をクリックし 
まず。 

9 「ネットワーク設定び正しく設定されました」と表示された6、[閉じる]を 
クリックしまず。 

10 インターネット接続を終了ずる場合は、[スタート]- r 接続巧」一「(手順 
4で設定した接続名)」をクリックし、[切断]をクリックしまず。 

DNS (ネーム）サーバのアドレスを指定されている場合 

プロ バイダから 、 DNS (ネーム）サーバのアドレスを指をされている場合は、 
次の設をを行います。 

I [スタート]- r 接続巧」をクリックしまず。 

ム 「ネットワークに接続」画面げ表示された5、（接続名）をちクリックし、口 
□パティ」をクリックしまず。 

ゴ r (接続名）のプ□パティ」画面が表示された5、次の設定を行います。 

( 1 ) 「ネットワーク」タブの「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」の[プロ 
パティ]をクリックします。 

( 2 ) r 次の DNS サーバーのアドレスを使う」にチェックを付けます。 

( 3 ) r 優先 DNS サーバー」、 r 代替 DNS サーバー」に、プ□バイダから指定され 
ている DNS (ネーム）サーバのアドレスを入力し、 [ OK ] をクリックします。 

4 「全般」タブー「ダイヤル情報を使う」にチェックを付けて、 [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

これで DNS (ネーム）サーバのアドレス設定は完了です。 




FAX モデムを使う 


►接続に関ずる詳細設定 


ダイヤルァップ接続の設ををしたら、接続に関する詳細設をを行います。 

• 接続方法の設定 

電話回線を{ま用して、インターネットに接続するように設定をします。 

• 切断画面の設定 

Internet Explorer を終了した際に、インターネットとの切断画面を表示するよ 
うに設定します。 

接続に関する詳細設定は、次の手順で行います。 

1 [スタート]—「コント□—ルバネル」一「ネットワークとインターネット」 
-「インターネットオプション」一「接続」タブをクリックします。 

2 「通常の接続でダイヤルずる」にチェックを付けます。 

(接続方をの設を） 

3 [設定]-[詳細設定]をクリックします。 

4 「接続げ必要なくなったとき切断する」にチェックを付けて [0 K ] をクリッ 
クしまず。 （切断画面の設を） 

ち r (接続巧の名前）の設定」画面で [0 K ] をクリックしまず。 

6 「インターネットのプ□パテイ」画面で [0 K ] をクリックしまず。これで接 
続に関する設定は終了です。 
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I 電源設定を巧う (省ち力機能をほう) 


ここでは、本機の電源の設定に ついて 説明します。 

►電源プランの設定 


本機には、次の3つの電源プランが用意されています。電源プランの選択によ 
り電力消費を巧えたり、 パフォーマンス を優先させたりすることができます。 
{をいホにあわせた電源プランを選択して本機を使用してください。 


■バランス 

パフォーマンスと電力消費のバランスを考えたプランです。 

■省電力 

コンピュータの 電力消費を巧え る プランです。 パフォーマンス は低下しま 
す。 

■高パフォーマンス 

電力消費は抑えずに、パフォーマンスを優化させるプランです。 

電源プランの選択は、次の場所から行います。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」 


プランを 

選択 


一—— * 

一-一 - --- 一一- — - -一- •-*— 


1《み; ノ- [iit «ち运オブシ; 

ヨン ，い* II 任ま 

ク i 


スリープおな時の JtX つード 


下;タンの船班おする 

カバーを巧じたときの拉巧の 
进巧 


ろ 



竜哀プランのまが 

をちブランによつてコンビユータのバフブーマンスを居大にしたり、里力を面巧し 
た口できます.プランを逗巧レてアクティブにずるか、プランを進巧レてかち呈力 
をちををますることでカスタ7イスしてください. 是巧ブラシの结巧 


プラン<か（ツテリメーターにを示されます 

- み バランス 

ブランを定のをま 


バッテリの寿を： 

バフブーマンス： ♦♦♦ 


, e さ看力 

ブランを定の変更 

©言バフブーマンス 
ブラン巧ちの変ま 


バジテリの寿命： •••< 
バフオーマンス： •• 


バッテ U の 寿を：" 
バフブ ー7 ンス： •••< 


購入時はレくランス」に設定されています。 

























電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


電源プランの内容変更 

電源プランの内容（省電力の設をなど）は、を更することができます。変更は、 
をプランの「プラン設をの変更 J から行います。 



プラン内容の変更 


「プラン設定の'塞更」では、本機が省電力状態に移行するまでの時間の設定や、 
LCD 画面の輝度の調整などを行うことができます。 
rS P.186 「省電力状態に移行するち法」 

►本機を省電力が態にずる 


本機を巧用していない間、省電力状態にしておくと、電力の消費を巧えること 
ができます。特にバッテリだけで使用している場合は、本機を省電力状態にし 
ておくことで巧用時間を延ばすことができます。ここでは、省電力状態に移行 
する方をや、省電力状態からの復帰ホをについて説明します。 

省電力げ態へ移行する際のを意 

省電力状態に移行する陈には、次のような制限事項があります。移行する前に 
確認して正しくお巧レ、ください。 

■省電力状態に移行する場合は、万一正常に復帰しない場合に備え、使用中の 
データ（作成中の文書やデータなど）は保存しておいてください。 

• 次のような場合は、省電力状態に移行しないことがあります。 

-周巧機器を接続している 
• ソフトウェアを起動している 
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■次のような場合に省電力が態に移行すると、不具合が発生する可能性があり 
ます。省電力状態に移行しないように設定してください。 
ra p .186 「省電力状態に移行する方法」 

-化ディスクメディアへの書き込み時：書き込みに失敗する可能性 
-サウンド機能で録音、再生時：録音や再生が途中で切断される可能性 
-メモリカードなど外部接続記憶装置へのデータ書き込み時：データ破損 
の可能性 

• FAX モデム、ネットワーク機能や B 山 etoo 化機能などを巧っての通信時：通 
信が切断される可能性 

. 動画再生時：コマ落ちしたり ソフ トウエアの動作が遅くなるなどの現を 
が発生する可能性 

• 次のような場合は、省電力状態から正常に復帰できないことがあります。 

-省電力状態で PC カードや周辺機器などの抜き差しを行った場合 
. ネットワーク上のファイルなどを開いたまま、省電力が態に移行した場 

ム 

• ネットワークに接続している場合に、省電力状態に移行すると、省電力状態 
からの復帰時にサーバから切断されてしまうことがあります。 

このような場合は、次のいずれかのホ法をとってください。 

-再起動する 

-省電力状態に移行しないように設定する 
r ^ p .186 「省電力状態に移行する方法」 


省電力げ態の種類 


省電力状態には、主に次のようなものがあります。 

■ディスプレイの電源を切る 

省電力の効果はスリープが態より低いですが、通常の状態にすぐに復帰でき 
ます。 

■スリープ状態 

作業内容をメモリに保存し、コンピュータをほ電力の状態にします。デ ィス 
プレイの 電源が切れ、電源ランプが点滅します。通常の状態へは数砂で復帰 
できます（使用環境により復帰時間は異なります）。スリープ状態で18時間 
経過した場合、またはバツテリ切れした場合は、自動的にメモリの内容が 
HDD に書き込まれ、本機は「休止が態」になります。 

• 休止状態 

作業内容を HDD に保存し、コンピュータを低電力の状態にします。ディスプ 
レイの電源が切れ、電源ランプが消灯します。シャツトダウン状態からより 
も早く通常の状態へ復帰できます（使用環境により復帰時間は異なります)。 




電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


►省電力が態に巧巧ずる方法 


本機を省電力状態にするには、時間経過で移行する方法と直ちに移行する方法 
があります。 

時間経過で移巧ずる 


コンピュータを操作しない状態で、「電源プラン」で設定されている時間が経 
過すると、本機は自動的に省電力状態に移行します。初期値ではまずディスプ 
レイの電源が切れ、そのまま操作しないと続いてコンピュータがスリープ状態 
になります。 

ぞ電力が態に移行する（ディスプレイの電源を切る、コンピュータをスリープ 
状態にする）までの時間は、次の場巧で変更することができます。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一さプランの「プラン設定の変更」 



時間を設定 


輝度を設定 


- 

時間経過で移行させない 

光ディスクメディアへ書き込みを行う場合などは、時間経過で省電力状態に移 
巧する設定を無劾にしまず。時間を全て「なし」に設定してください。 
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宣療ボタンの定黃とノじのードな塞のち測ヒ 

コンピユータの更涙設定を遣巧できます，このべージの設定に巧して巧う巧鼠ホ、お巧い の 
すべての軍 友 プランに適用されます- 

> 現な巧用巧をではない設定を変更しまず 
吾度とスリ ーブ ポタンおよび カバーの 設定 


な U ， 乐 


«システム設定 


’卜 fii # ま- 


で 


バッテリ低下時に移巧ずる 

本機が 
定することもできます。 

P .70 「バッテリ低下時の設定変更」 


直ちに移行ずる 


次の操作をすると、本機はすぐに省電力が態に移行します。 


操作 

省電力状態の種類 

[スタート]— [む]をクリックする 

スリープが態（初期値） 

電源スイッチ（山）を押す 

1 Fn ) + ( F 1) (ピ）を押す 

LCD ユニットを閉じる 

[スタート] 一！ >] から項目を選択する 

スリープが態、休止状態、シャツ 
トダウン 


を操作を行ったときに移行する省電力状態の種類は、次の場所で変更すること 
ができます。初期値はすべて「スリープが態」に設定されています。 

[スタート]-[コント□-ルパネル]-「システムとメンテナンス」一「電 
源オプション」一「電源ボタンの動作を選択ずる」 


たときの由!巧： 

スリープボタンを 
巧したときの動作： 

カバー を閒じたと 
きの動作： 


1スリ—プが廣 -1 

1スリ—プ巧お 

) 


1スリ—プ巧腹 -1 

1ス IJ - プ巧を 


1スリ-プ纖 ▼ 

スリープ縣 

1 

マ J . 


.種類を選択 


► 


「バッテリ低下」の状態になったとき、省電力状態に移行するように設 


〇 〇 % 









































電源設定を行ラ（省電力機能を使ラ) 


電源ランプの表示 

本機の電源の状態は、電源ランプ （©) の点げ•点滅により確認できます。 


電源の状態 

電源ランプの表示 

通常の状態 

点、灯（緑色） 

ディスプレイの電が切れている状態 

点灯（緑色） 

スリープが態 

点滅（緑色） 

休止状態 

消灯 

電源切断時（シャットダウン時） 

消灯 


省電力げ態からの復帰ち法 

本機を省電力状態から通常の状態に復帰させるホ法は、次のとおりです。 


省電力状態 

電源ランプの表示 

復帰ち法 

ディスプレイの電源 
が切れている状態 

点灯（緑を） 

タッチパッドや キーボー ドを操作 
する 

スリープが態 

点滅（緑を） 

-電源スイッチを押す 
. キーボー ドを操作する 

休止状態 

消灯 

電源スイッチを押す 
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I そのほかの機能 


ここでは、そのほかの機能について説明します。 


► IEEE 1 394コネクタ 


本機右側面には圧邸1394コネクタ （4 ピン）が1個搭載されています。圧邸1394 
コネクタには圧 EE 1394 対■応の機器を接続します。 


接続と取り外し 


圧 EE 1394 機器の接続、取り外しは電源が入った状態で行うことができます。た 
だし、通知領か戈にアイコン（「取り外し」アイコンなど）が表示される場合は、 
Windows 上で終了姐理が必要です。詳しくは、接続する機器に添付のマニュア 
ルをご覧ください。 

<取り外しアイコン> 

►SpeedStep (スピードステップ）機能 


本機では、スピードステップ機能が働いています。スピードステップ機能とは、 
使用時の CPU の巧用率にあわせて CPU の処理速度を調整し、本機を省電力で動 
作させる機能です。 

►インテル • アクティブ*マネジメント*テクノロジ ( AMT ) 

本機には、インテル.アクティブ.マネジメント.テクノロジ（な降、 AMT 機 
能）が搭載されています。これは、企業などで複数のコンピュータを管 a する 
システム管 a を向けの機能です。ネットワーク上にある AMT 機能を搭載したコ 
ンピュータを集中管巧できます。 

AMT 機能を使用するには、別途システム管巧用ソフトウエアが必要です。 

本機での AMT 機能の設定ホ法は、次をご覧ください。 


r インフォメーシヨンメニュー」_「マニュアルびゅ一わ」一 「 AMT 機能 
セットアップガイド」 ( PDF ) 
















そのほかの機能 


►インテル•ターボ•メモリ（オプション) 


本機購入時にインテル-ターボ•メモリをオプシヨン選択された場合、本機に 
はあらかじめインテル-ターボ-メモリが搭載されています。 

インテル.夕ーボ.メモリは 、 ReadyBoost ( Windows の高速化）に対■応してお 
り、 Windows やソフトウェアの起動が高速化されます。 


制限 


♦インテル-ターボ-メモリを搭載している場合は、 US 日フラッシュメモリの 
Ready 巨 00 St は使用しないでください。 

♦インテル-ターボ-メモリを搭載している場合は、バックアップソフトを使 
用してのデータの保存や復元が正常に出来ない場合があ 0 ます。 


►セキュリティ □ツクス□ツト 


本機左側面には、 「セキュリティロックスロット」 が装備されています。 ここ 
には、専用の盗難巧止ワイヤーを取り付けます。 



当社では、専用の盗難抑止ワイヤーを取り极っています。詳しくは当社のホー 
ムページをご覧ください。 

ホームページの アドレスは、次のとおりです。 

http :// shop . epson . ip / 
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第 3 章 
システムの拡張 

アップグレードサービスやメモリの増設ち法、本機に接続でさる装置に 


ついて説明します。 

r 拡張でさる装置」 .. 192 

r メモリの装着」 . 193 

r 外付け可能な周辺機器」 . 201 









I 拡張でをる装置 


本機では、メモリモジュール （ SODIMM 、 が降メモリ）を交換して、機能をお 
張することができます。 



メモリス□ツト 

本機には、メモリスロットが底面に2本用意されています。最大 3 GB のメモリを 
利用できます。 
f ^ p . m 「メモリの装着」 


制限 

アップグレードサービス 

当社ではコンピュータ本体をお預かりして装置の増設-交换を行うアップグ 
レー ドサービスを有償で行っています。 

本機では次の装置のアップグレードサービスを利用できます。 


メモ U 

交換 

内蔵 HDD 

交換 

光ディスクドライブ 

交換 


アップグレードサービスをご 希望の場合は、 カスタマーサービスセンター にご 
相談ください。 カスタマーサービスセンターの 連絡先は、 『サポート.サービ 
スのご 案内』（別冊） を ご覧ください。 


本機は、メモ U ながの機能を拡張することはでをません。 


192 


ご自身での装置の増設•交換（メモリを除く）は、故障の原因となりますので 
巧わないでください。 

















I メモリの装着 


本機で使用可能なメモリの仕様と、取り付け-取り外し方をについて説明しま 
す。 

本機を面にはメモリ スロッ トが2つあり、メモリを交換することによりあ張が 
可能です。 


[tHL 本機で合計 3 GB を超えるメモリを搭載しても、システム上利用できるメモ 

じぉぶ y の最大容量は 3 GB までです。 


►メモリの仕様 


本機で使用可能なメモリは、次のとおりです。 

• PC 2-5300 SODIMM ( DDR 2-667 SDRAM 使用) 

• メモリ 容量 2已目 MB 、 曰 12 M 巨、 ] G 巨、 2 G 巨 

• Non ECC 

• 200ピン 

• CL 二曰 


最新メモリ情報 

今後、巧しいメモリを取りあう場合があります。 

本機で使用可能な最新のメモリは、当社ホームページで確認してください。 
ホームページのアドレスは次のとおりです。 

http :// shop . epson . jp / 

►メモリ装着の組み合わせ 


本機はデュアルチャネルに対応しているため、同一容量のメモリを2枝:1組で 
装着すると、データ転送速度のパフォーマンスが最大になります。 
















メモリの装着 


►作業時のを意 


メモリの交換をする攝合は、必ず次の点を確認してから作業を始めてくださ 

レ、。 


A 

链化 
言口 


♦ メモリの交換をするときは、電源プラグをコンセントか S 抜いて、パ'ッテリ 
パックを取り外してください。感電や火傷の原因となります。 

♦本機の分解-改造やマニュアルで指示されている於外の交換はしないで<だ 
さい。けが-感電-火災の原因となります。 


A 

注意 


♦メモリの交換は本機の内部が高温になっているときには行わないでくださ 
し)。火傷の危険があ0ます。作業は電源を切って10分 liLh 待ち、本機の内部 
が十分冷めてから行ってください。 

♦不安定な場所（ぐ5ついた机の上や、傾いた巧など）で、作業をしないで< 
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがをする危険があります。 


制限 


♦作業を行ラ前に金属製のものに触れて静電気を逃がしてください。メモリや 
本機に静電気が流れると、基板上の部品が破損するおそれがあります。 

♦本機内部にネジや金属などの異物を落とさないでください。 

♦ メモリを持つときは、メモリの端子部や素子に触れないでください。メモリ 
の破損や接 g 虫不良による誤動作の原因になります。 

♦装着するち向を間違えないでください。メモリが抜けなくなるなど故障の原 
因にな0ます。 

♦ メモリを落とさないよラに注意してください。強い衝撃が、破損の原因にな 
0ます。 

♦ メモリの着脱は、頻繁に行わないで<ださい。必要政上に着脱を繰り返すと、 
端子部などに負担がかか0、故障の原因にな0ます。 
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►メモリの交換 


メモリの交換手順は次のとおりです。 

1 コンピユータの電源び入っている場合は、電源を切りまず。 

コンピュータ内部が冷えるまで、10分な上放置してください。 

2 コンピユータに接続しているケーブル類 （ AC アダプタなど）を、ずべてが 
しまず。 

3 本機の底面を上にして置を、バッテリを取りがしまず。 

m p '7 i レくッテリの交换」 

4 メモリス□ットカバーのネジ （7 本）をがしまず。 








メモ u の装着 


5 メモリス□ットカバーを矢印のち向に持ち上げて取りがします。 



6 メモリス□ットに装着されているメモリを、取りがしまず。 

メモリを2か交あする場合は、上側のメモリ スロットの メモリを取り外して 
から、下側のメモリ スロッ トのメモリを取り外してください。 

(1) メモリス□ットの両側にある固定タブを外側に広げるとメモリが起き上が 
0ます。 


固定タブ 



(2) 起き上がったメモリの両端を持って静かに引き抜きます。 

取り外したメモリは静電防止袋に入れて保管してください。 


196 






第 3 章システムの化張 


7 メモリを取り付けます。 

メモリを2枚交換する場合は、下側のメモリスロットのメモリを取り付けて 
から、上側のメモ y スロットのメモリを取り付けてください。 

( 1 ) メモリを静電防止袋か!5取り出します。 

メモリの端子部や素子に触れないように持ちます。 


端子部 



(2) メモリを、メモリス□ットに差し込みます。 

切り欠きを突起にあわせ、メモリを約15度の角度でメモリスロットに差 
し込みます。 



切0欠を 








メモリの装着 


(3) メモリを静かに倒します。 

正しく装着すると「カチッ」と音がして両側の固定タブに固定されます。 


固定タブ 



8 メモリス□ットカバーを取り付けまず。 

(1) メモリス□ットカバーの 4 箇所のツメを本体に合わせます。 

(2) メモリス□ットカバーを「カチッ」と音がするまで押し込みます。 
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9 ネジ （7 本）で固定しまず。 



10 バッテリを取り付けまず。 

rw P .71 レくッテリの交换」 

11 本機の底面を下にして置をます。 

12 コン ピユータを使用できるように、ケーブル類を元に戻しまず。 

続いて r ^ p .200 「メモリ交换後の作業」を行います。 





メモ u の装着 


►メモリ交換をの作業 


メモリを交换したら、メモリが正しく取り付けられているかどうか、おずメモ 
リの容量を確認します。 

メモリ容量の確認ホをは次のとおりです。 

1 コンピユータの電源を入れた5、 fm を巧して、 「BIOS Setup ユーティリ 
ティ」を起動しまず。 

Fa p .205 「BIOS Se 邮ユーティリティの操作」 

2 「Main」 メニユー画面一 「System Memory」 で総メモリ容量を確說しまず。 

3 fFfF] を巧して BIOS Setup ユーティリティを終了しまず。 

FS p .205 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

手順2で総メモリ容量が正しく表示されない場合は、メモリが正しく取り付 
けられていないことが考えられます。すぐに電源を切り、メモリを正しく取 
り付けなおしてください。 



総メモ U 容量の表示 

本機では、 メインメモリの 一部を AMT 機能で巧用します。そのため、 メインメ 
モリから AMT 機能で巧用する容量（搭載 メインメモリ 容量により 16〜 64 MB ) 
を引いた数値が表示されます。 

P.189 「インテル.アクティブ.マネジメント.テクノロジ （ AMT)J 
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I か付け可能な周辺機器 


本機のスロットやコネクタには、次のような周辺機器を取り付けることができ 
ます。名•コネクタへの接続方法は、本書または接続する周辺機器のマニュアル 
をご覧ください。 



a : マイク入カコネクタ 

. マイク 

b : ヘッドフォン出力/ 光 デジタルオー 
ディオ出力 （ S / PDIF ) コネクタ 

•スピーカ 
•ヘッドフオン 

- MD デッキ 

- 5.1 チヤンネルサラウンドスピーカ 
システム 

C ： メモ U カードス□ット 

•メモリースティック（ゎ〇 対■応） 

-マルチメディアカード 
- SD メモリーカード 

d : PC カードス□ット 

. : PC カード 

(PCMCIA 規格準拠、 Type II) 


白： US 巨コネクタ 

-プリンタ 
-スキャナ 
-デジタルカメラ 
-USB FDD (ホプション） 

-USB マウス （オプション） 

- USB 対■応機器 

た忙日£13日4コネクタ 

-DV 機器 

- IEEE1394 対応機器 
吕： S - ビデオ出力端子 

•テレビ 

h : DVI - D コネクタ 

.外付けディスプレイ（デジタル接続) 

i : V 日 A コネクタ 

•外付けディスプレイ（アナログ接続) 
-ビデホプロジェクタ 

j : モデムコネクタ 

* 電話回線 

k : LAN コネクタ 

• ネットワ'ーク 


そのほかの接続可能な周辺機器 

本機にはな下の機器が接続できます。 


• 無線 LAN 巧広機器 


• Bluetooth 対■応機器 




































外付け可能な周辺機器 


202 



BIOS の設定 

本機の基本状態を管理しているプ□グラム 「 BIOS 」 の設定を変更する 


方法について説明します。 

r 日 lOS の設定を始める前に」 .. 204 

「巨1日 S Setup ユーティリティの操作」 . 205 

r 巨 I 日 S Setup ユーティリティの設定項目」 . 217 








I BIOS の設定を始める前に 


制限 

BIOS は、コンピュータの基本が態を管理しているプログラムです。このプログ 
ラムは、メインボード上に ROM として搭載されています。 

BIOS の設定は、 「BIOS Se 扣 P ューティリティ」で'塞更できますが、購入時のシ 
ステム構成にあわせて最適に設をされているため、通常は'変更する必要はあり 
ません。 BIOS の設定を変更するのは、次のような場合です。 

• 本書や周辺機器のマニュアルで指示があった場合 
■パスワードを設定する場合 

BIOS の設定値を間違えると、システムが正常に動作しなくなる場合がありま 
す。設を値をよく確認してから変更を行ってください。 

BIOS Se 扣 P ューティリティで変更した内容は、 CMOS RAM と呼ばれる特別なメ 
モリ領域に保存されます。このメモリはリチウム電池によってバックアップさ 
れているため、本機の電源を切ったり、再起動しても消去されることはありま 
せん。 



U チウム電池の寿命 


BIOS S 幻叩ユーティリティの内容は、リチウム電池で保持しています。リチウ 
ム電池は消耗品です。コンピュータの f ま用が況によって異なりますが、 AC アダ 
プタやバッテリからの電源供給が全くない場合、寿命は約5年です。日付や時 
間が異常になったり、設をした値が変わってしまうことが頻発するような場合 
には、リチウム電池の寿命が考えられます。 

そのような場合は、カスタ マーサー ビス七ンターまでご連絡ください。 


当社製けかの BIOS を使用すると、 Windows が正當に動作しなくなる場合があ 
ります。 当ネ十製じ J かの BIOS へのアップデートは絶.がに行わないで<ださい。 


動作が不ま定になった！5 

設定値を変更して本機の動作が不安をになった場合は、次のホ法で設定値を戻 
すことができます。 

• 購入時の設定と変更をの設定をあ!5かじめ記録しておさ、手動で戻す 

万一に備え、設定値を記録しておくことをおすすめします。 

FS P.223「BIOS Setup ユーテイリテイの 設定 値」 

• 巧期値や前回保存した設定値に戻す 
r^p.209 「設定値を元に戻す」 
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I BIOS Set 叩ユーテイリテイの操作 


ここでは 、 「BIOS Setup ユーティリティ」 の次の操作方法について説明します。 

•基本操作（起動、操作、終了） 

•設定値を元に戻す 
•パスワードを設定する 
• HDD アクセス制限 

•起動 （ Boot) デバイスの順番を変更する 


►BIOS Setup ユーテイリテイの起動 


本機の電源を入れる前に、キーボードのの位置を確認してください。手 
順2では、すばやく （ F 2 ) を押す必要があります。 

1 シャットダウン状態か5本機の電源を入れまず。 

すでに Windows が起動している場合は再起動します。 

艺 本機の起動直を、黒い画面の中央に 「 EPSON 」 と表示された5、ずぐに 
キーボードのを巧しまず。 

Windows が起動してしまった場合は、再起動して手順2をもう一を実行して 
ください。 

3 「BIOS Setup ユーテイリテイ」 び起動して 「 Main 」 メニュー 画面び表示さ 
れまず。 





<日の3 Set 叩ユーテイ IJ テイ（イメージ）> 
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BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


仕様が前回と異なるとを 

本機の状態が、前回使用していたときと異なる場合には、本機の電源を入れた 
ときに次のメッ七ージが表示されることがあります。 


Press F1 to continue, F2 to enter Sl TUP 


このメツセージが表示されたら 「 F 2 ] を押して BIOS Setup ユーテイリテイを起 
動します。通常はそのまま 「Save Changes and Exit 」 を実行して BIOS Setup ユー 


テイリテイを終了します。 

rs p .209 「BIOS Setup ユーテイリテイの終了」 


► BIOS Set 叩ユーテイリテイの操作 


画面の構成 


「BIOS Setup ユーティリティ」 の操作は、キーボードで行います。 


BIOS セットアップユーティリティを起動すると、次の画面が表示されます。 
この画面で設定値を変更することができます。 


処理メニュー 


設定項目 
設定値 — 


田 05 SETUP UTILITY 



V02.59 (C)Copyright 1985-2005, American Magatr 饥 ds, 



<メニュー画面 > 


ここで説明に使用している画面はイメージです。実際の設定項目とは異なりま 
す。実陈のをメニュー画面と設定項目の説明は ra P.217 「BIOS Setup ユー 
ティリティの設定項目」をご覧ください。 


206 




















第 4 章 BIOS の設定 


操作方法 


BIOS S 加 P ユーテイリテイの操作ちをは、次のとおりです。 

1 処理メニユーで設定を変更したし傾目のあるメニユー画面に移動し、設定項 
目を選択します。 

f - ► J [◄ —— J でメニュー間を移動します。 

m nn で設定値を変更したい項目まで移動します。 


処理 メニュ - 


設定項目を選択 


田 OS SETUP UTILITY 
■ Boot 


Boot Device Priority 


Enabled to load PXE 
Boot ROM of LAN 


► Boot Device Priority 

Wake-Up On LAN 




F10 

ESC 


Select Screen 
Select Item 
G 刖 e 旧 I Help 
Load Defaults 
Save and Exit 
Exit 


(C)Copyright 1985-2005,. 


< ►のある項目の場合 > 

►のある項目の場合、厂互 


〕を押すとサブメニュー画面が表示されます。 


cm nn で設を値をを更したい項目まで移動します。 


BIOS SETUP UTILITY 
Boot! 


Boot Device Priority 


2nd Boot Device 
3rd Boot Device 


[CD/DVD] 
[Hard Drive] 


Specifies the boot 
sequence from the 
available devices. 

A device enclosed in 
parenthes is has been 
disabled in the 
corresponding type 


Select Screen 
H Select Item 

F1 General Help 

F9 Load Defaults 

F10 Save and Exit 

ESC Exit 


V02.59 にに opyright 1985-2005,, 


くヴブメ ニユー 画面 > 

サブメニュー画面から戻るには f EscI を押します。 
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2設定値を変更しまず。 

frn を押して選択ウインドウを表示し 、 nn m で値を選択し、 frn で 
決定します。 



選択ウィンドウ 


(C)Copyright 1985-2005, American Magatrends, Inc 


キー操作一覧 

BIOS の画面を操作するときは、次のキーを巧用します。 


キー 


操作でさる内容 


〔千 I ， 广备 I 設定を'変更する項目を選択します。 


回+ 口 (囚) 

「卜 n ) +「+ I (uj) 

の 


処理 メニューを 選択します。 


項目の値をを更します。 


• メニュー画面中の►の付いている項目で押すとサ 
ブメニュー画面をま示します。 


•選択項目の選択ウィンドウを表示します。 


PescI 


F 7 


♦設定値を選択します。 

•変更した内容を破棄し、終了します。 

•サブ メニュー 画面から メニュー 画面に戻ります。 

変更した設定値を前回保存した設定値に変更します。 


Cf 9 I 全設定項目の値を初期値に変更します。 


〇10 I 変更した設定値を保存して終了します。 
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第 4 章 BIOS の設定 


►BIOS Setup ユーテイリテイの終了 


「BIOS Setup ユーティリティ」 を終了するには、次の2つのち法があります。 

Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了ずる） 

'変更した設を値を保存して 、 BIOS Setup ユーティリティを終了します。 

1 店互) を巧す、または FExitJ メニユー画面 — 「Save Changes and Exit 」 
を選択ずると次のメッセージげ表示されまず。 


Save configuration cnanges and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、 GTI を巧しまず。 

Discard Changes and Exit (変更した内容を破棄し終了する） 

変更した設定値を保存せずに 、 BIOS Setup ユーテイリテイを終了します。 

1 ( Esc ) を巧ず、または FExitJ メニユー画面一 「Discard Changes and 
Exit 」 を選択ずると次のメッセージび表示されまず。 

Discard changes and exit setup ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択し、を巧します。 

►設定値を元に戻ず 


「BIOS S 幻 up ユーティリティ」の設をを間違えてしまい、万一本機の動作が不安 
定になってしまった場合などには 、 BIOS Se 扣 P ユーティリティの設定を初期値 
や前回保存した値に戻すことができます。 

Load Optimal Defaults (初期値に戻す） 

BIOS Se 扣 P ユーティ リ ティの 設をを 、 BIOS の 初期値に戻します。 

1 ( F9 J を巧ず、または FExitJ メニユー画面一 「Load Optimal Defaults 」 
を選択ずると;夕のメッセージび表示されまず。 


Load Optimal Defaults ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 

2 [ Ok ] を還択してを巧しまず。 209 


























BIOS Setup ユーテイリテイの操作 


Load Optimal Defaults 実行後の作業 

次の場合は 、 Load Optimal Defaults を実行したあとに、 BIOS の設定値を設定し 
なおしてください。 

くセキュリティチップのセキュリティ機能をお使いの場合> 

「 Security 」 メニュー画面一 「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定しまず。メ 
インボード上のセキュリティチップの機能を有効にします。 

く RAID 機能をお使いの場合> 

「 Advanced 」 メニュー画面一 「SATA Operation Mode 」 を 「 RAID 」 に設定し 
ます。 RAID 機能を有劾にします。 

< AMT 機能をお使いの場合> 

「 Advanced 」 メニュー 画面一 「Intel AMT Support 」 を 「 Enabled 」 に設定しま 
す。 AMT 機能を有劾にします。 

設定を行ったら、変更した内容を保存して終了します。 

厂古 P.2Q9 r Save Changes and Exit (変更した内容を保存し終了する）」 

Discard Changes (前回保巧した設定値に戻す） 

BIOS Setup ューティリティを終了せずに、前回保存した設を値に戻します。 

1 〔を〕 を巧ず、または FExitJ メニュー画面一 「Discard Changes 」 を 還 
択ずると、巧のメッセージび表示されます。 


Discard Changes ? 

[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択してに • rn を巧しまず。 
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►パスワードを設定ずる 


「 Security 」 メニュー画面で BIOS のパスワードを設定すると、 BIOS や Windows の 
起動時にパスワードを要求されるようになります。 

パスワードの設をは、次のような場合に行います。 

■本機を使用するユーザーを制限したいとき 
■パスワードを設定しないと巧用できない機能を{まいたいとき 
( HDD アクセス制限など） 


パスワードの種類 


パスワードには次の2種類があります。 

• Supervisor Password (管理ちパスワード） 

コンピュータの管 a を用のパスワードです。管 a 者パスワードで BIOS に口 
グオンした場合は、すべての項目の閲覧と変更が可能です。 

• User Password (ユーザーパスワード） 

一般 ユーザー 用のパスワ ー ドです。 ユーザー パスワ ー ドで BIOS にログオン 
した場合は、項目の閲覧や変更が制限されます脂限は、設定'変更すること 
ができます)。 

P.212 「ュ ■ — ザ I —パスワ ■ —ドの権限設定」 


パスワードの設定ち法 

パスワードの設を方をは、次のとおりです。管巧をパスワードを設をすると、 
ユーザー パスワードを設定できるようになります。 

1 に han 巨 e Supervisor Password 」 またはに han 巨 e User Password 」 
を選択してを巧ずと、次のメツセージび表示されまず。 


Enter New Password 


2 パスワードを入力し、に厂]を巧しまず。 

「*」が表示されない文字は、パスワードとして巧用できません。アルファ 
べットの大文字と小文字は区別されません。パスワードは8文字まで入力可 
能です。 

パスワード入力時は、キーボードの入カモードに注意してください。たとえ 
ば、数値キー入カモードでパスワードを設定し、起動時に数値キー入カモー 
ドではないが態でパスワードを入力するとエラーになります。 











BIOS Se 山 p ユーテイ U テイの操作 


3 続いて巧のメッセージが表示されまず。確認のためにちう一度同じパスワー 
ドを入力し、を巧します。 


Coniirm New Password . 

同じパスワードを入力しないと 、 「Passwords do not match !」というメッセー 
ジが表示されまず。 [ Ok ] が選択された状態で rrn を押すと、 BIOS のメ 
ニュー画面に戻ります。この場合、手順1からやりなおしてください。 

4 「Password installed 」 というメッセージび表示された6、 [ Ok ] び選択 
された状態で广 W を巧しまず。 

パスワードの設定が完了すると 、 r Supervisor Password 」 または 「User Passwo 址 
項目の値が 「 Ins は lied 」 に変わります。 


制限 


ユーザーパスワードの権限設定 

ューザーパ スワ ードを設定した場合は、ューザーパ スワ ードで BIOS にログオン 
したときの権限（項目の閲覧や変更に関する制限）を設定します。 

P.219 「Security メニ ュ‘ —画面」 一 「User Access Level 」 

パスワード入カタイ5ングの設定 

BIOS Setup ューティリティ起動時や、 Windows 起動時など、どのタイミンダで 
パスワードを要求するかを設定します。 

p.219 「 Security メニュー画面」一 「Password Check 」 


設定したパスワードは、絶対に忘れないよラにしてください。パスワードを忘れ 
ると、日 lOS の設定変更や、設定によっては Windows の起動ができなくなります。 
万一、パスワードを忘れた場合は、カスタマーサービスセンターまでご連絡くだ 
さい。 

続いて、「ユーザーパスワードの権限」や、「どこでパスワードを要ホするか」 
をかめて設定します。 
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パスワードの削除ち法 

パスワードの削除ホ？去は、次のとおりです。 

管理ちパスワードの削除方法 

管巧を パスワー ドの削除ち法は、次のとおりです。管巧を パスワー ドを削除す 
る場合は、管理をパ スワー ドで BIOS にログオンしてください。 

管理を パスワー ドを削除すると、自動的にユーザー パスワ ードも削除されま 
す。 


1 [" Chan 巨 e Supervisor Password 」 を選巧して。口を巧ずと、：夕のメッ 
セージび 表示されまず。 


Enter New Password 


2 何ち入力せずにを巧ずと、巧のメッセージが表示されまず。 


Password uninstalled . 
[ Ok 」 


3 rokj び還択された状態で rw を巧しまず。 

「Supervisor Password 」 項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります。 

これで管理者パスワードが削除されました。 

ユーザーパスワードの削除ち法 

ューザー パ スワー ドの削除方法は、次のとおりです。 

1 「Clear User Password 」 を選択して、 [ ] を巧ずと、次のメッセージび 
表示されまず。 


Clear User Password ? 
[ Ok ] [ Cancel ] 


2 [ Ok ] を還択して、を巧します。 

「User Password 」 項目の表示が 「Not Installed 」 に変わります。 
これで、ユーザーパスワードが削除されました。 
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► HDD アクセス制限 


HDD アクセス制限の設定をすると、次の状態になります。 


• 日 lOS や Windows 起動時、休止状態か6の復帰時に管理ちパスワードを要まさ 
れるよラになる 

• HD □をほかのコンピュータに接続した場合、認識されないよラになる 


HDD への無がアクセスや、万一 HDD が盗難された場合の情報流出を防ぎたいと 
きは、 HDD アクセス制限の設定をします。 


H DD アクセス制限の設定方法 

HDD アク七ス制限の設定ホをは次のとおりです。 


1 管理ちパスワードを設定しまず。 

ra P .211 レく スワー ドの設定方法」 


2 HDD アクセス制限の設定をしまず。 


「 Security 」 メニュー 画面一 「Hard Disk Protection 」 を 「 Enabled 」 に設定します。 
P .219 「Security メニュー 画面」 


制限 


♦パスワードを忘れてしまラと、アクセス制限を設定した HDD は使用できなく 
な0ます。登録したパスワードは絶対に忘れないよラにしてください。 

• RAID 構成時、 HDD アクセス制限は使用できません。 
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►起動 （ Boot ) デバイスの順きを'変更ずる 


本機の電源を入れて起動しようとしたときに、リムーバブルディスク （ USB フ 
ラッシュメモリや USB HDD など）を接続していたり 、 USB FDD に FD がセット 
されていると、 Windows が起動しないことがあります。 

このような場合 、 「BIOS Setup ユーティリティ」で設定されている起動 （ Boot ) 
デバイスの順番を変更すると、起動したいデバイスからシステムを起動するこ 
とができます。 

起動 ( Boot ) デバイスの順番とは 

電源を入れると、コンピュータは起動デバイスの順番に従つてデバイスを確認 
し、最初に見つけたシステム （ Windows や OS ) から起動します。 

起動デノ《イスの順番の設定は、 「 Boot 」 メニュー画面一 「Boot Device Priority 」 
で行います。 


BIOS SETUP UTILITY 
Boot 



< イメージ > 


この順番にデ 
バイスを検出 
して起動しま 
ず。 



「Boot Device Priority 」 に表示されるデバイスは次のとおりです。 


• Removable Device (USB FDD や US 日フラッシュメモリ、 USB HDD など） 

• CD/DVD (接続されている光ディスクドライブ） 

• Hard Drive (接続されている HDD) 

• Network (ネットワーク） 

• Disabled (検出するデバイスを割り当てないときに設定します） 

購入時は、民 emov 油 le Device の順番が HDD より前に設定されているため 、 USB 
機器などのリムーバブルディスクを接続していると HDD 内の Windows から起 
動できません。 
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起動 ( Boot ) デバイスの順番の変更方法 

起動デバイスの順番の変更ホ法は、次のとおりです。ここではリムーバブル 
ディスクを接続したが態で Windows を起動できるように、光ディスクドライブ、 
HDD 、 リムーバブルディスクの順番に設定するちをを説明します。 

1 「 Boot 」 メニュー画面で 「Boot Device Priority 」 を選巧して 【 ] を巧 
します。 

2 サブメニュー画面が表示された S 、 現在の起動の順をを確認しまず。 

購入時は、リムーバブルディスク、光ディスクドライブ、 HDD の順番に起動 
するように設定されています。 

3光ディスクドライブの順番を1番目に設定しまず。 

(1) m m で r 1 St Boot Device 」（1 ま目）を選択し、 fTH を巧します。 

(2) 「選択」ウィンドウが表示された5、 mm で rcD / DVDj を選択し、 
厂心1 を巧します。 

光ディスクドライブの順番が1番目になります。 


— Options 
Removable Device 
Hard Drive 
CD/DVD 
Disabled 


く選おウィンドウ画面 > 

4 同様の方法で、 HDD の順番を2番目に設定しまず。 

「2 nd Bo 如 Device 」（2 番目）を 「Hard Drive 」 に設定します。自動的に 「3 rd 
Boot Device 」（3 番目）が ^ Removable Device ] に設定されます。 


BIOS SETUP UTILITY 


Boot Dewce Priority 

1st Boot Device 

[CD/DVD] 1 

2nd Boot Device 

[Hard Drivel 

应区 

耶'"垣 


起動デバイスの順番が変更になり、リムーバブルディスクを接続した状態で 
Windows を起動できます。 

5 臣互] を巧して BIOS Setup ユーティリティを終了しまず。 

回 P.209 「BIOS Setup ユーティリテイの終了」 

これで、起動デバイスの'塞更は完了です。 


























I 日 lOSSetup ユーテイリテイの設定頃目 


ここでは 、 BIOS Setup ユーティリティで設定できる項目と、設定方法などについて説明します 。 BIOS 
Setup ユーティリティのメニュー画面には、次の5つのメニューがあります。 

• Main メニユー画面 

日付、時間などの設定を行いまず。 

• Advanced メニユー画面 

IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を行います。 

• Security メニユー画面 

パスワードに関する設定や、メインボード上のデバイスに関する設定を行います。 

• 目0011メニユー画面 

システムの 起動 ( Boot ) に関する設定を行います。 

• Exit メニユー画面 

BIOS Setup ユーティリティを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 

►Main メニユー画面 


「 Main 」 メニュー画面では、日付、時間などの設定を行います。 
設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

* は項目表不のみ 


AMI BIOS 

*Version 

本機に搭載されている BIOS のバージョンを表示します。 

Processor 

>Type 

本機に搭載されている CPU のタイプを自動的に表示します。 

*Speed 

本機に搭載されている CPU の周波数を自動的に表示します。 

System Memory 

*Size 

メモリ容量を起動時に自動的に計算して表示します。 

System Time 

時刻を設定します。（時：分：秒）の順でま示されています。 

System Date 

日付を設定します。（曜日月/日/年）の順でま示されています。 
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^Advanced メこユー画面 


rAdvancedJ メニュー画面では、 IDE 装置の仕様（転送モードやパラメータ）やタッチパッドの設定を 


行います。 

設を項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

本は項目表不のみ 


iDE Coniiffuration 

IDE 装置の設定を表 
示します。 

Primary IDE Master/ 
Secondary IDE Master/ 
Third IDE Master/ 

接続している IDE 装置について、な下の項目をサブメ 
ニューに 表巧、します。 

表示される項目は IDE 装置によって異なります。 


Device 

IDE 装置の機器の名称を表示します。 


"Vendor 

IDE 装置の型番を表示します。 


*Size 

HDD の容量を表示しまず。 


*LBA Mode 

LBA (Logical Block Addressing) をサポートしているかど 
うかを表示します。 


♦Block Mode 

一度に何七クタ転送できるかを表示します。 


*PIO Mode 

IDE 装置の転送モードを表示します。 


*Async DMA 

IDE 装置の DMA 転送モードとチャンネルを表示します。 


*Ultra DMA 

Ultra DMA 対■応装置の転送モードとチャンネルを表示します。 


*S.M.A. 民 . T. 

S.M.A. 民 . 丄 ，. (Self Monitoring Analysis and 民 eDOrtmg 

Technology) をサポートしているかどうかを表示します。 

internal Pointing Device 

本機のタッチパッドを使用するかどうかを設定します。 
Enabled :タッチパッドを使用します。 

Disabled: タッチパッドを使用しません。 

Exchange tn & しし trl kev 

キ'ーボ'ードの左下側にある [ Fn 1と、その隣にある （ Ctrl 1 
の機能を入れ替えるかどうかを設定します。 

Disabled: ( Fn ) と[加 1 1の機能を入れ替えません。 

Enabled : | Fn ) と[加 1 1の機能を入れ替えます。 

Exchange 民 - Alt & Win App key 

キーボードの右下側にある （ Alt 1と、その隣にある（隱1 
(アプリケーションキー）の機能を入れ替えるかどうかを 
設定します。 

Dis 油 led: ( Alt 1 と [量 ） の機能を入れ替えません。 

Enabled : [ Alt ] と[量 ） の機能を入れ替えます。 

Intel AMT Support 


AMT 機能を使用するかどうかを設定しまず。 

Dis 油 led: AMT 樵能を使用しません。 

Enabled : AMT 機能を f ま用します。 

Unconfiguration AMT 


1 Intel AMT Support 」 を 「 Enabled 」 にし、 「Supervisor Password 」 
(管理者パスワード）を設定すると表示されます。 

ME BIOS Extension の設定を初期化します。 

Dis 油 led: ME BIOS Extension の設をを保をしま十。 

Enabled : ME BIOS Extension の設定を初期値に戻します。 
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SATA Operation Mode 

S-ATA HDD を RAID として構成するかどうかを設定しま 
す。 

RAID : HDD を RAID として構成します。 

AHCI : HDD を通常のまま巧用します。 

FAN Control 

CPU ファンの動作を設定します。 

Cool : CPU ファンの回転速度を上げて、本体の冷却効果を 
高めます。ただし、 CPU の負荷状況によっては効果 
が少ない場合があります。 

Silent : CPU ファンは通常の回転速度で動作します。 


►Security メニユー画面 


「 Security 」 メニュ ■ 一画面では、パスワ'—ドに関する設定や、メインボ'ード上のデバイスに関する設定を 
行いまず。パスワードの設定方法は、 P.211 「パスワードを設定する」をご覧ください。 

設定項目は、次のとおりです。 


_は初期値 

夺は項目表不のみ 


"Supervisor Password/User Password 

「Supervisor Password 」 （管理者パスワード）と User Password 
(ユ'ーザ'ーパスワ ■ —ド）が設定されているかどうかを表示 
します。 

Not Ins は lied : パスワードが設をされていません。 

Installed ソ《スワードが設定されています。 

Change Supervisor Password 

「 SupervisorPasswo 址（管理者パスワード）を設定します。 
BIOS Setup ユーテイリティや Windows 起動時にパスワード 
クカ&爭ホ [_ ま''^ 

(♦J ) を押すとパスワード設をウィンドウが表示されます。 

User Access Level 

r Supervisor Password ] (管理诸■パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。 「 UserPasswo 址（ユー 
ザーパスワード）を入力したユーザーが BIOS Se 扣 P ユー 
ティリティにアクセスすることを4段階で制限します。 

No Access : BIOS Setup ユーテイリテイを起動することがで 
きません。 

View Only : BIOS Setup 。' —テイリテイを閲覧できますが、 
設定項目の変更はできません。 

Limited : BIOS Se 扣 p ユーテイリテイを閲覧できるほか 

に、一部の設定項目を変更できます。 

Full Access :管理者と同一の痛利を許可します。 BIOS 七ッ 
トアップユーテイリテイのすベての項目を設 
定したり閲覧したりすることができます。 

Change User Password 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定します。 
r Supervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります 。 BIOS Setup ユーティリティ起動時に 
パスワード入力を要求します。 

( ^ I を押すとパスワード設定ウィンドウが表示されます。 

Clear User Password 

ユーザーパスワードを削除します。 

「 UserPassword 」 （ユーザーパスワード）を設定すると表示 
されます。 

(♦J ) を押すと、ユーザーパスワードの削除ウィンドウが 
表示されます。 
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Password Check 

rSupervisor Password J (管理者パスワード）を設定すると 
表示され、設定可能になります。パスワード入力を要求す 
るタイミングを設定します。 

SetuD : BIOS SetuD ユーティリティ走日動時にパスワード入 
力を要ホします。 

Always : BIOS Setup ユーティリティや Windows 起動時、休止 
状態から複帰時にパスワード入力を要おします。 

Boot Sector Virus Protection 

rSupervisor Password ] (管理者パスワード）を設定すると 
設定可能になります。 HDD のブートセクタ（システム領 
域）への書き込みを禁止するかどうかを設定します。 

Dis 油 led :書き i 入みを許可しまず。 

Enabled :書き込みを禁止します。 

TPM Security 

セキュリティチップ （ TPM ) を使用するかどうかを設定し 
ます。 

Dis 油 led : セキュリティチップを使用しません。 

Enabled :七キュリティチップを使用します。 

TPM Security Clear 

「TPM Security 」 を 「 Enabled 」 に設定すると表示されます。 
セキュリティチップ （ TPM ) の設定を初期化（消ち）しま 
す。 

初期化を行うと、それまでに暗号化されたデータを使用す 
ることができなくなります。セキュリティチップの初期化 
は、十分に注意し、お客様の責任において行ってください。 

1を押すと初期化確認ウィンドウが表示されます。 

I/O Interface Security 

データの盗難を防ぐ 
ために、インタ 
フェースの有効、無 
劾を設定します。 

「 Supervisor Password 」 

AUDIO/MODEM 

FAX モデム機能およびサウンド機能の使用を可能にするかど 
うかを設定します。 

UNLOCKED : FAX モデム機能/サウンド機能の巧用を可能に 
します。 

LOCKED : FAX モデム機能/サウンド機能の使用を不可に 

します。 

(管理者■パスワード） 

を設定すると設定可 
能になります。 

LAN 

ネットワーク（有線 LAN ) 機能の使用を可能にするかどうか 
を設定します。 

UNLOCKED : LAN 機能の巧用を可能にします。 

LOCKED : LAN 機能の使用を不可にします。 


Wireless LAN 

無線 LAN 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED :無線 LAN 機能の使用を可能にします。 

LOCKED ;無線 LAN 機能の■(吏用を不可にします。 


Optical Disk Drive 

光ディスクドライブ機能の使用を可能にするかどうかを設定 
します。 

UNLOCKED :ホディスクドライブ機能の使用を可能にします。 
LOCKED :光ディスクドライブ機能の使用を不可にします。 


PC Card / SD/MS 

MMC/IEEE 1394 

PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用を可能にするか 
どうかを設定します。 

UNLOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1；394 樵能の使用 
を可能にします。 

LOCKED : PC カード/メモリカード/ IEEE 1394 機能の使用 

を不可にします。 


USB 

USB 機能の使用を可能にするかどうかを設定します。 
UNLOCKED : USB 機能の使用を可能にします。 

LOCKED : USB 機能の使用を不可にします。 
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Hard Disk Protection 


「 SupervisorPassword 」 （管理者パスワード）を設定すると設定 
可能になります。 HDD へのアクセス制限の設定をします。ア 
クセス制限を行った HDD は、ほかのコンピュータに接続して 
も認識されなくなります。 

HDD にアクセスするには 、 BIOS Setup ユーテイリテイ起動時、 
システム起動時や休止状態からの復帰時にパスワードの入力 
が必要です。 

Disabled : HDD へのアクセスを制限しません。 

Enabled : HDD へのアクセスを制限します。 

民 AID 構成時は、 HDD アクセス制限を使用できません。 
「 Disabled 」 のままで使用してください。 


► Boot メニユー画面 


「 Boot 」 メニュー画面では、システムの起動 ( Boot ) に関する設定を行います。 

起動の順番の蛮更方法については、 Fa P.215 「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」をご覧くだ 
さい。 

設定項目は、次のとおりです。 


.は初期値 


* は項目表巧のみ 


Boot Device Priority 

Windows を起動する 
ドライブの順番を設 
定します。 

1 st Boot Device 

1 番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 

rRemovable Device ] です。 

2 nd Boot Device 

2番目に起動するドライブを設定します。初期値は、 「 CD / 
DVD 」 です。 

3 rd Boot Device 

3番目に起動するドライブを設定します。初期値は 、 「Hard 
Drive 」 です。 

4 th Boot Device 

ネットワークから起動する場合に使用します。 「 Boot 」 メ 
ニュ^一画面一 「Onboard LAN Boot 民 0 M 」 を 「 Enabled 」 に設定 
してから 「 Exit 」 メニュー画面一 「Save Changes and Exit 」 を 
選キ尺して BIOS を終了します。再度 BIOS を起動すると表示され 
ます。初期設定は 「 Network 」 です。 

Onboard LAN Boot ROM 

リモートブートを巧う攝合は 「 Enabled 」 に設をします。 
Disabled :無劾にします。 

Enabled ;有効にします。 

Wake-Up On LAN/Ring 

( LAN / FAX モデムからの起動設定） 

電源切断時やスタンバイ、休止時において、ネットワークお 
よび FAX モデムからの信号により起動するかどうかを設定し 
ます。この機能を使用するときは、必ず AC アダプタを接続し 
てください。また、電源切断状態からの復帰は、 Windows を 
正常に終了したが態でのみ使用可能です。 

Disabled :設をしません。 

Enabled :設定します。 



















BIOS Setup ユーテイ U テイの設定項目 


► Exit メニュー画面 


「 Exit 」 メニュー画面では 、 BIOS SeUip ユーテイリテイを終了したり、 BIOS の設定値を初期値に戻します。 
設定項目は、次のとおりです。 


Save Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存してから 、 BIOS Setup ユーティリティを終了 
します。 

Discard Changes and Exit 

変更した内容（設定値）を保存せずに 、 BIOS Setup ユーティリティを終了し 
ます。 

Discard Changes 

BIOS Setup ユーティリティを終了させずに、変更した設定値を前回保存した 
設定値に戻します。 

Load Optimal Defaults 

BIOS Setup ユーティリティの設ぞ値を、 BIOS の初期設定値に戻します。 
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►BIOS Setup ユーテイリテイの設定値 


BIOS Se 扣 P ユーティリティで設ををを更した場合は、変更内容を下表に記録しておくと便利です。購入 
時の設をは必ず記録してください。 

Advanced メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Internal Pointing Device 

Disabled 

Enablea 

Disabled 

Enabled 

Exchange Fn & L-Ctrl Key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Exchange 民 - Alt & Win App key 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

Intel AMT Support 

Disabled 

Enablea 

Disabled 

Enabled 

SATA Operation Mode 

RAID 

AHCI 

RAID 

AHCI 

FAN Control 

Cool 

Silent 

Cool 

Silent 


Security メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

*User Access Level 

No Access 

View Only 

No Access 

View Only 



Limited 

Full Access 

Limited 

Full Access 

* Password Check 

Setup 

Always 

Setup 

Always 

*Boot Sector Vims Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

TPM Security 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 

* I/O Interface 

AUDIO/MODEM 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

Security 

LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Wireless LAN 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


Optical Disk Drive 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


PC Card / SD/MS 

MMC/IEEE 1394 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 


USB 

UNLOCKED 

LOCKED 

UNLOCKED 

LOCKED 

* Hard Disk Protection 

Disabled 

Enabled 

Disabled 

Enabled 


*「 SupervisorPasswo 地（管巧者パスワ ' —ド）を設定すると表示されます。 



Boot メニュー画面 


項目 

購入時の設定 

変更内容 

Boot Device 

Priority 

1 st Boot Device 



2 nd Boot Device 



3 rd Boot Device 



4 th Boot Device 



Onboard LAN Boot ROM 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 

Wake-Up On LAN/Ring 

Disabled Enabled 

Disabled Enabled 
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ソフトウェアの 
再インス I ル 

ソフトウエアを再インス I -ールする手順について説明します。 


「再 インス ! -ー ルする前に必ずお読みください」 . 226 

r ソフトウェアの再インス!ルを行ラ」 .... 228 







I 再ィンスト-ルする師こがず觸 aK ださぃ 


ここでは、ソフトウエアの再インストールを行う前に知っておいていただきた 
い情報にっいて記載しています。 

HDD をフォーマットして、 Windows や本体ドライバなどをインストールしな 
おす作業のことを、本書では「再インストール」と記載しまず。 

再インストールは「リカバリ」とも言いまず。 

►再インストールび必要な場合 


再インストールは次のような場合に行います。通常は必要ありません。 

• なんらかの原因で Windows が起動しなくなり、修復しても問題が解 ミ 夫でさない 

+ 曰 A 

お口 

• HDD 領域の構成を変更したい場合 

Windows を修復する 

なんらかの原因で Windows が起動しなくなった場合は、再インストールを行う 
前に 「Windows 回復環境」で Windows の修復を行ってみてください。再インス 
トールしなくても、問題が解かする場合があります。 
p.276「Windows 回復環境 （Windows RE ) を使う」 


►重要事頃 


再インストールする前に、次の重要事項を必ずお読みください。 

当社製 L ソがの BIOS へのアップデート禁止 

当社製な外の BIOS へのアップデートは絶対にしないでください。当社製な外の 
BIOS にアップデートすると、再インストールができなくなります。 

セキュリティソフトウエアの更新ヴービス 

本機に添付のセキュ y ティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」で、 
90日経過後に更新サービスの延長キーを購入して更新サービスを継続してい 
る場合、再インストールを行うと更新サービスの延長が無劾になります。更新 
サービスの延長が無劾になってしまった場合は、シマンテックストアまでお問 
い合わせください。 

『セキュリティソフトウェアをご使用の前に』側冊） 
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Web フィルタリングソフトウエアの継続利用 

本機に添付の Web フィルタリングソフトウェア 「 i _フィルター30日版」で継 
続利用手続きを行っている場合、 Windows を再インストールすると利用巧限が 
30日に設定されてしまいます。 

この場合は、デジタルアーツ化のホームページから最新版を入手し、契約巧み 
のシリアルのを利用してインストールを行ってください。 

詳細は、デジタル アーツを にお問い合わせください。 

http://www.daj.Jp/cs/ifpe/sup dl.htm 


最新の情報 

インストールち法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合が 
あります。栖包品を確認して、紙類が添付されている場合は、その手順に従っ 
て作業をすすめてください。 

マニュアルびゅ一わのバックアップ 

電子マニュアル閲覧ツール「マニュアルびゅ一わ」は、 再 インストールをする 
と消えてしまいます。 

再インストールの前に、必ずバックアップをとってください。 

ド W P .284 「マニュアルびゆ一わのバックアップ」 
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I ソフトウェアの再インストールを行う 


ここでは、ソフトウエアの再インストール方法について記載していまず。 

►必要なメディア 


再インストールには、次のメディアが必要です。 

• Windows VistaU カバ！ JDVD 

Windows Vis はが収録されている DVD - ROM です。 

• ドラィバ CD 

を種デバイスドライバや Adobe Reader などが収録されている CD - ROM です。 
■アプ U ケーシヨン CD 

七キュリティソフトウェアなどのソフトウェアが収録されている CD-ROM 
です。 

• WinDVD CD-ROM (DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ） 
DVD VIDEO を再生するソフトウェアが収録されている CD - ROM です。 

• Nero 7 Essentials CD-ROM (書き込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ) 

光ディスクドライブのライティングソフトウェアが収録されている CD - 
ROM です。 

■そのほか必要なメディア 

お{まいのシステム構成によつて必要なメディアは異なります。 

光ディスクドライブを装着していないモデルをお使いの場合 

光ディスクドライブを装着していないモデルで、ソフトウェアの再インストー 
ルを行う 際は、 外付けの光ディスクドライブが必要です。 
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►インストールの順番 


再インストールは、次の順番で行います。 

★印が付いているソフトウェアは必ずインストールを行ってください。 

購入時のインストールが態は、 ド习 ip .26 「添付されているソフトウエア」で確 
認してください。 


Windows ★ 

P ^ jjp .231 「 Windows のインストール」 



本体ドライバ ★ 

rSp -235 「本体ドライバのインストール」 



Bluetooth ドライバ 

P.236「 Bluetooth ドライバのインストール」 



Adobe Reader ★ 

P.237「 Adobe 民 eader のインストール」 



セキュリティソフトウェア ★ 

rSp .238 「セキュリティソフトウェアのインストール」 



Web フィルタリングソフトウエア 

rSp .238 「 Web フイルタリングソフトウェアのインストール」 



Nero / Essentials ★ 

(書を込み機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ) 

ド ^ P.240 「Nero 7 Essentials のインストール」 



Win DVD * 

(DVD 再生機能のある光ディスクドライブ搭載時のみ) 

p .240 「 WinDVD のインストール」 



JWord Plugin 

ピ矿1 P .240 「 JWordPlugin のインストール」 
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邑〇〇スティック 

p '241 「 goo スティックのインストール」 



そのほかのインス!-ール 

尸 a p .241 「そのほかの インストー ル」 



再インストール後の作業 

ド3 ^ p .243 「再インストール後の作業」 


►インストール作業における確認事頃 

再インストールを始める前に、下記の点を確認してください。 


インス!-ール全般 

インストール作業は、 AC アダプタを接続して行ってください。 

管理ち ( Administrator ) のアカウントで□グオン 

インストール作業は、管理者 ( Administrator ) のアカウントでログオンして行って 
ください。 


システム構成 

本章のインストール手順は、購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うことをお 
すすめします。 

ドライブ名 


本章の説明では、ドライブ構成が次のようになっているものとします。 

実際の光ディスクドライブのドライブをは、 HDD 領域の数によって異なりま 
す。 

A ドライブ ： USB FDD (オプション） 

C ドライブ ： HDD 
D ドライブ：光ディスクドライブ 

各種設定やデータのバックアップ 

再インストールを行うと、設定した事項が初期値に戻ってしまったり、データ 
が消去されたりします。再インストールを行う前に必要に応じて設定を書き写 
したり、データのバックアップを行っておいてください。 
p .232 レックアップを取る」 
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初期設定 ツール 


初期設定ツールは、 Windows を再インストールすると消まされます。初期設定 
ツールでインストールした「セキュリティソフトウェア」などのソフトウェア 
は、な降で説明する手順に従ってインストールを行ってください。 

► Windows のインストール 


インス I -ールの流れ 

Windows のインストールの主な流れは次のとおりです。 

インスト' —ル作業は、 {).232 「Windows Vista をインストールする」な降の 
手順に従って行ってください。 


バックアップを取る 

4 


本機を購入時の状態にずる 

4 


インス 1 -- ルの開始 （Windows Vista のインス I -- ル手順1〜） 

1 



A 


HDD 領域 （ C ドライブ）の変更 

P.290 「〔ドライブを分割•'変 

更する」 

r 

A 

HDD のフォーマットとファイルのコピー(手順日） 



セツトアップ（手順10〜) 



終了 


HDD 領域 （ C ドライブ）を変更するには 

Windows のインスト' —ル中に C ドライブ （ Windows がインスト ■ —ルされている領 
域）のサイズを変更したり、分割したりすることができます。 

HDD 領域の変更や、分割の詳しい説明は、 ^3口.287 「 HDD 領域（ドライブ） 
の分割-'変更-作成」をご覧ください。 
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^Windows Vista をインストールずる 


バックアップを取る 

次の設定やデータは、 Windows の再インストールを行うと消まされます。 
必要に応じてバックアップを行ってください。 

■マニュアルびゆ一わ 

巧 P .284 「マニュアルびゆ一わのバックアップ」 

•ネットワークやモデムの設定 
接続に関する設定を書き写しておいてください。 

• Internet Explorer の「お気に入り」、 Windows メールの「連絡先」「メールデータ」 

口 P .283 「 データのバックアップ J 

このほかの Web 閲覧ソフトやメールソフトをお使いの場合は、ソフトウェア 
に添付のマニュアルをご覧ください。 

■セキュリティチップユーティリティの設定 

七 キュリ ティ チップ ューティ リ ティ を巧用している場合は、設定のバック 
アップを行ってください。 

『セキュリティ機能 （ TPM ) 設をガイド』（別冊）一 「 Windows を再イ 
ンストールする前に」 

• 重要な データ 

ほかのメディアなどにコピーしておいてください。 

HDD 領域の変更を行わない場合でも、 C ドライブな外のドライブ （ HDD 領 
域）のデータをバックアップすることをおすすめします。 
ra p .283 「データのバックアップ」 

コンピュータを購入時の状態にずる 

マウスなどの周辺機器が接続されていたり、 BIOS の設を値が変更されていたり 
すると、正常にインストールが行われない可能性があります。本機を購入時の 
状態に戻してから再インストールを行ってください。 

Windows Vista のインストール 

Windows Vis はのインストール方■をは、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、 Windows が起動した5 、 「Windows Vista リカバリ 
DVD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示されたら、 @ をクリックし、画面を閉じてくださ 
い。ここからはインストールを行いません。 

と 「スタート」一 [►] -「再起動」をクリックして、本機を再起動しまず。 
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3 「 EPSON 」 と表示を、黒い画面に ["Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示された6、どれかキーを巧しまず。 

一定時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vis はが起動してしまい 
ます 。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

4 「システム回復オプション」画面げ表示された5、キーボードレイアウトび 
「日本語」になつていることを巧認し、[次へ]をクリックしまず。 

ここで HDD 内の Windows のチェックが行われます。 Windows の修復を促す画 
面が表示された場合は、画面の指示に従って修復を行ってください。 

5 「修復ずるオペレーテイングシステムを選択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 び選択された状態で[次へ]をクリックし 
まず。 


6 「回復ツールを還択してください」と表示された5、 「 Windows の再インス 
卜ール」をクリックしまず。 

7 「 Windows の再インス I ルを巧いまず。」と表示された5、[再インス I 
J レ]をクリックしまず。 


8 「ライセンスを項をお読みください。」と表示された5、内容を巧認し、「を 
項に同意しまず」にチェックを付けて、[巧へ]をクリックしまず。 

9 「 Windows のインス!ル場所を還択してください。」と表示された5、；夕 
のとおり作業を続けまず。 

<領域変更を行わない場合（通當）> 

(1) 「ドライブオプション（詳細)」をクリックします。 
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(2) 「ディスク0パーティション2」 （C ドライブ）が選択された状態で「フオー 
マット」をクリックします。 

(3) 「このパーティションをフオーマットすると…」と表示された!5、[日 K] を 
クリックします。 

フォーマットが開始されます。 

(4) フオーマットが終了すると、[次へ]がクリックできる状態になります。 
「ディスク0パーティション2」 （C ドライブ）が選択された状態で[次へ]を 
クリックします。 

Windows Vis はのインストールが開始されます。システム構成にもよりま 
すが、インストールは20分〜40分かかります。手順10の画面が表示され 
るまでキーボードやタッチパッドは操作しないでください。 

く領域変更を行ラ場合> 

ra P.2 日0にドライブを分割-変更する」の手順に従ってください。 

10 「ユーザー名と画像の還択」と表示された5、ユーザー名、パスワード（任 
意）を入力し、画像一覧か5お好みの画像をクリックして還択し、[夕へ] 
をクリックしまず。 

广 y p .45 「ューザー名と画像の選択」 

11 「コンピュータ名を入力して、デスクトップの背景を還択してください。」と 
表示された5、コンピュータ名を入力し、背景一覽か S お好みの背景をク 
リックして選択し、[巧へ]をクリックしまず。 

Fa p .45 [コンピュータタを入力してデスクトップの背景を選択してくだ 
さい」 

12 「 Windows を自動的に保護ずるよう設定してください」と表示された5、な 
護の設定をクリックして選択します。 

「推奨設定を使用します」を選択することをおすすめします。 

13 「時刻と曰付の設定の確認」と表示された6、「タイムゾーン」が r 大阪、ホし 
幌、ま尉になっていることを確認し、旧付」、「時刻」を設定し、[巧へ] 
をクリックしまず。 

14 ネットワークに接続している場合、「お使いのコンピュータの現在の場所を 
還択してください」と表示されます。場所をクリックして還択しまず。 

15 「ありびとうございまず」と表示された6、[開始]をクリックしまず。 

設定が行われます。設定には狗5分かかりまず。 

16 手順10でパスワードを設定した場合は、パスワード入力画面び表示されま 
ず。パスワードを入力して、に*!!を巧します。 
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17 Windows Vista のデスクトップ（下記の画面）げ表示された5 、 「Windows 
Vista リカバリ DVD 」 を取り出しまず。 

デスクトップの背景は、手順11で選択した背景が表示されます。 



これで Windows Vis はのインストールは完了です。 


18 手順9で領域変更を行った場 S ホ、 r 未割り当ての領域」に領域りトティ 
シヨン）を作成しまず。 

領域レくーテイシヨン）の作成は、ドライバやソフトウェアのインストール 
が終了してから行ってもかまいません。 

P.292 「 HDD 領域レくーテイシヨン）の作成手順」 


►本な:ドライバのインストール 


本機のメインボード上に搭載されているデバイスのドライバ類を、一括してイ 
ンストールします。 

本体ドライバのインストールでインストールするドライバ類は次のとおりです。 


•チップセットドライノく 

• AMT ドライバ 

• ビデホドライバ 
•タッチパッドドライバ 

♦ FAX モデムドライバ 

•イ ンスタントキー ドライバ 
•インフオメ ■ ー シヨンメニュ'一 
•インテノレ.ターボ.メモリドライバ 
(インテル-ターボ•メモリ 搭載時のみ) 


•Intel Matrix Storage Manager 

•ネットワ'ークドライバ 
•サウンドドライバ 

• メモリカードドライバ 
• 指紋認証ドライノ^ 

• インスタント キーユーテイ リ テイ 
• 無線 LAN ドライバ 

• Java2 Runtime じ打 vironment 


上記が外のデバイスは、 Windows 標準ドライバで動作します。 

Windows 標準ドライノくとは、 Windows をインストールすると自動的にインス 
トールされるドライバです。 
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インストール 

インストールの手順は、次のとおりです。 

1 「ドライバ CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面び表示された S 、 nnstall . exe の実任！をクリックしまず。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 EPSON _ CD 」 をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、 r 許印をクリックしまず。 

4 「ドライバ.ソフトウェアのインス!ル」画面び表示された6、「インス 
I '―ル」をクリックしまず。 

5 「インス!ル確認」画面び表示された6、内容をよくお読みになり、 [0 K ] 
をクリックしまず。 

をドライバが自動的にインストールされます。インストールには十数分かか 
ります。 

〇 「これ6の変更を••-コンピユータを再起動する必要があります。」と表示 
された場合は、[後で再起動する]をクリックしまず。 

/ 「インス!ルび完了しました。」と表示された S 、[0 K ] をクリックしまず。 

8 「インス!ル処理」画面び表示された5、ドライバのインストール状態を 
確認し、 [ PC 再起動]をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、本体ドライバのインストールは完了です。 

► Bluetooth ドライバのインス I ル 


「 Bluetooth ドライノく」は Bluetooth 機能を使用するためのドライノくです。 
Bhie 阳〇化ドライバのインストール手順は、次のとおりでず。 


制限 

1 Bluetooth 機旨目げ ON になっているか確認しまず。 Bluetooth 状態ランプが 

消なしている場合は、 Bluetooth キー (©) を巧して Bluetooth 機能を ON 
にして < ださい。 

rS P. 118「 B 山 etooth 機能の ON / OFF 切り替え」 

B 山 etoo 化機能を ON にしたときに、「新しいハードウェアの検索ウイザードの 
開始」画面が表示された場合は、[キャンセル]をクリックします。 


Bluetooth ドライバのインス I -―ルは、 Bluetooth 機能を有効にした状態で行つ 
て < ださい。 

ご受 コロ. 118 「 Bluetooth 機能の ON / OFF 切り替え」 
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2 「ドライバ CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 
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ゴ 「自動再生」画面が表示された5、 nnstall . exe の実巧」をクリックします。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート]-「コンピュータ J _ 
「邸 SON_CDJ をダブルクリックします。 

4 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、 r 許印をクリックします。 

5 表示された項目か5 「 Bluetooth ドライバ」をクリックしまず。 

〇 「Bluetooth •’ •ウィザードへようこそ」と表示された6、[夕へ]をク 
リックしまず。 

/ 「使用許諾契約」と表示された5、内容をよくお読みになり r 使巧許諾契約 
のを項に同意しまず。」にチェックを付け、[次へ]をクリックしまず。 

8 「プ□グラムをインス!ルする準備げでさました」と表示された5、[イン 
ス I ル]をクリックしまず。 

9 「Install Shield ウィザードを完了しました」と表示された5、院了]をク 
リックしまず。 

10 「Bluetooth Stack for Windows ••• 」画面が表示された5、内容を51 
認して、[はい]をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、 Bluetooth ドライノくのインストールは完了です。 

^ Adobe Reader のインストール 


「Adobe ReaderJ は、 PDF お式のファイルを表示したり、巧刷したりするための 
ソフトウエアです。 


インストール 


Adobe Reader のインストール手順は、次のとおりです。 

1 「ドライバ CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面が表示された5、 rinstall . exe の実巧」をクリックしまず。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート]-「コンピュータ」一 
「邸 SON _ CDj をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された6、 r 許印をクリックしまず。 

4 「ドライバ•ソフトウてアのインス!ル」画面び表示された S、「Adobe 
ReaderJ をクリックしまず。 

「このファイルを実行しますか？」と表示された場合は、[実行]をクリック 
します。 

5 「インス!ル巧のフォルダ」と表示された6、[巧へ]をク U ックしまず。 
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〇 「プ□グラムをインス!ルずる準備びできました」と表示された5、[イン 
ス I 'ール]をクリックしまず。 

インストールにはしばらく時間がかかります。 

/ 「セットアップ完了」と表示された5、[完了]をクリックしまず。 

これで、 Adobe 民 eader のインストールは完了です。 

続し、て Adobe 民 eader のセットアップを行います。 

セットアップ 

インストールが完了したら、続いてセットアップを行います。 Adobe Reader の 
セットアップ手順は次のとおりです。 

1 デスクトップ上の 「Adobe Reader 」 アイコンをダブルクリックしまず。 

I 「使用許諾契約書」び表示された5、「…言語を還択してください。」び「曰 
本語」になつていることをお認しまず。 

ゴ「使用許諾契約書」に同意ずるかしないかを還択します。 

同意する場合は、[同意する]をクリックします。[同意しない]を選択する 
と、 Adobe 民 eader は使用できません。 

4 rAdobe Reader 操作ガイド」び表示されます。 

内容を確認してください。 

これで、 Adobe Reader の七ットアップは完了です。 

►セキユリテイソフトウェアのインストール 


本機に添付のセキュリティソフトウェア 「Norton Internet Security 90日版」をイ 
ンストールします。『セキュリティソフトウェアをご{ま用の前に』（別冊）をご 
覧ください。 

市販の七キュリティソフトウェアなどをインストールする場合は、ソフトウェ 
アに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行ってください。 

► Web フイルタリングソフトウェアのインストール 


本機に添付の 「 i _ フィルター30日版」をインストールします。 i _ フィルター 
30日版は、有害サイトをブロックするための Web フィルタリングソフトウエア 
です。 

巿販の Web フィルタリングソフトウエアなどをインストールする場合は、ソフ 
トウエアに添付のマニュアルをご覧になり、インストールを行つてください。 
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i — フィルター 30曰版のインストール 

i _ フイルター30日版のインストールホ法は、次のとおりです。 

1 「アプリケーシヨン CD - ROM 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面び表示された S 、 nnstall . exe の実行」をクリックします。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「邸 SON _ CDj をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウン ト 制御」画面が表示された 5、 「許可」をクリックしまず。 
4 表示された項目か 5 n - フィルタ ー30 曰版」をクリックしまず。 

5 n - フィルタ——セットアップへようこそ」と表示された5、[次へ]をク 
リックします。 

6 「使用許諾契約」画面び表示された S 、 内容をよくお読みになり同意するか 
しないかを還択しまず。 

同意する場合は[はい]をクリックします。[いいえ]を選択すると、 i 一 
フィルター 30日版は巧用できません。 

, 「インストール巧の還巧」画面び表示された5、[巧へ]をクリックしまず。 

8 「インス!ルを完了ずるためにはコンピユータの再起動げ必要でず。•一」 
と表示された5、 [ OK ] をクリックしまず。 

Windows が再起動したら 、 i ー フィ ルター30日版のインストールは完了です。 
続いて、 i _ フィ ルター30日版の七ットアップを行います。 

i - フィルター 30日版のセットアップ 

i _ フィルター 30日版のセ ットアッ プ手順は、次のとおりです。 

1 Windows が再起動して 「i — フィルタ—— J 画面げ表示された5、使用許 
諾契約書の内容をよくお読みになり、 [ n - フィルター」を使ってみる]を 
クリックしまず。 

「i ー フィルター***」 画面はほかの画面の後ろにある場合があります。 

Z 「ユーザーアカウン ト 制御」画面げ表示された5、「続行」をクリックします。 

3 「管理パスワードの設定」画面び表示された6、 r 管理パスワード」と「管理 
パスワード（確認)」にパスワードを入力して[設定]をクリックします。 

このパスワードは、 フィルター設定をを更する場合などに必要になります。 

4 「有害サイト遮断ソフ I - - ようこそ！」と表示された5、画面のま意事項 

をよくお読みください。 

これで、 i _ フイルター 30日版の 七ッ トアップは完了です。 
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ソフトウエアの再インストールを行ラ 


► Nero 7 Essentials のインストール 


<書 さ込み機能のある光ディスクドラィブ 搭載 時 > 

「Nero 7 Essentials 」 は、光ディスクドライブで書き込みを行うためのソフトウェ 
アです。 

Nero 7 Essentials のインストール手順は、次のとおりです。 

Nero 7 Essentials をインストールすると、 InCD もインストールされます。 


1 「Nero 7 Essentials CD - ROM 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面び表示された6、 「 Setupx . exe の実巧」をクリックしまず。 

「自動再生」画面が表示されない攝合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 CD - ROM 」 アイコンをダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、「続行」をクリックします。 

4 「 Nero マルチインストーラ」画面び表示された5 、 [Nero 7 Essentials ] 
をクリックします。 

5 「Nero 7 Essentials インス I ルウィザードへようこそ」と表示された5、 

降は画面の指示に従ってインス I ルを巧ってください。 

► WinDVD のインストール 


「 WinDVD 」 は 、 DVD VIDEO を再生するためのソフトウェアです。 

WinDVD のインストール手順は、次のとおりです。 

1 「WinDVD CD - ROM 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面び表示された5、 rSETUP . EXE の実巧」をクリックしまず。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 CD - ROM 」 アイコンをダブルクリックしまず。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、「続行」をクリックします。 

4 rinstallShield Wizard 」 画面び表示された5、1•ソ降は画面の指示に従って 
インス I ルを行ってください。 

^JWord Plugin のインストール 
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「 JWordP 山 ginj は 、 Internet Explorer のアドレスバーから、日本語でインタ ' —ネッ 
卜を検索できるソフトウエアです。 

JWord P 山 gin のインストール手順は、次のとおりです。 

1 「ドライバ CD 」 を光ディスクドライブにセットします。 



第已章ソフトウェアの再インストール 


之 「自動再生」画面が表示された5、 nnstall . exe の実巧」をクリックします。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート]-「コンピュータ J _ 
「邸 SON _ CDJ をダブルクリックします。 

ゴ 「ユーザーアカウン ト 制御」画面げ表示された5、 r 許印をクリックしまず。 

4 「ドライバ.ソフトウエアのインス I ル」画面げ表示された5 、 rJWord 
PluginJ をクリックしまず。 

5 rJWord プラグイン…へようこそ」と表示された5、]^^降は画面の指示に 
従ってインス I ルを巧ってください。 

► goo スティックのインストール 


「 goo スティック」は 、 Internet Explorer のツールバーに、検索サービス 「 goo 」 の 

檢索ボックスを追加するソフトウェアでず。 

goo ステイックのインストール手順は、次のとおりです。 

1 「ドライバ CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

と 「自動再生」画面び表示された S 、 nnstall . exe の実行」をクリックしまず。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート]-「コンピュータ」一 
「邸 SON _ CDj をダブルクリックします。 

ゴ 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、「許可」をクリックしまず。 

4 「ドライバ•ソフトウェアのインストール」画面び表示された5、「巨〇〇ス 
テイック」をクリックしまず。 

5 「インス!ルが完了しました」と表示された5、 [0 K ] をクリックしまず。 

これで、 goo ステイックのインストールは終了です。 

►そのほかのインス!^ール 


必要に応じて次のインストールを行ってください。 

指紋認証ユーティリティのインス I ル 

「指紋認証ユーティリティ」をインストールすると、指紋認証機能を使用する 
ことができます。必要に応じてインストールを行ってください。 

指紋認証ユーティリテイのインストール手順は、次のとおりです。 

1 「ドライバ CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 
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2 「自動再生」画面び表示された5、 nnstall . exe の実巧」をクリックしまず。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 EPSON _ CD 」 をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、 r 許印をクリックしまず。 
4 表示された項目か5 r 指紋認証ユーティリティ」をクリックしまず。 

5 rVitaKeyJ 画面げ表示された5 [ Install ] をクリックしまず。 

6 「ようこそ」と表示された5、 [ Next ] をクリックしまず。 

7 「認証契約」画面び表示された5、同意ずるかしないかを還択しまず。 

同意する場合は「受け入れる」にチェックを付けて [ Next ] をクリックします。 

8 「対象フォルダパスの選択」と表示された6 [ Nex 口をクリックしまず。 

9 「インス!ルび成巧しました。」と表示された5「今すぐ再起動しまず。」 
にチェックが付いた状態で finish ] をクリックしまず。 

Windows が再起動したら、指紋認証ユーテイリテイのインストールは完了で 
す。 


続いて、指紋を登録しまず。 r ^ p .144 「指紋の登録」をご覧ください。 


Hotkey ユーティリティのインス I ル 

「 Hotkey ユーテイリテイ」をインストールすると、インスタントキーでソフト 
ウェアを起動することができます。必要に応じてインストールを行ってくださ 

い。 

Hotkey ユーテイリテイのインストール手順は、次のとおりです。 

1 「ドライバ CD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

2 「自動再生」画面び表示された5、 rinstall . exe の実巧」をクリックしまず。 

「自動再生」画面が表示されない場合は、[スタート] 一「コンピュータ」一 
「 EPSON _ CD 」 をダブルクリックします。 

3 「ユーザーアカウント制御」画面が表示された5、 r 許印をクリックしまず。 

4 表示された項目か6 「 Hotkey ユーティリティ」をクリックしまず。 

5 「設定言語の還択」画面び表示された S 、 「日本語」び選択されていることを 
確認し、[次へ]をクリックしまず。 

〇 旧巧01\1 Hotkey の…へようこそ」と表示された5、[巧へ]をクリックし 
まず。 
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r インス!ル巧の還択」と表示された5、[巧へ]をクリックします。 
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8 「プ□グラムのインス!ル準備完了」と表示された S 、 [インストール]を 
クリックしまず。 

9 rinstallShield Wizard の完了」と表示された6、院了]をクリックしまず。 

これで、 Hotkey ューティリティのインストールは完了です。 

インテル AMT Local Manageability Service のインストール 

AMT 機能を有効にするためのサービスです。詳しくは、「マニュアルびゆ一れ 
一 『 AMT 機能セットアップガイド』 （ PDF ) をご覧ください。 

セキュリティチップユーティリティのインス!ル 

「七キュリティチップューティリティ」は、セキュリティチップの設定を行う 
ためのューティリティです。詳しくは、『七キュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイ 
ド』侦 J 冊）をご覧ください。 

各種ドライバのインス!ル 

お使いになるシステム構成によって、ドライバやューティリティ、アプリケー 
ションなどのインストールが必要です。インストールは、オプション機器類に 
添付されているメディアを使用して行います。詳しくは、本機でお使いになる 
オプション機器類に添付のマニュアルをご覧ください。 



インストールが必要なドライバの例 

お使いになるシステム構成によって、次のようなドライバやユーテイリテイが 
必要になります。 

- USB 対応機器を使用する場合： USB 機器に添付のドライバ 
. プリンタを使用する場合 ：プリンタに添付のドライバ 


そのほかのソフトウエアのインス I -ール 

「 Office 」 など、そのほかに使用するソフトウェアがある場合は、インストール 
します。インスト ' —ル方法はソフトウェアに添付のマニュアルをご覧くださ 
い。 

►再インストールをの作業 


再インストールが完了したら、必要に応じて次の作業を行ってください。 


領域の作成 

Windows のインストール中に HDD 領域を変更した場合、「ホ割り当て領域」はそ 
のままでは使用できません。 Windows の「ディスクの管 a 」 を使用して、領域 
の作成を行います。 

p .292「 HDD 領ぷレくーテイシヨン）の作成手順」 
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ネツトワークの設定 

ネットワーク（有線 LAN ) や無線 LAN を使用する場合は、ネットワークへの接 
続を行います。 

P.148 「ネットワーク（有線 LAN ) を{まう」 
cap -150 「無線 LAN を巧う」 


モデムの設定 

モデムを使用してダイヤルアップ接続をする場合は、設定を行います。 
Fa P .179 「ダイヤル情報の設定」 

バックアップしたデータの復元 

再インストールを行う前にバックアップしたデータを復元します。 
ra p .283 「データのバックアップ」 

• マニュアルびゅ一わ 

• Internet Explorer 、 Windows メールの設定の復元 
• 重要なデータ 

バックアップ先のメディアなどから元に戻します。 
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こんなとをは 

困ったとさの確認事項や対処方法などについて説明します。 


r トラブルが発生したら」 . 246 

r 困ったとさに」 . 247 

r システム診断ツールを使ラ」 . 273 

r トラブル時に役立つ機能」 . 274 

r 警告メッセージ/警告音」 . 279 













トラブルび発生した s 


本機をご使用時にトラブルが発生した場合は、次の場所から対処方法を確認し 
てください。 

• 困ったとさに 

トラブルが発生した場合の確認事項と対処方法を記載しています。 
rs P .247 「困ったときに」 

•と6ぶる辭ミ夹ナビ 

当社ユーザーサポートページの「サポート情報検索」から、技術的なトラブ 
ルの解決方法をピックアップして収録しています。 



r インフォメー シヨ ンメ 
ニュー」を開を、「と5 
ぶる解ミ夫ナビ」をクリツ 
クしまず。 


ft ご弓 , 55®! 了ビ Win 山 W3 Internet Explorer Imil つ !— lil 

,;、 j - I ぉ ，!♦, I jc 卜 Live 典 arcli P *J 

A * ちと s ぶ assft ビ _j_ 可 t - 因を - liJ •ベー ジ阻- 3 ツ ー ivie )， 。 



トラブルが起さた場合の 
対処の流れ 



サポート•サービスのご案内 

『サポート•サービスのご案内』（別冊）には、当社のサポートやサービスの内 
容が詳しく記載されています。 

困ったときや万一の場合に備えてご覧ください。 


































I 困つたとをに 


困ったときの確認事項と対処方法を説明します。不具合が発生した場合に参 
考にしてください。対処方法が見つからない場合は、「インフォメーション 
メニュー」の「とらぶる解みナビ」や「サポート情報検索」もあわせてご覧く 
ださい。 



不具合が解消しない場合は 

対*処を行っても不具合が解消しない場合は、『サポート .サービスの ご案内』 
(別冊）をご覧になり、 「カスタマーサービスセンター」 までご連絡ください。 


不具合一覧 


コンピュータ本体（起動時） . P .248 

♦起動 . P .248 

•そのほか .13.2 己3 

コンピュータ本体 . P .2 己4 

•省電力機能 . P .2 己4 

•バッテ U パック .... P .2 已已 

•セキュ U ティチップ （ TPM ) . ... P .2 己目 

•そのほか .. P .2 己目 

メモリ . P .2 己8 

• メモ U .... 13.2 己8 

記憶装置 . P .259 

• HDD . p .259 

•光ディスクドライブ . P .26 日 

• PC 力ード . P .262 

• メモ U 力ード . P .263 

入力装置 . P .263 

•キーボード . P .263 

♦タッチパッド . P .264 

表示装置 . P .265 
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ネットワーク、インターネット 


P.272 









































困ったとさに 


►コンピユータ本体の不具合（起動時) 


コンピュータが起動できないときの対処方法を説明します。 


起動時の不具合 

シャツトダウン状態からコンピュータが起動できない場合は、次の診断を行 
い、を診断結果に応じた対処を行ってみてください。 


スタート 


コンピュータの電源 
を入れる 


1=|> YES 

ク 



♦ NO 

画面に EPSON □ゴ 
が表示される 

今 

起動でをない 

皆 

診曲おま A 

ク 




画面に Windows □ゴ 
が表示される 

伞 

画面に エラー メッセ 
ージが表示される 

♦ 

起動でさない 

ク 

ク 


ク 

起動で走ない 


超動でさない 


診断結ま己 

ク 

ク 




診断結ま D 


診助結ま C 


診断結果 A 


次の対処を順番に行ってみてください。 


(1) か巧けディスプレイの電源を入れる 

外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を 
入れ、画面が表示されるか確詔、してください。 

(2) コンピュータへの電源供給をお認する 

コンピュータへの電源供給に問題がある可能性があります。本機の電源を 
切ってから、コンピュータと AC アダプタ、電源コードを接続しなおし、再 
度電源を入れ、問題が解みされるかどうか確認してください。 

バッテリパックのみで使用している場合は、完全放電している可能性があ 
ります。 AC アダプタを接続してみてください。 
ra P .40「 Ac アダプタを接続する」 
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(3) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源 
を入れ、問題が解決されるかどうか確認してください。 

(4) 電源保護回路を解除する 

過電流によってコンピュータが不安定になっている可能性があります。周 
辺機器や増設機器類（マウス、ディスプレイを含む）を外して電源コード 
を抜いたあと、1分程度放置し、問題が解決されるかどうか確認してくだ 
さい。 


診断結果 B 


次の対処を順番に行ってみてください。 

( 1 ) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源 
を入れ、問題が解決されるかどうか確認してください。 

( 2 ) セーフモードで起動し、システムの復元を行ラ 

必要最低限のが態であるセーフモードで起動してみてください。 

巧 P.274 「セーフモードでの起動」 

セーフモードで起動できた場合は、「システムの復元」機能を使用して K 前 
のコンピュータのが態に房すことで、問題が解決できる可能性があります。 
システムの復元を行ってみてください。 

巧 p.274 「システムの復元」 


(3) 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認、してください。 

1 . シャツトダウン状態か!5コンピュータの電源を入れます。 

2. 「EPSON」 と表示され 消えた直後に广再~1 を巧し、そのまま離さずにしば 
らく巧し続けます。 

3. r 詳細ブートオプション」画面が表示された5、 nn または m を巧して、 
r 前回正甫起動時の構成」を選択し、を巧します。 


(4) BIOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設を 
を初巧値に戻し、問題が解巧されるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

P. 209 r Load Optimal Defaults (初撕直に戻す)」 
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(5) Windows を再インストールする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプログラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解かされるかどう 
か確認してください。 

ra p .225 「ソフ トウエアの 再 インストール」 

診断結果 C 

まず、 P 3 p .279 「警告メッセージ/警告音」をご覧になり、メッセージに応じ 
た対処を行ってください。あてはまるメッセージがない場合は、下記をご覧に 
なり、巧処を行ってください。 

• rs.M.A.R.T Failure Predicted on HDD / WARNING: Immediately 
back-up your data and replace your HDD 」 とし、うメッセージび表本 
された場合 


(1) カスタ マーサービスセンターへ 連絡す る 

HDD に問題がある可能性があります。『サポート.サービスのご案内』側 
冊）をご覧になり、カスタマーサービスセンターへご連絡ください。 

•「DISK BOOT FAILURE」 、 「Invalid system disk」 、 「Missing 
Operating System 」 、 「 Opera 甘 n 巨 System Not Found」 、 「Reboot 
and Select proper Boot device "」 などのメッセージび表示された場合 


次の対処を順番に行ってみてください。 


(1)FD や USB フラッシュメモリを取りかす 

接続している USB FDD に FD がセットされていたり 、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器から OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解巧されるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「BootJ メニュー画面で HDD の起動時の優先順位を FDD 
や USB 機器よりも前に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を接続した状 
態でも、コンピュータを起動できるようになります。 
ra 口 ' 215「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 


( 2 ) しば6く放置する 

急激な温度を化があった場合は、 HDD の表面が結露している可能性があり 
ます。幹:くまで、しばらく放置しておいてから、再を電源を入れてみてくだ 
さい。 
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(3) HDD の認識と接続を確認する 

BIOS で HDD を認識できていない可能性があります。次の手順で BIOS を確 
詔してください。 


1 . BIOS Setup ユーテイリテイを起動します。 

ド W p.205「BIOS Setup ユーテイリテイの起動」 

2. 「 Advanced 」 メニユー画面の 「IDE Confi 邑 uration 」 で 「Primary IDE 
Master 」 の表示を確認します。 

HDD の型番が表示される場合、 HDD は正常な状態です。続いて、下記 

(4) (5) の作業を行ってみてください。 

rNot Detected].「None」 などと表示される場合は、 HDD が正常に認識さ 
れていません。『サポート.サービスのご案内』をご覧になり、「カスタ 
マーサービスセンター」へご連絡ください。 

(4) 目 IOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解みされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設定をメモしておいてください。 

1^7^ P.209「LoadOptimal Defaults (初期値に戻す）」 


(5) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解決されるかどう 
か確認してください。 

rs p.225 「ソフトウェアの再インストール」 

• そのほかのメッセージが表示された場合 


次の対処を順番に行ってみてください。 


(1) FD や USB フラッシュメモリを取り外す 

接続している USB FDD に FD がセットされていたり、 USB 接続のフラッシュ 
メモリなどが接続されていたりすると、 FD や USB 機器から OS を読み込も 
うとして、現象が発生する場合があります。 FD や USB 機器を取り外してか 
ら、コンピュータを起動して、問題が解決されるかどうか確認してくださ 
い。また、 BIOS の 「Boot」 メニュー画面で HDD の起動時の優先順位を FDD 
や USB 樵器よりも前に設定しておくことで、 FDD や USB 機器を接続した状 
態でも、コンピュータを起動できるようになります。 

17^ P.215 「起動 （Bo 如）デバイスの順番を変更する」 

(2) 周辺機器や増設した装置を取0外す 

本機をご購入後にプリンタやスキャナ、メモリなど、お客様ご自身で増設 
された装置がある場合は、装置を取り外した状態で電源を入れ、問題が角宰 
決:されるかどうか確認してください。 
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(3) 目 IOS の設定を初期値に戻す 

BIOS の不整合が原因で問題が発生している可能性があります。 BIOS の設定 
を初期値に戻し、問題が解かされるか確認してください。初期値に戻す前に 
BIOS の設ををメモしておいてください。 

巧 P .209 「LoadOptimal Defaults (初期値に戻す)」 


(4) Windows を再インストールする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解かされるかどう 
か確認してください。 

巧 P .225 「ソフトウェアの 再 インストール」 


診断結果 D 


次の対処を順番に行ってみてください。 

(1) 周辺機器や増設した装置を取り外す 

本機をご購入後に、プリンタやスキャナなどの周辺機器、メモリなど、お 
客様ご自身で増設された装置がある場合は、装置を取り外したが態で電源 
を入れ、問題が解決されるかどうか確認、してください。 

( 2 ) セーフモードで起動し、常駐ソフトを停止したり、システムの復元を行ラ 

必要最低限の状態であるセーフモードで起動してみてください。 

回 p .274 「セーフモードでの起動 J 

七ーフモードで起動できた場合は、常,荘ソフト（システム稼動中、常に稼 
動しているソフト）を一時的に停止させることで問題が解かするかを確認 
してください。 

常駐ソフトを停止する手順は次のとおりです。 

1. [スタート]- r 検索ボックス」に rmsconfigj と入力して、を巧し 
ます。 

2. 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をク IJ ックします。 

3. 「スタートアップ」タブをクリックし、一覧から問題の原因となっている巧 
能性のある項目のチェックをかし、 [ OK ] をクリックします。 

4. 「再起動が必要な場合があります」といラメッセージが表示された6、[再起 
動]をクリックします。 

常駐ソフトが原因ではなかった場合、外したチェックは元に戻してくだ 
さい。 

常駐ソフトが原因ではなかった場合は、「システムの復元」を行ってみてく 
ださい。な前のコンピュータの状態に戻すことで、問題が解みできる可能 
性があります。 

p .274 「システムの復元」 
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(3) 前回正常起動時の構成で起動する 

セーフモードで起動できない場合は、前回正常起動時の構成で起動できる 
かどうかを確認してください。 

1 . シャツ トダウン状態か S コンピュータの電源を入れます。 

2. 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に rW を押し、そのまま離さずにし 
ば6 く押し続けます。 

キーを押すタイミンダがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、 
再起動してからやりなおしてください。 

3. r 詳細ブートオプション」画面が表示された5、 rn または厂 n 对甲して、 
r 前回正常起動時の構成」を選択し、を押します。 


(4) Windows を再インス I ルする 

HDD 内に記録されている、起動部分のプロダラムが破損している可能性が 
あります。 Windows の再インストールを行って、問題が解みされるかどう 
か確認してください。 

P .225 「ソフトウェアの再インストール」 


起動時の不具合（そのほか) 

現象 


起動時に次のよラにパスワードの入力が要ボされる。また、パスワードを入 
力してち起動しない。 


Enter Password : 


Hard Drive locked , enter password : 


確認と対処 

•「BIOS Setup ユーティリティ」のパスワードが設をされています。正しいパ 
スワードを入力してください。 

P .205 「BIOS Setup ューテイリテイの操作」 


•パスワー ドを正しく入力しているか確認してください。し NumLk ) の状態により 


一部のキー 

caip.78 


が数値キーとして働いていることもあります。 
「キーボードを使う J 


■パスワードをちれてしまった場合には、『サポート•サービスのご案内』を 
ご覧になり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 
















困ったとさに 


現象 


Windows が起動せず、「システム回復オプション」画面がまおされた。 


巧認と対処 

• Windows に不具合が起きると、 HDD 内に設定されている 「 Windows 回復環境 
(Windows RE ) J が自動的に起動します。「システム回復オプション」画面は 
Windows RE の画面です 。 Windows RE の機能を使用して、不具合を修復して 
ください 。 Windows RE の概要は、 冠 甘216 「 Windows 回復環境 （Windows 
RE ) を巧う」をご覧ください。 

^コンじユータ本巧の不具 口‘ 

コンピュータ本体の不具合にがする対処ホをを説明します。 

省電力機能に関する不具合 

現象 


正し<省電力状態に移行でさない。または省電力状態から復帰でさない。 


確認と対処 

■使用しているソフトウエアや常駐ソフト、増設している周巧機器の影響によ 
り省電力機能が正常に働かない可能性があります。ソフトウエアの削除や常 
駐ソフトの解除、周巧機器の一時的な取り外しを行い、省電力機能が正常に 
働くか確認してください。 

• バッテリ残量が少なくなり、本機が省電力状態になった場合は、 AC アダプ 
夕を接続してから復帰させてみてください。 


•省電力状態から復帰できない場合は、 厂化1 | + rAlO + (5 ele 勾 を押して本機を 
再起動してください。ただし、省電力状態に移行する前に作成したホ保存の 
データは、すべて消失します。 

•省電力が態で PC カードやメモリカード、 USB 機器などを抜き差しする 
と、正しく復帰できません。 [ Ctrl )+[ Alt l + [ Delete ] を押して、本機を再起動 
してください。ただし、省電力状態に移行する前に作成した未保存のデータ 
は、すべて消失します。 

•周辺機器の状態がをわると、省電力状態から復帰できないことがありま 
す。周辺機器を省電力状態に入る前と同じが態にしてみてください。 
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現象 

省電力状態か S 自動的に復帰してしまラ。 

確認と对処 

•ネットワーク（有線 LAN ) に接続している場合に、省電力状態から自動的に 
復帰することがあります。 

省電力状態から自動的に復帰しないように設定する方法は次のとおりです。 

(1) [スタート]-「コント□ールパネル」一「システムとメンテナンス」一「デ 
バイスマネージャ」をクリックします。 

(2) 「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[続行]をクリックします。 

(3) 「デバイスマネージャ」画面が表示された6、「ネットワークアダプタ」をダ 
ブルクリックし、 nntel ( R ) 82曰目日 MM • • •」をダブルクリックします。 

(4) nntel ( R ) 82己日日 MM ■ • ■ 」画面が表示された5、「電力の管理」タブを 
クリックします。 

(5) 省電力状態から自動的に復帰しないようにするには、 「 Wake 日 n Directed 
Packet 」 のチェックを外します。 

( 6 ) [ OK ] をクリックします。 

(7) 63^をクリックしてすべての画面を閉じます。 

バッテリパック使用時の不具合 
現ま 

充電されない。 

確認と対処 

•バッテリパックが正しく装着されているか確認してください。 

• 充電時にバッテリ巧電ランプが点なしているか確認してください。点灯して 
いない場合は、電源コンセントに電源が供給されているか確認してくださ 
い。ほかの電気製品を電源コンセントに接続してください。 

現ま 

すぐにバッテ U が終わつてしまラ。バッテ U での使用可能時間が短い。 

確認と対処 

•バッテリが寿命に達したと考えられます。新しいバッテリと交換してくださ 
い。なお、巧用済みのバッテリは、巧定のホ法でリサイクルしてください。 
rw P .71 レくッテリの交挽 

P .74 「使:用巧みバッテリの取りない」 

•バッテリパックの劣化をかえて寿命を延ばす方法は、 P .73 レくッテリの寿命 
を延ばすには」をご覧ください。 




困ったとさに 


セキュリティチップのセキュリティ機能 ( TPM ) の不具合 
現象 


セキュ U テイチップの情報を初期化して、購入時の状態に戻したい。 


確認と対処 

■セキュリティチップの情巧の初期化は、 「 BIOS 七ットアップユーティリティ」 
の次の項目で行います。 

r Security ] メニュー画面一 「TPM Security Clear 」 で' [■<■! 1 を押します。表示 
されたセキュリティチップ設定の初期化ウィンドウで 「 Okj を選択し、 「 Ex 山 
メニュ ■ —画面一 r Save Changes and ExitJ を選択して BIOS を終了します。情 
報が初期化され、コンピュータが再起動します。 

FS P .205 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

初«化を行うと、それまでに暗を化されたデータを使用できなくなります。 
また 、 Windows Vista の HDD 暗号化機能 「 BitLocker 」 を使用している状態で初 
巧化を行うと、 Windows が起動できなくなり、暗号化していた HDD 内のデー 
夕も巧用できなくなります （ BitLocker は 、 Windows Vista Ultimate および 
Windows Vista Enterprise の機能です)。 

セキュリティチップの初期化を行う場合は、おを様の責任において十分に注 
意して行ってください。 


そのほかの不具合 
現ま 


八ングアップしてしまい、何ち反応しない。 


確認と対処 

•応答のないソフトウエアをタスクマネージャで終了させます。 

ソフトウエアを終了させることができない場合には、5砂な上電源スイッチ 
を押して電源を切ってください。 

FS P .62 レ、ングアップしたときは」 


現象 


「BIOS Setup ユーティ U ティ」の情報、日付、時間などの設定が変わって 
しまラ。 

巧認と対処 

■本機内部のリチウム電池の残量が少なくなり、 BIOS のデータを保持できな 
くなっている可能性があります。『サポート.サービスのご案内』をご覧に 
なり、カスタマーサービスセンターまでご連絡ください。 
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現象 


BitLocker でドライブを暗号化した状態で BIOS のアップデートや Boot の 
順きの変更を行ったところ、 BitLocker のパスワード入力やパスワードを保 
巧してある USB フラッシュの挿入をホめ5れた。 

(BitLocker は、 Windows Vista Ultimate および Windows Vista Enterprise 
の機能です。） 


確認と対処 

•パ スワ ードを入力するか、パ スワ ードを保存してある USB フラッシュを挿入 
してください。 BIOS のアップデートや Boot の順番のを更を行うときは、 
BitLocker のドライブ暗号化を解除した状態で行ってください。 


現象 


終了処理をしてち電源が切れない。 


確認と対処 

• Windows Vis はでは、[スタート]-[む]を押すと、本機は「スリープ状態 J 
になります。電源を切りたい場合は、[スタート] 一 [►] 一「シャットダ 
ウン」で電 SC を切つてください。 

•正しい処巧を行っても電源が切れない場合は、電源スイッチを5秒な上押し 
続けてください。 
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►メモリの不具合 

メモリの不具合に対する巧処方法を説明します。 


メモリの不具合 
現ま 


メモ U チ I ックでまおされるメモ U 容量が実際の容量と違っている。 


確認と対処 

■起動時のメモリチェックや Windows 上では、メモリ容量が正しく表示されな 
いこと があります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」 を起動し 、 「Main J メ 
ニュー画面一 「 SystemMemory 」 で絡メモリ容量を確認してください。 

巧 P .205 「BIOS Setup ユーティリティの操作」 

• メモリを増設した場合は、メモリのタイプが合っているか、スロットの奥 
までしっかりと差し込まれているか確認してください。 

Fa P .193 「メモリの装着」 

•本機は、メインメモリの一部を AMT 機能で巧用します。装着している総メモ 
リ容量から、 AMT 機能で{ま用するメモリを量（搭載メモリ容量により16〜 
64 MB ) を差し引いて表示されます。 
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►記憶装置の不具合 

記憶装置の不具合にがする対処ちをを説明します。 


HDD の不具合 
現象 


HDD 容量が Windows 上で、マニュアルに記載されている容量と異なってま 
おされる。 


5奮認と対処 

•本機に搭載されている HDD 容量を Windows 上で確認すると、 マニュアルに 記 
載されている HDD 容量より少なく表示されます。 

これは、 Windows 上では容量を計算や表示する場合に「2進法」 （0 と1の2つ 
の数字を用いる表記を）を使用しているのに対して、 マニュアルでは HDD な 
どの仕様を表記する陈に用いられている「10進を」 （0 〜9の数字を用いる表 
記を）を使用していることによる違いです。 

2進法で表記した 1 KB (キロバイト）は 「1024 ByteJ になるのに巧し、10進 
法で表記した場合には riOOOByteJ となります。そのため、 Windows などの 
OS 上で表示される HDD 容量は、マニュアルに記載されているを量よりも少 
なく表示されます。 


現象 


HDD か SWindows が起動しなし、 


5奮認と対処 

• BIOS Setup ユーティリティの 「 Boot 」 メニュー画面で起動時の HDD の順番が 
正しく設定されているか確認してください。 

な P .205 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作 J 


現象 


Windows の再インストールをした!5、 HDD の空き容量が大幅にミ威ってし 
まつた。 


5產認と対処 

• P .232 「Windows Vista のインストール J 手順9で、 C ドライブのフォーマット 
を行わずに Windows のインストールをしてしまうと、な前の Windows のデー 
夕が Windows . old フォルダに保存されるため、 HDD の空き容量が大幅に減つ 
てしまいます。 Windows . old フォルダが不要な場合は、削除してください。 
Windows . old フォルダは[スタ'—卜]_「コンピュ ■ —夕 J _ 「 C ドライブ」に 
あります。 

通常は、手順どおりに C ドライブを フォーマッ トしてから Windows のインス 
トールをしてください。 
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困ったとさに 


光ディスクドライブの不具合 

現ま 

才ーディオ CD や DVD VIDEO 再生時に、音声が出力されない。 

確認と対処 

■スピーカの音量が小さくなっている可能性があります。を量を調節してくだ 
さい。 

巧 P .138 「音量の調節」 

現象 

セツトしたメディアにアクセスでさない。 

確認と対処 

• メディアが正しく七ツトされているか確認してください。 

• メディアを挿入した直後、アクセスランプ点灯中は読み込み準備のためアク 
セスできません。この場合はアクセスランプの消灯を待って、もう一をアク 
セスしてください。 

• メディアの表面にキズなどがないか確認してください。 

•別のメディアにアクセスできるか確認してください。問題がない場合は、ア 
クセスできないメディアに問題がある可能性があります。 

•特殊なフォーマツト形式のメディアの場合、アクセスできない可能性があり 
ます。お使いの光ディスクドライブで f まえるフォーマツト斤多式を確認してく 
ださい。 

rs 「マニュアルびゆ一わ」一『光ディスクドライブ PDF マニュアル』 

•セツトしたメディアが、書き込み巧みの場合、光ディスクドライブとの相性 
によりアクセスできない可能性があります。 

現象 

セツトしたメディアが取り出せない。 

確認と対処 

• コンピュータの電源が入っているか、確認してください。 

• ソフトウエアによっては、独自の取り出し方をでないとメディアが取り出せ 
ないものもあります。詳しくは、お使いのソフトウエアに添付のマニュアル 
をご覧ください。 
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現象 

メディアの書さ込みがでさない。 


確認と対処 

• DVD - ROM ドライブの場合、メディアへの書き込みはできません。 

•書き这みソフト 「Nero 7 Essentials J がインストールされていない場合は、イ 
ンストールをしてください。 

巧 P . 240 「Nero 7 Essentials のインスト ■ —ル」 


• メディアのフォーマットに関する不具合や、書き込みに関する不具合につい 
ては、 『 Nero ューザーズガイド』を参照してください。 

「マニュアルびゆ一わ」一 『 Nero ユーザーズガイド』 

• お使いの光ディスクドライブ巧応のメディアを使用しているかどうか確認 
してください。 

Fa 「マニュアルびゆ一わ」一『光ディスクドライブ PDF マニュアル』 


•データの書き込みをドラッグアンドドロップで行うには、 「 InCDJ でメディ 
アをフォーマットする必要があります。 

TTM p . l 02 「Nero 7 Essentials の使い方」 


• InCD で 


巧用できるメディアは、 CD - RW 、 DVD ± RW 、 DVD - RAM のみです。 
102 rNero 7 Essentials の使レ、方」 


• InCD でフォーマットしたメディアは 、 「Nero 7 Essentials 」 での書き込みがで 
きません 。 Nero 7 Essentials で「ディスクの消ち」を行ってください。 
p . l 02 「Nero 7 Essentials の使いホ」 


■ Windows が省電力状態に切り替わると、書き込み可能なメディアへのデータ 
転送エラーが起き、書き込みに失敗する場合があります。書き込みを始める 
前に省電力が態に移行しないように設定してください。 
ra p .186 「省電力状態に移行する方法」 

• メディアが正しくセットされているかどうか、確認してください。 

• メディアの表面に巧れやキズなどがないか、確認してください。 

• メディアの残量があるか、確認してください。 

•へッドレンズの汚れによって、書き込みができない場合があります。 

•光ディスクドライブとの申を性によって、セットしたメディアに書き込めない 
場合があります。 




困ったとさに 


現象 


DVD の再生がでさない。 


確認と对処 

• DVDVIDEO を再生する場合は、専用の再生 ソフ トウエアが必要です。本機に 
は WinDVD がインストールされています。 

DVD VIDEO の再生に関する不具合は、 WinDVD のヘルプを参照してください。 

• 解像度や色数を調節してみてください。 
rsi p .126 「解像度や表示色の変更方法」 

• 外付けディスプレイを接続して、クローンモードでの表示をしていると、「使 
用しているディスプレイ環境は保護されているコンテンツの再生をサポー 
卜していません。」というメッセージが表示され、 DVD VIDEO の再生が中断 
されます。このような場合は、クローンモードでの表示を無劾にしてくださ 

い。 

巧 P .132 「モードを切り替えるには」 


PC 力ードの不具合 
現象 

PC 力ードを装着してち、使用でさない。 

確認と対処 

•本機で使用可能な PC 力ードかどうか確認してください。 
rs P .106「 PC カードを巧う」 


• PC カード スロッ トに力ードが正しく装着され、認識されているか確認してく 
ださい。 

口 p .106「 PC カードを使う」 


• PC 力 ■ ー ドを使用するために必要なドライノくやソフトウエアがインスト ' ール 
されているか確認してください。詳しくは、 PC カードに添付のマニュアル 
をご覧ください。 

•外部機器を追加するために PC カードを装着した場合、外部機器と PC カード 
の接続が正しいか、正しいケーブルを使用しているかを確認してください。 
詳しくは、 PC カードに添付のマニュアルをご覧ください。 
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メモリカードの不具合 
現ま 


メモ U 力ードを装着してち使用でさない。 


確認と対処 

•本機で使用可能なメモリカードかどう力\ メモリカードが スロッ トの仕様に 
対•応しているか確認してください。 
rs p.iio 「本機で使用できるメモリカード」 

• メモリカードスロットにカードが正しく装着され、認識されているか確認し 
てください。 

巧 P .111 「メモリカードのセットと取り外し J 

►入力装置の不具合 


入力装置の不具合に巧する対処ちをを説明します。 

キーボー ドの不具合 
現象 


どのキーを巧しても応答がない。 


確認と対処 

•タッチパッドを操作してください。タッチパッドで操作できる場合もありま 
す。 


•ソフトウ t アが時間のかかる処モ里を実行している可能性もあります。しばら 
く待ってみてください。 


ソフトウエアがハングアップしている可能性もあります。このような場合に 
は、タスクマネージャでソフトウユアを終了してください。 
ra P .62 「ソフトウェアの強制終了」 


現ま 


キートップにある文字や記号が入力でさない。 


確認と対処 

•直接入カモードで日本語を入力することはできません。日本語入カモードに 
切り替えてください。 

回 P .79 「文字を入力するには」 






困ったとさに 


264 


現象 

と区可]、丘互]と CSD (アプ U ケーシヨンキー）などの機能キーが動 
作しない。 


確認と対処 

• |"~^ と巧口、または fTiTl と IT ] (アプリケーションキー)の機能が入 
れ替わっている可能性があります。 

< r 品~1とが機能しない場合> 

BIOS の設をで、 「 Advanced 」 メニュー画面の 「 Ex 油 ange Fn & L-Ctrl keyj が 
「 Enabled 」 になっていないか確 f をしてください。 


<レけ1と I B 1(アプリケーシヨンキ ー) が機能しない場合> 

BIOS の設定で 、 「AdvancedJ タニュ '—画面の r Exchange R-Alt & Win App keyJ 
が rEnabledJ になっていないか確認してください。 

FS P .82 「入カキーの機能の入れ替え」 
rs P .205 「BIOS Setup ユーテイリテイの操作」 

タッチパッドの不具合 

現ま 


ポインタの動さが悪い。 


巧認と対処 

•手がぬれていたり、湿気を帯びていたりしていると、動きが悪くなります。 

• LCD ユニットを長時間閉じたままにしていた場合や、巧用環境により湿をや 
温度の急激なを化があった場合に正常に動作しなくなることがあります。一 
度電源を切って入れなおしてください。 

•タッチパッドユーテイリテイを起動し、ポインタの動作の設定を'塞更してみ 
てください。 


現象 


ポインタが動かない。 


確認と対処 

•タッチパッドが畑 F になっていないか確認してください。タッチパッドキー 
(白/ x ) を押してみてください。 

巧 P .83 「インスタントキー」 

• ソフトウェアが時間のかかる処巧を実行している可能性もあります。ソフト 
ウェアの マニュアルを ご覧ください。 




























第日章こんなとをは 


■ソフ トウエアが ハングアップ している可能性もあります。しばらく待っても 
反応がない場合は、再起動してください。 

ド W に61 「再起動 J 

ra P '62 レ、ングアップしたときは」 

►表示装置の不具合 


表示装置の不具合に対する巧処方をを説明します。 

LCD ユニッ トの不具合 
現象 


LCD 画面に何ちまおされない。 


5產認と対処 

•外付けディスプレイを接続している場合は、外付けディスプレイの電源を入 
れ、面面が表示されるか確認してください。 


•画面の明るさを調節してください 。 「Fn l+r F 5 1/1 Fn |+1 F 6 ) で調節でき 
ます。 

回 P '124 「LCD ユニットの調整」 

•バックライトが消灯していないか確認してください。 rrn + r ^ を押して 
みてください。 

ド P .124 「バックライトの消灯」 

•省電力状態になっている可能性があります。キーボードを操作してくださ 

い。 

rs P .188 「省電力状態からの復帰方法」 

• バッテリ使用時に、バッテリ残量が低下してそのまま放置すると、スリープ 
状態に移行します（購入時の設定)。 AC アダプタを接続してから復帰してく 
ださい。 

• コンピュータの 電源を切ってから20秒な内に電源、を入れると、 システム 管理 
機能が電源を異常と判断する場合があります。一度電源を切って、20秒が上 
待ってから電源を入れてみてください。 

•警告音（ビープ音）が鳴った場合は、起動時の自己診斬テストにて異常が発 
見された可能性があります。警告音（ビープ音）の回数をメモして、『サポー 
卜•サービスのご案内』（別冊）をご覚になり、テクニカルセンターまでご 
連絡ください。 

p .279 「警告メッセージ/警告音」 
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困ったとさに 


現象 


画面がち5つ<。 


巧認と対処 

• LCD 画面が明るくなったり、暗くなったりしてちらつく場合には 、 BIOS Setup 
ユーティリティ画面でも同様の現象が発生するか確認して、『サポート-サー 
ビスのご案内』をご覧になり、テクニカルセンターまでご連絡ください。 
Fa P.205 「BIOS Setup ユーテイリテイの 操作」 

►サウジドの不具合 


サウンドの不具合に対する対処方法を説明します。 

内蔵スピーカの不具合 
現象 


システムは正常に動作しているのに音が鳴5ない。 


巧認と対処 

• 内蔵スピーカの音声出力音量が小さくなっている、またはミュートになって 
いる可能性があります。ボリュームを調節してください。 

巧 P.138 「音量の調節」 

► FAX モデムの不具合 


現象 


r モデムが検出されませんでした。」とエラーメッセージが表示され、イン 
夕ーネットに接続でさない。 


確認と対処 

•「モデムの プロパティ」 で[詳細情報]または[モデムの照会]を実行して 
みてください。モデムに問題がある場合は、エラーメッセージが表示されま 
す。 

[スタート]-「コント□-ルパネル」一「八ードウエアとサウンド」一「電話 
とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ]-「診断」タブの 
[モデムの照会]をクリックします。 
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現象 


インターネットへ接続でをない 


5產認と対処 

•モジュラコードが、モデムコネクタに接続されているかを確認してください。 

■次の場所で電話番号や、設をを再確認してください。また、国番号と巿外局 
番や、トーンとパルスの設をも確認してください。 

[スタート]-唯続」-「接続先の名前」-[プ□パティ]-[ダイヤル情報] 

•接続ユーザータや、接続パスワードが間違っている可能性があります。次の 
点を確認、して入力してください。 

-全巧の文字を使用していないか（全角文字は使用できません)。 

-大文字と小文字を区別しているか。 

• 数字とアルファベットを間違えていないか。数字の0とアルファベットの 
〇など。 

• 接続ユーザー名とメールアカウントを混同していないか。 

• 接続パスワ' —ドとメ ' —ルパスワ' —ドをあ同していないか。 

• DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを入力した場合は設定が正しいか確認し 
てください。正しくな、場合は修正してください。 

次の手順で DNS (ネーム）サーバの IP アドレスを確認してください。 

(1) [スタート]-「接続」一 r 接続名（任意の名前）」一[プ□パティ]をク 
リックします。 

(2) 「ネットワーク」タブー「インターネットプ□トコル（ TCP / IP )」 一 [プ □ 
パティ]で DNS (ネーム）サーバのアドレスを確認してください。 

•原因不明で接続できない場合は、インターネット接続ウィザードを再実行し 
てみます。これで接続できることもあります。 

•接続してもすぐに切れたり、プロトコルが確立できないときは、アクセスポ 
イントを変更することによってインターネットへ接続できる場合もありま 
す。同じ巿内に複数のアクセスポイントがある場合はプロバイダの電話番号 
をを更してみてください。 

• 次の a 由で接続できないことがあります。時間をおいて接続してみてください。 
-極端に混雑していると、アクセスを拒否されることがある。 

-極端に混雑していると、接続はするがタイムアウトしてしまう。 

. プロ バイダのサーバが停止している。 




困つたとをに 


現象 


V .92、 K 已 6 flex 通信方式で通信でさない。 


確認と対処 

•回線状況によって、 V .92、 K 5 地 ex 通信方式で接続できない場合があります。 
V .92、 K 56 flex 通信方式のほかには x 2 方式があります。 x 2 方■式のモデムとは、 
V .34 通信方式 （33600 bps ) な下で接続します。またお使いになっている最寄 
りの電話局の交换機から、プロバイダなどの巧手側までの電話回線の通信経 
路が、すべてデジタル化されている必要があります。デジタルからアナログ 
への交換機切り替えが、この通信経路で1をだけ行われる場合にのみ、 V .92、 
K 56 flex 通信方式で接続することができます。 

• PBX 回線では、 V .92、 K 56 flex 通信方式では接続できません。 V .34 通信方■式 
(33600 bps ) な下で接続します。 


現象 


V .92、 K 已目 flex 、 V .34 通信方式で通信中に、通信速度が下がる。 


確認と対処 

• V .92、 K 56 flex 、 V .34 通信方式では、安定して確実な通信を行うために、モデ 
ム機能が回線状況によって自動的に調整を行い、通信速度を下げて接続する 
場合があります。 

►ソフトウェアの不具合 

ソフ トウ ェアの 不具合に巧する対処方をを説巧します。 

ソフトウエアの不具合 
現ま 


ソフトウェアの使用中に突然停止（八ングアップ）した。 


確認と対処 

• 過度の電源ノイズ、瞬時電圧ほ下などが発生した可能性があります。電源ノ 
イズによる現象には、ディスプレイのノイズ、 Windows の再起動、停止レ、 
ングアップ）などが含まれます。ソフトウエアを再度実行してみてください。 

•ケーブルの接続不良や、キーボード内のゴミやホコリ、電源の出力不安定、 
またはそのほかの部品の不良によって不具合が発生する場合があります。点 
検を行ってみてください。 
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• HDD に対するデータの読み書きの最中に振動が加わると、 Windows が停止 
レ、ングアップ）する場合があります。 

■応答のないソフトウェアを強制終了してからコンピュータを再起動してくだ 
さい。 

rs P .62 レ、ングアップしたときは」 


現ま 


ソフトウェアが起動しない。 


確認と対処 

• ソフトウエアの起動に必要とされるシステムリソース（メモリを量や HDD の 
使用可能な容量など）が整っているか確認してください。エラーメッセージ 
などが表示される場合は、ソフトウエアのマニュアルを参照して必要な対処 
を行ってから、再度起動してみてください。 

•ソフトウエアを正しいホ？去でインストールした力\ソフトウエアの起動手順 
を正しく実行しているか確認してください。 

•実行しようとしているデイレクトリが正しいか確認してください。オプシヨ 
ンの USB FDD から起動しようとしている場合は、ドライブやデイレクトリの 
指をが正しく行われているか確認してください。 

•ソフトウエアの巧用許諾を受けていない場合（違法コピーなど）、ソフトウエ 
アが動作しないことがあります。ソフトウエアの正式版を巧用してくださ 
い。 

•ソフトウエアの巧用ホ法をもう一を確認してください。それでもソフトウエ 
アの不具合が解みできないときは、ソフトウエアの販売元にお問い合わせく 
ださい。 


現象 


「マニュアルびゆ一ね」がグレーになつて使用でさない。 


確認と対処 

• Windows の再インストール前にバックアップした「マニュアルび ゆ 一 わ」 を 
復元してください。 

p .284 「マニュアルびゆ一わのバックアップ」 




困ったとさに 


• 「マニュアルびゆ 一わ」 を 使用できない攝合、当社のユーザーサポートペー 
ジから当社作成の電子 マニュアルをダウン ロー ドすることができます。 
ユーザーサ ポー トページから ダウン ロー ドした電子 マニュアルは、マニュア 
ルごとにファイルを開いてご覧ください。 

回 P .285 「電子 マニュアルのダウンロード」 


現象 


Internet Explorer を使用時、情報パーに警告が表示される。 


確認と対処 

•購入時の Internet Explorer は、セキュリティ強化のために、意図しないプログ 
ラムや実行ファイルのダウンロー ドについて警告するよう設定されていま 
す 。 Internet Explorer 皮用時、情報バーに警告が表示されたら、情幸良バーをク 
リックして、表示された項目から適切な巧化を選択してください。 


現象 


Windows メールで HTML メールの画像が表示されない、または添付フアイ 
ルが開けない。 


確認と対処 

• メール添付のファイルや送信元の不明なメールによるウイルスの侵入から、 
コンピュータを保護するための設定が購入時にされています。 

HTML メールの画像を見る場合は、送信元を確認して、件をの下にある情報 
バーをクリックします。 

添付ファイルについての設定は、次の場所で確認できます。 

Windows メールの[ツール]-「オプション」一「セキュリティ」タブー 
「ウイルスの可能性がある添付ファイルを保存したり開いたりしない」 


現象 


インストールしたネットワークアプ U ケーシヨンが動作しない。 


確認と対処 

•ファイアウォールが有効に設定されていると、ネットワークアプリケーシヨ 
ンが正常に動作しない場合があります。 
rw p '54 「七キュリティ対策を行う」 

詳細に ついては ソフトウエアの販売元にお問い合わせください。 
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現象 


ソフトウェアやプ□グラムが停止し、「データ実行防止」画面がまおされる。 


5產認と対処 

•ソフトウェアやプログラムがウイルスに感染している可能性があります。七 
キュリティソフトウェアでウイルスの検索-駆除を行ってください。 

•安全なソフトウェアを実行して「データ実行防止」画面が表示される場合 
は、ソフトウェアの製造元へお問い合わせください。 

•問題が解かしない場合は、『サポート.サービスのご案内』側刪をご覧に 
なり、テクニカルセンターまでお問い合わせください。 

インス I -ール時の不具合 

現象 


Windows の再インストールがマニュアルどおりにでさない。 


5奮認と対処 

•本書のインストール手順は購入時のシステム構成を前提にしています。イン 
ストールは、 BIOS の設定とシステム構成を購入時の状態に戻して行うこと 
をおすすめします。 


•本書のインストール手順は、 HDD のフォーマツト後に行うことを前提に記載 
しています。それな外の場合は、手順が異なることがあります。不明な点は 
『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、テクニカルセンター 
までお問レ、合わせください。 

•インストール 方法に関する最新情報を記載した紙類が添付されている場合 
があります。捆包品を確認してみてください。 


現象 


Windows VistaU カバ UDVD を入れて再起動をし、どれかキーを巧しても 
Windows の再インストールが開始されない。 


5奮認と対処 

•光ディスクドライブの起動順位を HDD よりも後ろに設定している可能性が 
あります 。 「BIOS Setup ユーティリティ」を実行して、起動順位をを更して 
ください。 

ra 口 ' 215「起動 （ Boot ) デバイスの順番を変更する」 




困ったとをに 


►ネットワーク、インターネットの不具合 


ネットワーク（有線 LAN 、 無線 LAN ) 、インターネットの不具合に対■する対処 
方法は、「インフォメーションメニュー」一「とらぶる解みナビ」をご覧くだ 
さい。 
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I システム診断ツ^ルをほラ 


「システム診断ツール」は、本機の調子が悪いときに、どのハードウェアが不 
具合の原因かを彰断するためのツールです。システム彰断ツールは本機に添付 
の「ドライバ CDJ に収録されています。 

►システム診断を実行ずる 


システム診断の実行ホ法は、次のとおりです。 


1 本機の電源を入れ、ドライバ CD を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示されたら、 @ をクリックし、画面を閉じてくださ 

い。 

艺 [スタート] -[►]- [再起動]をクリックして、本機を再起動します。 

Windows が起動できないときは、 [ Ctrl ]+[ Alt ]+ (Delete! を押して、コンピュー 
夕を再起動します。 

3 「 EPSON 」 と表示を、黒い画面に 「Kernel Loading * • • Press any key 
扣 run PC TEST 」 と表示された5、どれかキーを巧します。 

シス テ ム 診断ツールが起動し、自動的に彰断が開始します。 

4 診断び終了した6、診断結果を確認しまず。 

「 FJ が表示された場合は、表示された項目に不具合がある可能性がありま 
す。『サポート.サービスのご案内』（別冊）をご覧になり、 テクニカルセン 
ターまで ご連絡ください。 


5 光ディスクドライブか5ドライバ CD を取り出し、電源を切りまず。 

これでシステム診断は完了です。 
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I トラブル時に巧立つ機能 


ここではトラブルが発生した場合に役立つ Windows が持つ機能について説明し 
ます。 

►セーフモードでの起動 


コンピュータが起動できなレ、場合や、ディスプレイで表示できない解像度を選 
択して表示ができなくなってしまった場合などには、七ーフモードで起動して 
みてください。 

セーフモードで起動するち法は、次のとおりです。 

1 本機の電源を切り、20砂程放置してか5、電源を入れます。 

2 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に を押し、そのまま離さずにし 
ば S く巧し続けまず。 

3 「詳細ブー ト オプション」画面げ表示された5、 nn または m を巧して、 
「セーフモード」を選択し、を巧しまず。 

セーフモードで起動できた場合は、不具合に巧する対処を行ってください。 

►システムの復元 


本機の動作が不安定になった場合、「システムの復元」を行って Windows をが前 
のが態（復元ポイントを作成した時点の状態）に戻すことで、問題が解決でき 
ることがありまず。 

復元ポイントは通常、ソフトウェアのインストールなどを行った際に、自動的 
に作成されますが、手動で作成しておくこともできます。 

システムを復元ずる 

システムを復元ポイントの状態に戻す方法は次のとおりです。システムの復元 
を行う前に、 HDD のデータをほかのメディアにバックアップしておくことをお 
すすめします。 

1 [スター ト]- 「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を還択しまず。 

2 「ユーザーアカウン ト 制御」画面が表示された S 、 臓巧]をクリックしまず。 

d 「システムの復元」画面が表示された5、 r 推奨される復元」を選択し、[次 
へ]をクリックしまず。 

復元ポイントを指をしたい場合は、「別の復元ポイントを選択する」を選択 
して[次へ]をクリックし、ポイントを選択して[次へ]をクリックします。 
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4 「復元ポイントの確認」と表示された5、内容をお認し、[完了]をクリック 
しまず。 

5 「システムの復元を開始ずると…」と表示された5、[はい]をクリックしま 
ず。 

Windows が再起動します。 

〇 再起動を、「システムの復元は正常に完了しました。…」と表示された5、 
[閉じる]をクリックします。 

これでシステムの復元は完了です。 

復元ポイントを手動で作成ずる 

復元ポイントを手動で作成するち法は次のとおりです。 

1 [スタート]-「ずべてのプ□グラム」一「アクセサリ」一「システムツー 
ル」一 「システムの復元」を選択します。 

Z 「ユーザーアカウント制御」画面げ表示された5、臓巧]をクリックしまず。 

3 「システムの復元」画面び表示された S 、 「システムの巧霞」をクリックしま 
ず。 

4 「システムのプ□パティ」画面げ表示された5、復元ポイントを作るドライ 
ブ（□-カルディスク）にチェックを付けて[作成]をクリックしまず。 

5 「復元ポイントの作成」と表示された5、説明を入力し、[作成]をクリック 
します。 

〇 「復元ポイントは正常に作成されました。」と表示された6、 [0 K ] をクリッ 
クしまず。 

な上で復元ポイントの作成は完了です。 




トラブル時に役立つ機能 


^Windows 回復摄境 (Windows RE ) を巧う 

本機の HDD 内の「消ち禁止領域」には、 「Windows 回復環境 （Windows RE) 」が 
設をされています。 Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows RE が自動 
的に起動し、不具合に巧するえホ化を行うことができます。 

Windows RE の項目 

Windows RE には、次の項目があります。 



•スタートアップ修復 

Windows を起動できない問題を自動的に修正します。 Windows が起動できな 
いときは、まずスタートアップ修復を行ってみてください。 

• システムの復元 

コンピュータの 状態をな前の状態（復元ポイントを作成した時点のが態）に 
戻します。 

• Windows Complete PC 復元 

バックアップしてあったデータを使用してコンピュータ全体を復元します。 
Windows Vista Home Premium、Windows Vista Home Sasic t こ（王、 Windows 
Complete PC 復元のためのバックアップ機能はありません。 

• Windows メモリ診断ツール 

メモリにハードウエアエラーが発生しているかどうかを確認します。 

■コマンドプ□ンプト 

コマンド プロンプトウインドウを開きます。 
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r システム回復オプション」画面が表示された5 

Windows に不具合が起きると、 HDD 内の Windows 民 E が自動的に起動し、「シス 
テム回復ホプシ ョン」 画面が表示されます。 

「システム 回復 オプション」 画面が表示されたら、次の手順で Windows 民 E の項 
目を表示させ、対処を行います。 

1 「システム回復オプション」画面げ表示された S 、 キーボードレイアウトび 
「日本語」になっていることを®認し、[なへ]をクリックしまず。 

2 「修復ずるオペレーテイングシステムを選択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 び選択された状態で[次へ]をクリックし 
まず。 

3 Windows RE の項目び表示された5、実行したい項目をクリックしまず。!•ソ 
陶ホ、画面の指示に従って作業を行ってください。 

HDD 内の Windows RE を手動で起動ずる 

HDD 内の Windows RE は、手動で起動することもできます。 

手動で起動するち法は、次のとおりです。 

1 コンピュータの電源を切り、20砂程放置してか5、電源を入れまず。 

2 「 EPSON 」 と表示され、 消えた直後に を巧し、そのまま離さずにし 
ば S く巧し続けまず。 

广品 を押すタイミングがずれて、 Windows が起動してしまった場合は、再 
起動してからやりなおしてください。 

3 「詳細ブートオプション」画面び表示された5、「コンピュータの修復」を還 
択し、〔3を巧しまず。 

4 「システム回復オプション」画面げ表示された5、キーボードレイアウトび 
「日本語」になっていることを巧認し、[次へ]をクリックしまず。 

5 「修復ずるオペレーテイングシステムを還択し…」と表示された5、 
「Microsoft Windows Vista 」 が選択された状態で[次へ]をクリックし 
まず。 

〇 Windows RE の項目が表示された5、実巧したい項目をクリックします。じ I 
陶ホ、画面の指示に従って作業を巧ってください。 










トラブル時に役立つ機能 


DVD の Windows RE を使用する 

Windows RE は本機に添付の 「Windows Vis はリカバリ DVD 」 にも収録されてい 
ます。 HDD 内に設をされている Windows RE を誤って消去してしまった場合な 
どに使用してください。 

DVD に収録されてレ、る Windows RE の起動ホをは、次のとおりです。 


1 コンピユータの電源を入れ、 Windows げ起動した5 、 「Windows Vista リ 
カバリ DVD 」 を光ディスクドライブにセットしまず。 

「自動再生」画面が表示され たら^を クリックし、画面を閉じてください。 

2 [スタート]- [►] -「再起動」をクリックして、コンピュータを再起動 
します。 

3 「 EPSON 」 と表示後、黒い画面に ["Press any key to boot from CD or 
DVD 」 と表示された6、どれかキーを巧しまず。 

一を時間内にキーを押さないと、 HDD 内の Windows Vis はが起動してしまい 
ます 。 Windows Vista が起動してしまった場合は、手順2へ戻ります。 

4 「システム回復オプション」画面げ表示された5、キーボードレイアウトげ 
「日本語」になっていることを確認し、[巧へ]をクリックしまず。 

5 「修復ずるオペレーティングシステムを還択し…」と表示された6、 
「Microsoft Windows Vista 」 び選択されたげ態で[次へ]をクリックし 
まず。 

6 Windows RE の項目び表示された5、実行したい項目をクリックします。!•ソ 
陶ホ、画面の指示に従って作業を行ってください。 


278 




I 警告メッセージ/警告音 


本機は、起動時に自己診断テストを行い、内部ハードウェアの状態を彭断します。起動時にな下の警告 
メッセージが表示されたり、警告音（ビープを）が鳴ったりした場合は、な下のを対処を行ってくださ 
い。処置を行ってもなおらない場合は、『サポート•サービスのご案内』（別冊）をご覧になりテクニカ 
ルセンターまでご連絡ください。 

警告メッセージ 


メッセージ 

説明と対処ち法 

Reboot and Select proper Boot device or 
Insert Boot Media in selected Boot device 
and press a key 

• ブートデバイスにシステムがない場合は 、 「BIOS Setup ユーティ 
リティ」一 「 Boo りメニュー画面一 「Boot Device Priority 」 で、 
システムの入ったデバイスを割り付けてください。 

• ブートデバイスにメディアが挿入されていない場合は、シス 
テムの入ったメディアをブートデバイスに挿入してくださ 
い。 

CMOS Battery Low 

バックアップ用電池の容量が不足して 、 CMOS RAM の内容を 
保持できません。テクニカル七ンターまでご連絡ください。 

CMOS Checksum Bad 

CMOS の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup ュー 
ティリティを起動して、 「 Exit 」 メニュー画面一 「Load 

Optimal Defaults ] を選択してください。 

CMOS Date/Time Not Set 

日付と時間の設定が正しく行われていません 。 BIOS Setup 
ューティリティを起動し、日付と時刻の設定をなおしてから 
「 Exit 」 メニュー画面一 r Save Changes and Exit J を選択してく 
ださい。 


警告音（ビープ音) 


警告音の回数 

警告の内容 

説明と対処ち法 

1 

Memory reiresh 

rimer error 

メモリリフレッシュが正しく行われていません。メモリ交换 
を行った場合は、もう一度取り付けなおしてください。 

3 

Mam memory read / 
write test error 

メモリの読み込み、書き込みが正しく行われていません。メ 
モリ交換を行った場合は、もう一度取り付けなおしてくださ 

い。 

6 

Keyboard controller 
BAT test error 

キーボードが正しく機能していません。テクニカルセンター 
までご連絡ください。 

7 

General exception 

error 

メモリ、キーボードな外のシステムが正しく動作していませ 
ん。テクニカルセンターまでご連絡ください。 

8 

Display memory 

error 

ビデオメモリが正しく動作していません。テクニカルセン 
ターまでご連絡ください。 
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警告メッセージ/警告音 


280 



付録 

本機をご使用になる際に役に立つ情報や、本機の仕様などについて説 
明します。 

r お手入れ」 . 282 

r データのバックアップ」 . 283 

r 電子マニュアルのダウン□ー ド」 . 285 

r セキュリティチップ （ TPM ) によるデータの暗号化」 . 286 

「 HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成」 . 287 

「リチウム電池の交換」.…… ........... 295 

「 AT コマンドの使用」 . 296 

r コンピュータを廃棄するときは」 ..... 297 

r 機能仕様一覧」 . 299 














I お手入れ 

►本機のお手入れ 


コンピュータ本体 

コンピュータ本体の外装の汚れは、柔らかいホに中性洗剤を適度に染み込ませ 
て、軽く巧き取ってください。 


制限 


ベンジン、シンナーなどの溶剤を使わないでください。変色や変形の可能性があ 
0ます。 


LCD 画面 


LCD 画面は乾いたホやテイッシュペーパーなどで巧いてください。水や洗剤な 
どは使わないでください。 



I データの バックアップ 


Windows を再インストールすると、 Windows がインストールされるドライブ（通 
常 C ドライブ）に保存しているデータはすべて消去されます。 Windows を再イン 
ストールする前に、必要なデータのバックアップを取っておいてください。 

►バックアップ方法 


作成したファイルや Internet Explorer の「お気に入り」など、 HDD 内のデ ' —夕を 
バックアップするホをやバックアップしたデータを復元するホ法は、本機の 
「インフォメーションメニュー J にある 「 PC お役立ち情幸良」で詳しく紹介して 
います。 


「 PC お役立ち情報」か！5見る 

バックアップホ法や復元方法は、次をご覧ください。 

「インフオメーシヨンメニュー」一 「 PC お役立ち情報」一「正しく、を全に 
使おう！」項目の 「 Windows システム」 



<画面の内容は予告なく変更される場合があ0ます> 


見たい情報を 
ク、 J ック 










































































データのバックアップ 


マニュアルびゅ一わのバックアップ 

マニュアルびゅ一わのデータは、 C ドライブの「お知らせ」フォルダにあり、 
Windows を再インスト ■ —ルすると削除されます。 Windows を再インスト ' —ルす 
る前に、 C ドライブの「お知らせ」フォルダをほかのメディアなどに必ずコピー 
して保存してください。 

ほかのメディアなどに保存した「お知らせ」フォルダは、 Windows を再インス 
トールした後に C ドライブにコピーして元に戻します。 
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I 電子マニュアルのダウンロード; 


当社のユーザーサポートページからは、お使いのコンピュータや周巧機器の電 
子マニュアル （ PDF - HTML など）をダウンロードすることができます。 

紙 マニュアルを なくしてしまった攝合 や、「マニュアルびゆ一わ」 の データを 
削除してしまった場合などにご利用ください。 

電子マニュアルのダウンロー ドは、次の場所から行います。 

「インフオメーシヨンメニユー」 一 「ユーザーサポート」一「タウン □ —ド」 
-「マニュアル」 



製造番号を 
入力して横索 


<画面の内容は予告な<変更される場合があります> 


制限 

►ダウンロードでをるそのほかのデータ 


「ューザーサポート」一「ダウンロード」からは、次のデータもダウンロード 
することができます。必要に応じてご利用ください。ダウンロードできるデー 
夕はお使いの機種により異なります。 

• 最新の日 lOS 
• ドライバ 
• ユーテイリテイ 
• お問い合わせ情報 
•壁紙 


ユーザーサポートページか6ダウン□ー ドした電子マニュアルは、「マニュアル 
びゆ一ね」で見ることはできません。マニュアルごとにファイルを開いてご K く 
ださい。 
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た線 - テ細 VTPM) 


本機に搭載されているセキュリティチップ （ TPM ) を使用すると、本機に保存 
されているデータを高度に暗号化することができます。 TPM のセキュリティ機 
能の使用方法は、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設定ガイド』（別冊）をご覧くだ 
さい。 


制限 

使用上のを意 

これは管 a 者向けの機能です。 TPM のセキュリティ機能を使用する場合は、内 
容を十分に a 解し、おを様の責任において暗を化を行ってください。 

TPM のセキュリティ機能使用前の準備 

TPM の七キュリティ機能を f ま用するには、 BIOS の設定と「七キュリティチップ 
ューティリティ」のインストールが必要です。 

• 日 lOS の設定 

BIOS の次の項目を変更します。 

「 Security 」 メニュー画面 - 「TPM Security」 ： Enabled (有効） 

購入時は、 「 Disabled 」 に設をされています。 

回 P.205 「BIOS SeUip ューティリティの操作」 

■セキュリティチップユーティリティのインス!'―ル 

購入時、本機に「セキュリティチップューティリティ」はインストールされ 
ていません。 TPM の七キュリティ機能を使用するには、七キュリティチップ 
ューティリティのインストールを行う必要があります。 

インストールちをは、『セキュリティ機能 （ TPM ) 設をガイド』をご覧くだ 
さい。 


TPM のセキュリティ機能で設定したパスワードは絶対に忘れないでください。 
忘れた場合、それまでに暗号化したデータの復元がでさな<な0ます。 
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HDD 巧巧（ドライブ)の分割•変更•作成 


ここでは、 HDD 領域（ドライブ）を分割•を更して{ま用するホをについて説明 
します。 


► HDD 領域を分割してほ用ずる（概動 


HDD 領域（ドライブ）の分割 

HDD 領域は、いくつかに分割して、それぞれ別々のドライブとして使用するこ 
とができます。 

HDD を分割した1つ1つを 「 HDD 領域」またはレ气ーテイシ ヨン」 とも言いまず。 
また、 Windows で使える HDD 領域が、「ドライブ」になります。 


く1台の HDD を分割する> 

例：1つの HDD 領域 （ C ドライブ）を、2つの HDD 領域 （ C ドライブと D ドライ 
ブ）に分割します。 


消去禁止領域 

C ドライブ 



消去禁止領域 

C ドライブ 

□ドライブ 



88 ^- 

消去禁止領域 

「消去禁止領域」には、 「 Windows 回復環境 （ Windows 民 E )」 が設定されています。 
r ^3^ p -276 「 Window 姻復環境 (Windows RE ) を使う」 


HDD 嶺域（ドライブ）のサイズの変更 

すでに分割されている HDD 領域のサイズ（容量）を変更することもできます。 


<ドライブのサイズを変更する> 

例： C ドライブのサイズを大きくします。 

消去禁止領域 消去禁止領域 


C ドライブ 

□ドライブ 



C ドライブ 

□ドライブ 



この場合は、 C ドライブと D ドライブを削除して、分割しなおす必要がありまず。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割- 変更 .作成 


► C ドライブを分割-'変更ずる 


C ドライブ分割のメリットとデメリット 

C ドライブを分割すると、次のようなメリット-デメリットがあります。 

C ドライブを分割する場合は、これらをよく理解した上で行ってください。 


• メリット 

HDD 領域を分割してデータの保存先を分けておくことで、リカバリ時に最小 
限の作業で元の環境に復帰することができます。 


< HDD 領域が1つの場合> 



リカバリ前 


フオーマツ ト後 


リカバリ後 


< HDD 領域を分割した場合> 




リカバリ後 


たとえば、 Windows やソフトウェアは C ドライブに、作成したデータなどは 
D ドライブに保存しておきます。 

この状態でリカバリ （ Windows の再インストール）を行うと、消ちされるの 
は C ドライブのみとなるため、 D ドライブのデータは、リカバリ後、すぐに 
そのまま使用することができます。 


HDD が分割されている状態でリカバリを行ラと去は、万一に備えて C ドライブ 
じ巧"皆靡ドライブの襲なデ-夕をルツクアップしてくださし、 


• デメリット 

• 〔ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割を行うには、リカバ 
リ （ Windows の再インスト ■ —ル）が必要です。 

- HDD 領域を変更すると、変更したドライブ内のデータはすべて消ちされ 
ます。 

- HDD 領域を分割して巧用すると、それぞれ分けられた領巧の最大容量ま 
でしか使用できないため、それぞれの領域により、容量が制限されます。 
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付録 


c ドライブの分割-変更の流れ 

C ドライブの分割.変更は、リカノくリ （ Windows の再インストール）中に行いま 
す。サイズ俊量）を変更するには、まずを更するドライブを削除してからサ 
イズを指定して再作成します。 

C ドライブな外のドライブの変更ちをは、 r ^ p .291 「 C ドライブな外のドライ 
ブを作成-変更する」をご覧ください。 


が限 


ドライブを分割-変更すると、分割-変更したドライブ内のデータはすべて消去 
されます。必要に応じて/ f ツクアツプを取つておいてください。 

ごす = p .283 「データのバックアップ」 


C ドライブの分割-'変更の流れは次のとおりです。 

作業は^ ap .290 「 C ドライブを分割-変更する」に従ってください。 


Windows インス I ル中に、 C ドライブを削除ずる 

削除したドライブは「ホ割り当て」になります。 




C ドライブじ(外のドライブを削除ずる 

HDD が分割されている場合に、ほかのドライブを削除 
して「未割り当て」を増やすことができます。 



r 未割り当て」に新しい容量を指定して、 C ドライブを作成する 



Windows のインストールを完了させる 



ドライブを作成する 

C ドライブ作成後に残っている「未割り当て」をドライブにします。 
FS P .291「 C ドライブな外のドライブを作成-変更する」 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


C ドライブを分割•変更する 

C ドライブの分割*変更をする場合は、 Windows の再インストールが必要です。 
rSp -232 「Windows Vis はのインストール」の手順9を次の手順に読み替えて、 
Windows のインストールを行ってください。 

く P .232 「Windows Vista のインストール」の手順日の読み替え> 

1 「ドライブオプション（詳細)」をクリックしまず。 

2 「ディスク0/ティション2」 （ C ドライスげ還択された状態で r 削附を 
クリックします。 

3 「このパーティションを削除ずると…」と表示された5、 [0 K ] をクリック 
します。 

削除したパーティション （ C ドライブ）が「未割り当て領域」となります。 

4 巧のとおり作業を続けまず。 

< c ドライブを分割する場合> 

( 1 ) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をクリックします。 

手順引こ進みます。 

< c ドライブの容量を増やす場合> 

すでに HDD が分割されている場合は、 C ドライブな外のドライブを削除して 
未割り当ての領域を増やします。ただし、削除したドライブのデータは消え 
てしまいます。 

(1) そのほかのパーティションも C ドライブと同様に削除し、「ディスク0未割り 
当て領域」を増やします。 

(2) 「ディスク0未割り当て領域」を選択し、「新規」をクリックします。 

手順5に進みます。 

5 C ドライブのサイズを巧めます。サイズを入力し、[適用]をクリックしまず。 

C ドライブには、 40 GB 程を (40000 MB ) を割り当てることをおすすめします。 

〇 「ディスク0パーティション2」 （ C ドライブ）び選択された状態で、[巧へ] 
をクリックしまず。 

Windows Vis はのインストールが開始されます。システム構成にもよります 
が、インストールは20分〜40分かかります。 

続いて P ^ p .232 「Windows Vis はのインストール J 手順10に進みます。 

手順10の画面が表示されるまでキーボードやタッチパッドは操作しないで 
ください。 
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付録 


► c ドライブなかのドライブを作ぶ-をちずる 


ここでは、 C ドライブな外のドライブを作成-変更する方法に ついて 説明しま 
す。 

次のような場合にご覧ください。 

• C ドライブ L ソ外のドライブのサイズを変更する場合 

• Windows の再インス I -ール中に C ドライブを分割して作成-変更された「未割 
り当て」をドライブにして使用する場合 

C ドライブ （ Windows の入っているドライブ）の分割•変更を行う場合は、 
r 5 lp .288 「 C ドライブを分割•変更する」をご覧ください。 

ドライブ作成-変更の流れ 

ドライブの作成の流れは次のとおりです。 

作業は^ Sp .292 「 HDD 領嫩パーティション）の作成手順」に従ってください。 


サイズ変更するドライブを削除（サイズ変更の場合のみ) 

削除された領域が「ホ割り当て」になります。 
ra p .294「 c ドライブな外のドライブを削除する」 



r 未割り当て」にパーテイシヨンを作成ずる 

JTM P-292 「 HDD 領域レくーテイシヨン）の作成手順 J 



フオーマツ トび自動で行われる 



パーテイシヨンび新しいドライブとして認識される 


※ HDD 内の「未割り当て」にパーティションを作成すると、パーティションは、 
Windows 上でドライブ （ D や E など）として利用できるようになります。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割- 変更 .作成 



パーティシヨンとは 

ドライブの作成•変更を行う画面（ディスクの管理）では、 HDD 領域のことを 
「パーティション」と言います。パーティションには、「プライマリパーティ 
ション」と「拡張パーティション」があります。 

. 1つの HDD に作成できるパーティションは最大で4つです。消去禁止領域も 
パーティシヨンの1つです。 

. パーティションを作成すると、自動的に3つ目まではプライマリパーティショ 
ンとなり、4つ目は拡張パーティションとなります。 

• 拡張パーティションには、論理ドライブをいくつも作成できます。 


<パーテイシヨンの組み合わせの例> 



C 

D 

拡張パーティション 

E 

F 

G 


1 1 1 1 

1 

1 



消去禁止領域 プライマリノ くーティシヨン 論理ドライブ 


HDD 領域（パーテイシヨン）の作成手順 

HDD 領域 (パーテ イシヨン）を作成する手順は、次のとおりです。 


1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「管 
理ツール」一「コンピュータの管理」をダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓衍をクリックしまず。 

3 「コンピュータの管理」画面び表示された5、画面左の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

HDD 領域の状態が表示されます。 



HDD 領域 
の状態 
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付録 


4 パーテイシヨンを作成したい r ホ割り当て」の領域をちクリックして、表示 
された メニ ユーか5「新しいシンプルボリユーム」をクリックします。 

5 「新しいシンプルボリユームウイザード」画面び表示された5、[次へ]をク 
リックしまず。 

6 「ボリユームサイズの指定」と表示された5、サイズを指定して、[巧へ]を 
クリックしまず。 

7 「ドライブで字またはパスの割り当て」と表示された5、ドライブで字を還 
択して[次へ]をクリックしまず。 

8 「パーテイシヨンのフォーマット」と表示された5、[巧へ]をクリックしま 
ず。 

9 「新しいシンプルボリユームウイザードの完了」と表示されまず。[完了]を 
クリックしまず。 

フォーマットが開始します。フォーマットが完了したら、 HDD 領域 (パー 
テイシヨン）の作成は完了です。 
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HDD 領域 （ ドライブ）の分割-変更-作成 


► C ドライブなかのドライブを削除ずる 


C ドライブな外のドライブ （ D ドライブなど）のサイズを変更するには、変更す 
るドライブを削除して、新しいサイズでドライブを作成しなおします。 
ドライブを削除すると、ドライブ内のすべてのデータは削除されます。ドライ 
ブ内の重要なデータは、 C ドライブや CD-R メディアなどにあらかじめバック 
アップを行ってください。 

ドライブを削除する手腕王、次のとおりです。 

1 [スタート]-「コント□-ルパネル」一「システムとメンテナンス」一「管 
理ツール」一「コンピユータの管理」をダブルクリックします。 

2 「ユーザーアカウント制御」画面び表示された5、臓衍をクリックしまず。 

3 「コンピュータの管理」画面が表示された5、画面左の「ディスクの管理」 
をクリックしまず。 

HDD 領域の状態が表示されます。 



<イメージ> 

4 削除したいドライブ（パーティシヨン）の領域をちクリックして、表示され 
たメニューか S 「ボリュームの削除」をクリックしまず。 

5 「•- •続巧しますか？」と表示された5 [はい]をクリックしまず。 

パーティションを削除すると、「未割り当て」になります。「未割り当て」を 
パーテイションとして巧用したい場合は、パーテイシヨンの作成を行いま 
す。 

p .292「 HDD 領域レく ー テ イシヨン） の作成手順」 
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u チウム電池の交換 


「BIOS Se 扣 P ユーティリティ」で設定した情報は、本機内部のリチウム電池に 
よって保持されます。 

リチウム電池は消耗品です。コンピュータの使用が況によって異なりますが、 
AC アダプタやバッテリからの電源供給が全くない場合、本機のリチウム電化の 
寿命は約5年です。 

日付や時間がおかしくなったり、 BIOS で設定した値がをわってしまうことがあ 
発するような場合には、リチウム電池の寿命が考えられます。『サポート•サー 
ビスのご案内』（別冊）をご覧になり、カスタマーサービス七ンターまでご連 
絡ください。 
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I AT コマンドのほ用 


AT コマンドについて 

コンピュータから FAX モデム機能に巧してさまざまなコマンドを送り、モデム 
の動作を制御することができます。本機のモデムではモデム制御コマンドに 
「 AT コマンド」を探用しています。 


AT コマンドの使用 

通信ソフトウェア （Internet Explorer や Windows メールなど）でモデムを動作さ 
せる場合は、通常コマンドを使用する必要はありません。しかし、「モデムの 
プロパティ」 画面の「追加設を」に AT コマンドを入力することで、不具合を解 
消したり、初期的な設をを行うことができます。 

次のような現象の場合は、「追加設定」の欄にコマンドを入力してみてくださ 

い。 

「追加設定」の欄を表示させるホ法は、次のとおりです。 

1 [スタート]—「コント□—ルバネル」一 「 A — ドウエアとサウンド」一「電 
話とモデムのオプション」一「モデム」タブー[プ□パティ]をクリックし 
まず。 

と 「詳細設定」タブをクリックすると、「追加設定」欄び表示されます。 


現象 

AT コマンド 

ダイヤル音やネゴシエーション音を消したい。 

「 ATM 0」 

ダイヤル音やネゴシエーション音を小さくしたい。 

「 ATL 0」 

「トーンが検出できません」などのエラーメッ七一 
ジが表示されインターネットに接続できない。 

「 ATXS 」 

モデムの設定を工場出荷時の状態にする。 

「 AT & F 」 

ダイヤル回線レくルスダイヤル）でダイヤルする。 

「 ATP 」 

プッシュ回線（トーンダイヤル）でダイヤルする。 

厂 ATT 」 

「互換性のあるネットワークプロトコルを処理でき 
ない」などのエラーメッセージが表示されインター 
ネットに接続できない。 

「 AT + MS =34」( V 34) 

「 AT 十 MS =92」（ V 92) 
「 AT + MS = K 56 FLEX 」 
( K 56 flex ) 

使用したい通信方式に 
応じて設定。 

接続が不安定 （10 回に3回しかつながらない/途中で 
切断されてしまう）。 

パスワード認証のあと、「接続が確立できませんで 
した。」などのエラーメッセージが表示されイン 
ターネットに接続できない。 


複数のコマンドを入力したいときは2番目な降のコマンドの AT は付けずに連続 
して入力します。例： ATM 0 X 3 ( ATM 0+ ATX 3) 
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I コンピュータを廃棄するとをは 


本機を廃棄するときは『サポート.サービスのご案内』巧り冊）の「コンピュー 
夕の廃棄.譲渡について」をご覧ください。 


► HDD のデータを 消去ずる 


本機を廃棄する前に HDD のデータを消去してください。 

ドライバ CD に収録されている「システム彰断ツール」では、 HDD 内のデータ 
を すベて 消去することができます。 

消去を開始すると、 HDD のデータはもとには房りません。必要になじてデータ 

をバックアップして七ださレ V 


データ消去の結果について、当社および開発元の Ultra - X 社は責任を負いませ 
じぉぶん。剛が-夕消去.廃棄は' お客様の責任に臥、て行つてくださし、。 


<2台の HDD を接続している場合> 

1台目 の HDD のデータの みが消ちされます。2台目 の HDD のデータを 消去す るこ 
とはできません。 

< RAI □機能を使用している場合> 

RAID を構成しているすべての HDD のデータが消まされます。 


データの消去 

HDD 内のデータを消まする手順は、次のとおりです。 

1 本機の電源を入れ、ドライバ CD を光ディスクドライブにセットしまず。 

インストール画面が表示されたら、 @ をクリックして画面を閉じてくだ 
さぃ。 

ム [スタート] -[►]- [再起動]をクリックして、本機を再起動します。 

•A 「 EPSON 」 と表示を、黒い画面に 「Kernel Loading * • • Press any key 
扣 run PC TEST 」 と表示された5、どれかキーを巧します。 

システム診断ツールが起動し、自動的に診断が開始します。 

4 区^+巳3 を巧して診断を中止したを、どれかキーを巧しまず。 

5 選択項目画面げ表示された5、で mo Erase 」 を還択してを巧 
しまず。 

〇 選択項目画面が表示された5、 m で 「Full Erase 」 を還択してを 
巧しまず。 
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コンピュータを廃棄するとをは 


7 選択項目画面が表示された5 、 「No Verify 」 を選択してにのを巧します。 

ri ! WARNING !!] 画面が表示されます。 

消まが開始されると、途中で止めることはできません。 

消ちを中止する場合は、店^を押すと、「システム彰断ツール」画面に戻り 
ます。 

8 キーボードで 「 Yes 」 と入力しまず。 

消ちが始まります。 

消ちには、しばらく時間がかかります。時間は HDD の容量によって異なりま 
す （40 GB の HDD の場合で約30分)。 

9 「Erase of HDO : Passed Press any key to continue 」 と表示された 
6、ドライバ CD を光ディスクドライブか 6 取り出して、コンピュータの電 
源を切りまず。 

これでデータの消去は完了です。 
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機能仕様—覧 


CPU 

インテル Core 2 Duo プロセッサ 

BIOS 

AM1 BIOS 

チップセット 

インテル PM965 Express Chipset +1CH8M Enhanced 

セキュリ 

テイチップ 

対応規格 

TPM 1.2 

コントローラ 

Infineon SLB9635TT12 

メインメモリ 

PC2-5300 SODIMM (DD 民 2-667 SDRAM) を使用して最大 3GB まで搭載可 
能 

ビデオ 

ATI Mobility FireGL V5600 ビデホメモリ： 512MB 

ATI Mobility Radeon HD 2600 ビデホメ モリ： 5 12MB 

画面表示 

液晶タイプ 

15.4 型 WXGA 十カラー液晶1440 X 900ピクセル True Color (32 ビット） *l 

15.4 型 WUXGA カラー液晶 1920X1200 ピクセル True Color (32 ビット） 

外部ディスプレイ接続 

1600 X1200ピクセル、1920 X1200ピクセル（ワイドディスプレイ接続時の 
み） True Color (32 ビット） 

サウンドコントローラ 

ハイ.デフィニション.ホーディオ対応民 ealtek 製 ALC660 

キーボード 

日本語対•応87キー （Windows キー付き）、インスタントキー5個 

ポインティングデバイス 

タッチパッド（スクロール機能付き） 

記憶装置 

HDD 

1台内蔵 （2.5 型 S-ATAHDD) 

オプション選択された場合、 2ndHDD を1台内蔵 （2.5 型 S-ATA HDD) 

光ディスクドライブ 

1台内蔵（種類は購入時の選択による） 

インタ 

フェース 

USB 

4 (USB2.0 対応） 

IEEE 13 94 

1 (4 ピン） 

TV 出力 

1 (S 端子） 

LAN 

1(民 J-45 lOOOBase-T/lOOBase-TX/lOBase-T 自動認識）*2 

FAX モデム 

1(民 J-11 K56flex V.92 対応）* 2 

サウンド 

マイク入カコネクタXしへッドフオン出カコネクタXIまたは S/PDIF XI 

ディスプレイ 

VGA コネクタ（アナログ、ミニ D-SUB 15ピン）XI 

DV1-D コネクタ（デジタル DV1-D24 ピン）XI 

PC カードスロット 

1 Typell PC Card S ね ndard 準拠 （CardBus 対応） 

メモリカードスロット 

17^モリースティック（れ〇巧応)、マルチ7^ディアカード、 SD メモリーカード対応 

カレンダ時計 

内蔵（巧蔵電池によりバックアップ） 

電源 

AC アダプタ 

入力 AC100V 〜 240V±10 o / o *3、1.5A (50/60Hz) 、出力 19V、4.74A、 

90W 質量約 4 5 0g (含電源コード） 

リチウムイホン 
/くッテリノ'^ック 

容量4800 mAh Li-ion11. IV動作時間約 2.4 時間* 4 JEITA 測定方法 Verl.O 

温湿度条件 

温度：10〜35で湿を： 20-80% (ただし、結露しないこと） 

外形寸法 

本体：あ365 (幅）X 270 (奥行）X 28.7 〜 45.5 (高さ） mm (突起部を除く） 

質量 

本体：約 2.96kg 

消費電力 

now (最大） /2.0W (スリープ状態）/ 1.5W (電源オフ時） 


*' グラフィックアク七ラレータのディザリング機能により実現しています。 

が認定を号ラベルはコンピュータのを面に貼付されています。 

標準添付されている電源コードは AC100V 用（日本仕様）です。本製品は国内専巧ですのであ外でお使いの場 
合は保証巧象外となります。 

*■* システム構成や使用環境により異なります。 



機能仕様一覧 


Bluetooth *^ 


準拠規格 

Bhietooth 標準規格 Ver 2.0 +EDR 

通信距離（規格値） 

10 m 。 

転送速度（規格値） 

3 Mbps 


*1 本製品には、電波法の規をにより、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名： BT -183 
認証番号： 003 NY 05095 0000 

*2 実隙の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows な 
どの使用条件によって短くなります。推奨される通信距離は 3 m な内です。 

無線 LAN >1 

• IEEE 802.11 a / b/g 


準拠規格 

IEEE 802.1 la : ARIB STD - T 71 (小電カデータ通信システム規格） 

( J 52/ W 52/ W 53/ W 56) 5 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

IEEE 802.11 b/g : ARIB STD - T 66 (小電カデータ通信システム規格） 

2 .4 GHz 無線 LAN 標準プロトコル 

データ転送速度 
(規格値）* 2 

802.11 a/g :54 Mbps 

802.1 lb : 11 Mbps 

伝送方式 

OFDM 方式（圧 EE 802.11 a / g ) 

DS - SS 方式 （ EEE 802.11 b ) 

伝送距離 
(理論値） 

111 Mbps :40 m ( IEEE 802.11 b ) 

54 Mbps :25 m ( IEEE 802.11 g ) /12 m ( IEEE 802.11 a ) 

屋内におけるアクセスポイント との 通信時*3 

セキュリテイ 

128/64 bit WEP 、 WPA 、 WPA 2 対応、 802.1 x *4 

使用無線 
チヤンネル 

IEEE 802.11 a :34/38/42/46 ch ( J 52)、36/40/44/48 ch ( W 52) 、 52/56/60/64 ch ( W 53) 
100/104/108/112/116/120/124/128/132/136/140 ch ( W 56) 

IEEE 802.1 lb : 1 〜 13 ch 

IEEE 802.1 Ig : 1 〜 13 ch 


• IEEE 802.1 In ドラフト 2.0 


準拠規格 

IEEE 802.1 In ドラフト2 .日 

データ 転送速を 
(規格値）* 2 

300 Mbps 

伝送方式 

MIMO 方式 

セキュリティ 

WPA 、 WPA 2 対応 （ AES のみ） 


*1 本製品には、電波法の規をにより、工事設計認証を取得した無線設備を内蔵しています。 

認証製品名： 4965 AGN MJP 2 

認証番号： 003 WWA 0 75020、 003 XWA 07502 し 003 YWA 0 75022 

が無線 LAN 規格の理論上の最大値であり、実際のデータ転送速度を示すものではありません。 

*3 実陽の通信距離は、電波環境、障害物、設置環境などの周囲条件や、アプリケーション、 Windows な 
どの使用条件によって短くなります。 

*4 当社では 、 Windows Server 2003との IEEE 802.1 X Rad 山 S Server ( EAP-TLS 対■応認証サーバ ） +WPA 
( TKff ) の組み合わせによる認証において動作を確認しています。すべての環境下での動作を保証 

300 するものではありません。 






c ドライブ ...... 


.85 


数字 

1つのディスプレイモード . 131 

A 

AC アダプタ 

接続する . 40 

使 5 . 66 

AC アダプタコネクタ . 33 

Adobe Reader. 27 

インストール . 237 

セットアップ . 238 

AMT 機能 . 189 

at コマンド . 296 

己 

BIOS. 203 

BIOS SeUip ユーテイリテイ . 205 

起動 . 205 

起動 (Boot) デバイスの順番をを更する . 215 

終了 . 209 

設定項目 . 217 

設定値 . 223 

設定値を元に戻す . 209 

操作 . 206 

Bluetooth キー . 32,118 

Bluetooth 機目目 . 114 

ON/OFF 方法 . 118 

Bluetooth 状態ランプ . 31,118 

Bluetooth ドライノ< . 28 

インストール . 236 

C 

Caps Lock ランフ . 32 

CD メディア 

読み这み•再生 . 100 

COA ラベル . 25 


分割•変更する . 288 

C ドライブな外のドライブ 

削除する . 294 

作成•変更する . 291 

D 

DVD VIDEO 再生ソフト . 100 

DVD メディァ 

読み込み•再生 . 100 

DVI-D コネクタ . 33,130,201 

F 

FAX モデム . 177 

福合 . 266 

FAX モデムドライバ . 26 

File Protection. 142 

Fn キー . 78,81 

G 

goo スティック . 27, 167 

インストール . 241 

H 

HDD ァク七ス制限 . 214 

HDD 設定を更サービス . 86 

HDD のデータ消去 . 297 

HDD 領域 

分割•変更•作成 . 287 

HDD レ、ードディスクドライブ） 

消ち . 297 

使9 . 85 

福合 . 259 

Ho 化巧アイコン . 83 

Hotkey ユーテイリテイ . 28, 83 

インストール . 49,242 
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圧 EE1394 コネクタ . 33,189,201 

InCD. 103 

Intel Matrix Storage Manager. zo 

Internet Explorer.165 

情報バー .167 

追加機能 . 167 

i ー フイルター30日版 . 28,174 

インストール . 239 

管理パスワード . 175,239 

セットアップ . 239 

J 

Java2 Runtime t^nvironment. zo 

JWord.167 

JWord Plugin.27 

インストール .240 

L 

LAN ケーブル .38,148 

LAN コネクタ . 33,148,201 

接続 .38 

LCDHE.30 

お手入れ . 282 

LCD ュニット . 30,123 

不具合 . 265 

LCD ラッチ . 31 

M 

MAC アドレスフイ/レタリング . 159 

MS-IME. 79 


使いち . 102 

Nero 7 Essentials CD-ROM. 228 

Norton Internet Security 90 日版 . 28, 170 

インストール . 238 

ファイアウォール機能 . 171 

NTFS フアイルシステム . 86 

NumLock ランプ . 32, 8日 

P 

Password Bank (パスワードノく ンク） . 142 

PBX. 178 

PC お役立ち情報 . 53 

PC* — K. 106 

イジェクトボタン . 33 

不具合 . 262 

PC カードスロット . 33 

R 

RAID. 88 


S 


S/PDIF (光デジタルオーディオ出力)コネクタ 

.31，139,201 

S-ATA (Serial ATA). 


85 

Scroll Lock ラ ンっ . 


32 

SODIMM (メモリ） 



^具合 . 


....258 

SpeedStep (スピードステップ)機能… 


....189 

SSID. 


....151 

SSID 非通知 . 


....151 

Supervisor Pas sword (管理者パスワー 

ド).... 

....211 

S- ビデオ出力端子 . 

.33,137,201 


N T 

Nero 7 Essentials. 27 TPM (セキュリティチップ） . 286 

イ ンストール . 240 不具合 . 256 


302 























































索引 


u 

U 1 キー . 32,83 

USB .104 

USB 機器 .104 

接続と取り外し . 104 

使う . 104 

USB コネクタ . 33,201 

USB マウス . 77 

User Password (ユ ■ —ザ'—パスワ ■ —ド） . 211 

V 

VGA コネクタ . 33,130,201 

W 

Wakeup On LAN . 149 

Web フイルタリング . 174 

Web フイルタリングソフトウエア . 174,238 

インストール . 238 

Windows Deienaer . 1/2 

Windows Media Player .140 

Windows RE . 86, 276 

Windows Update .168 

Windows Vista .26 

インストール . 231，232 

セットアップ . 42,45 

Windows Vista リカバリ DVD . 26, 228 

Windows 回復環境 . 54, 86, 276 

Windows 指紋ロ ダホン . 142,147 

Windows の修復 . 54 

Windows メ ーノレ . 165 

初期設定 . 166 

WinDVD . 27,100 

インストール . 240 

WinDVD CD-ROM . 228 


友 

アイコン . 20 

アクセスランプ . 32 

マスべク ト比 . 129 

アップダレードサービス . 192 

アナログディスプレイ . 130 

アプリケーシヨン CD . 28, 228 

アルフアベッ h の入力 . 80 

暗号化 . 157 

い 

イジ:！：クトホール . 30 

イジェクトボタン . 30 

インスタントキー . 83 

インスタントキードライバ . 26 

インスタントキーユーテイリテイ . 26 

インストール 

Adobe Reader . 237 

Bluetooth . 236 

goo スティック .241 

Hotkey ユーテイリテイ . 242 

i ー フイルター30日版 . 239 

JWord Plugin . 240 

Nero 7 Essentials .240 

Norton Internet Security 90 日版 .238 

Web フイルタリンダソフトウェア . 238 

Windows Vista . 231，232 

WinDVD . 240 

インテル AMT Local Manageability Service .243 

指紋認証ユーテイリテイ . 241 

セキュリティソフトウェア . 238 

セキュリティチップユーテイリテイ . 243, 286 

本体ドライバ . 235 

インストール時の不具合 . 271 

インターネット 

接続 . 163 
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不具合 . 272 

インターネットエクスプローラ ( InternetExplorer ). 165 

イン テル PM 965 Express チップ七ット用ドライバ . 26 

インテル AMT Local Manageability Service . 28 

インストール . 243 

インテル AMT ドライバ . 26 

インテル Core 2 Duo プロセッサ . 299 

インテル•アクティブ•マネジメント•テクノロジ ( AMT )...... 189 

インテル•夕 ■ ーボ•メモリドライノく . 26 

インフォメーシヨンキー . 32 

インフォメーシヨンメニュー . 27,51 

ラ 

ウイルス対■策機能 . 170 

を 

液晶ディスプレイ . 123 

ぉ 

オーディオ機器の接続 . 139 

お手入れ . 282 

お問い合わせ情報シール . 25 

オペレーテイングシステム （ OS ). 19 

音量の調節 . 138 

か 

解像度のを更 . 126 

書き込み 

光ディスクメディア . 101 

お張デスクトップモード . 132 

化張パーティシヨン . 292 

各部のを称と働き . 30 

カスタマイズ . 22 

カテゴリの表示 . 55 

かな入力 . 79 

画面サイズ切り替えキー . 32,127 


画面サイズの切り替え . 127 

画面表示 . 123 

管醒 . 57 

管理者パスワード . 211 

管理を ( Administrator ). 230 

管理パスワード 

i _ フイルター30日版 . 175, 239 

を 

キーボード . 30,78 

不具合 . 263 

記憶装置 

不具合 . 259 

起動時の不具合 . 248 

起動順位のを更 . 215 

機能キー . 78 

機能仕様一覧 . 299 

休止状態 . 185 

強制取り出し 

光ディスクメディア . 99 

記録メディア . 9 

< 

クラシック表示 . 55 

クリックボタン . 30 

クローンモード . 131 

け 

警告音 . 279 

警告メッ七ージ . 279 

検索 

JWord . 167 

コピーコントロール CD . 95 

コントロールパネルの表示 . 55 
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コンピュータウイルス . 165,17日 

コンピュータの管理者 . 211 

コンピュータの廃棄 . 297 

コンピュータ本体の不具合 . 254 

起動時 . 248 

コンピュータ名 . 45 

さ 

再インストール . 226 

必要なメディア . 228 

再起動 . 61 

再生 

音声 . 140 

サウンド 

不具合 . 266 

サウンド機能 . 138 

サウンドドライバ . 26 

サウンドューテイリテイ . 141 

サポート情報検索 . 53 

サポート•サービスのご案内 . 25 

し 

システム診断ツール . 28 

HDD のデータ消去 . 297 

システム診断の実行 . 273 

システムのお張 . 191 

システムのお元 . 274 

指紋センサー . 30,143 

指紋認証機能 . 142 

指紋認証ドライバ . 26 

指紋認証ューティリティ . 28,144 

インストール . 241 

紋の登録 . 144 

シャットダウン . 58 

終了 . 59 

60 


tt 様 . 299 

消去禁止領域 . 86,287 

省電力機能 . 54,183 

械合 . 254 

省電力が態 

移行しない設定 . 186 

移行方■を . 186 

復帰方■を . 188 

情報バー . 167 

使用•保管時の注意 . 8 

初期設定ッール . 47 

す 

数値キー . 78 

数値の入力 . 80 

スクロール . 76 

スタートボタン . 20 

スタート メニュー . 20 

スピードステップ機能 . 189 

スリープ状態 . 58,185 

せ 

制御キー . 78 

セーフモード . 126, 274 

セキュリティ機能 . 286 

セキュリティソフトウエア . 170 

インストール . 238 

セキュリテイチップユーテイリテイ . 28 

インストール . 243,286 

設定 . 232 

セキュリテイチップ ( TPM ). 286 

不具合 . 256 

セキュリティロックスロット . 30,190 

接続と取り外し 

USB «. 104 

設定値を元に戻す 


電源を切る 


209 
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セットアップ 

Adobe Reader . 238 

i ーフィルター30日版 . 239 

Windows . 42 

Windows Vista . 45 

セットアップ完了後の作業 . 48 

セットと取り外し 

PC カード . 107 

メモリカード . 111 

そ 

外付けディスプレイ . 130 

解像度と表示色 . 136 

キーボードで操作する場合 . 132 

接続 . 130 

テレビに表示する . 137 

表示のお了 . 131 

ユーティリティから操作する場合 ...... 133 

ソフトウエア 

強制終了 . 62 

不具合 . 268 

た 

ダイヤルアップ接続 . 180 

タスクバー . 20 

タッチパッド . 30,75 

不具合 . 264 

タッチパッドキー . 32 

タツチノ'^ツドドライノ《 . 26 

弓づ . 20 

ダブルクリック . 76 

ち 

チッフセット . 26 

直接入カモード . 79 


ご 

通な領域 . 20 

通風孔 . 33,34 

て 

ディスクの管巧 . 243 

ディスプレイ （ LCD ). 123 

不具合 . 265 

データの暗号化 . 286 

デジタルディスプレイ . 130 

テスクトップ画面 . 20 

デュアルチャネル . 193 

テレビへの接続 . 137 

電源スイツチ . 32 

電源設を . 183 

電源の入れ方 . 44 

電源プラン . 183 

電源ランプ . 31 

電源を切る . 59 

強制終了 . 62 

シャツトダウン . 60 

添付されているソフトウエア . 26 

電話回線に接続する . 39 


と 

ドライバ 

インテル PM 965 Express チップセット用 . 26 

ドライバ CD . 228 

ドラッグアンドドロップ . 76 

トラブルが解ホしなかったら . 53 

「取り外し」アイコン . 104, 108,112 

な 

内蔵ステレオスピーカ . 30,138 

内蔵スピーカ 
不具合 
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に 

日本語入カシステム . 79 

日本語入カモード . 79 

入力装置 

不具合 . 263 

ね 

ネットワーク 

不具合 . 272 

ネットワークドライバ . 26 

ネットワーク（有線 LAN ). 148 

の 

ノ ーマル表か . 127 

は 

パーティション . 292 

ハードディスクドライブ ( HDD ). 87 

消ち . 297 

使用する . 287 

不具合 . 259 

領域の分割•変更 • 作成 . 287 

廃棄（コンピュータ） . 297 

パスワード . 211 

パスワードの設定 . 211 

パスワ ■ —ドノくンク (Password B 皿 k ). 142 

バックアップ . 232,283 

ノくツクライト . 124 

バッテリ残量低下 

省電力状態に移行 . 186 

通知 . 69 

バッテリ充電ランプ . 31 

バッテリ低下 

設定 . 70 

ノくブテリノくブタ . 34 

交换 . 71 


装着する . 36 

使：9 . 66 

福合 . 255 

ハングアップ . 62 

ひ 

光ディスクドライブ . 30 

使5 . 95 

福合 . 260 

光ディスクメディア 

書き込み . 101 

読み込み•再生 . 100 

化デジタルオーディオ出力 ( S / PDIF ) コネクタ ...... 31，139,201 

ビデオドライバ . 26 

ビデオプロジェクタ . 131 

表示色のを更 . 126 

表示装置 

福合 . 265 

標準 ューザー . 57 

ふ 

フアイアウオール . 171 

フィッシング詐欺検出機能 . 173 

フィッシング対策機能 . 170 

フォルダメニュー . 56 

復元ポイントを手動で作成する . 275 

プライマリパーテイシヨン . 292 

ブロー ドバンドモデム . 155 

へ 

へッドフォン出カコネクタ . 31，139,201 

ほ 

ホームテレホン回線 . 178 

ボタン . 20 

本樵の終了方法 . 58 
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本体ドライバのインストール . 235 

ま 

マイク入カコネクタ . 31，139,201 

マウスの接続 . 77 

マニュアルダウンロード . 285 

マニュアルびゆ一わ . 27,52 

バックアップ . 284 


む 

無線 LAN 


ON/OFF ホを . 154 

巧う . 150 

無線 LAN 状態ランプ . 31,154 

無線 LAN スイッチ . 31,154 

無線 LAN ドライバ . 26 

め 

メディアの強制取り出し . 99 

メモリカード . 110 

不具合 . 263 

メモリカードスロット . 31，201 

メモリカードドライバ . 26 

メモリ ( SODIMM ) 

不具合 . 258 

ち 

文字キー . 78 


文字を入力するには . 79 

モデム . 177 

不具合 . 266 

モデムコネクタ . 33,177 

ゆ 

ユーザーアカウント . 56 

ユーザーアカウント制御画面 . 57 

ューザーサポート . 53 

ユーザーパスワード . 211 

ら 

ライセンス詔'証 . 46 

ライテインダソフト . 101 

0 

リカバリ . 226 

リ七ットホール . 34,63 

リチウム電化の交換 . 295 

リモートブート . 149 

領域の作成 . 243 

ろ 

ローマ字入力 . 79 

論理ドライブ . 292 

わ 

ワイド表示 . 127 
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Memo 



使用限定について 

本製品は、 OA 機器として使用されることを目的に開発-製造されたものです。 

本製品を航空機-列車-船が-自動車などの運行に直接関わる装置-防災防犯装置-各種を全装置など 
機能-精度などにおいて高い信頼性-安全性が必要とされる用途に使用される場合は、これらの シス テ 
ム全体の信頼性および安全性維持のために フェールセーフ 設計や冗長設計の措置を講じるなど、 シス テ 
ム全体のま全設計にご配慮頂いた上で本製品をご使用ください。 

本製品は、航空宇宙機器、幹線通信機器、原子力制御機器、生命維持に関わる医療機器、24時間稼動 
システム などの極めて高レ、信頼性-ま全性が必要とされる用途への巧用を意図しておりませんので、こ 
れらの用途にはごイま用にならないでください。 

本製品を曰本国がへ持ち出す場合のごを意 

本製品は日本国内でご使用いただくことを前提に製造•販売しております。したがって、本製品の修 
a • 保守サービスおよび不具合などの巧応は、日本国外ではお受けできません ので ご了承ください。ま 
た、日本国外ではその国の法律または規制により、本製品を巧用できないこともあります。このような 
国では、本製品を運用した結果罰せられることがありますが、当をといたしましては一切責任を負いか 
ねます ので ご了承ください。 


電波障害について 

この装置は、情報処理装置等電波障書自主規制協議会 （ VCCI ) の基準に基づくクラス B 情報技術装置 
です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますが、この装置がラジオやテレビジョン 
受信機に近接して巧用されると、受信障害を引き起こすことがあります。 

取あ説明書に従って正しい取りあいをしてください。 


瞬時電圧お下について 

本製品は、落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に巧し不都合を生じることがあります。 

電源の瞬時電圧低下巧策としては、交流無停電電源装置等を巧用されることをおすすめします。（社団 
法人電子情報技術産業協会のパーソナルコンピュータの瞬時電圧低下が策規格に基づく表示） 

有寿命部品について 

当社のコンピュータには、有寿命部品（液晶ディスプレイ、ハードディスク、冷却用ファンなど）が含 
まれています。 

有寿命部品の交換時 M の目まは、使用頻まや条件により異なりますが、本製品を通常使用した場合、1 
日糸勺8時間、1ヶ月で25日間のご巧用で拘5年です。 

上記目安はあくまで目安であって、故障しないことや無料修理をお約束するものではありません。 

なお、長時間連続使用など、ご使用状態によっては早«にあるいは製品の保証期間内であっても、部品 
交換（有料）が必要となります。 

* LCD ュニットを最大輝度で常時使用した場合の寿命は、10000時間です。 

JIS C 白1000 -3-2 適合品 

本装置は、高調波電流規格 JIS C 61000 -3-2 に適合しております。 


パソコン回収について 


逃 

リサイクル 


当社では、不要となったパソコンの回収.再資源化を行っています。 

PC リサイクルマーク付きの当を製パソコンおよびディスプレイは、ごま庭から廃棄する場 
合、無償で回収•再資源化いたします。 

パソコン 回収の詳細は下記ホームページをご覧ください。 

http://shop.epson.jp/pcrecycle/ 



Macrovision 着作権保護技術に ついて 

本製品が揉用している Macrovision 著作権保護技術は 、 Macrovision Corporation および他が所有する知的 
お産権や米国特許によって保護されています。 

この技術の使用には Macrovision Corporation の認可が必要です。また 、 Macrovision Corporation の許可な 
しに、家庭内や限られた章ち囲での巧聰目的な外に使用することはできません。 リバースエンジニアリン 
グや、分解は禁止されています。 

• Macrovision 著作権保護技術とは、 DVD などの映像コピー防止に関する技術です。 

著作権保護法 

あなたがビデオなどで録画•録音したものは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利者に 
無断で使用することはできません。 

テレビ. ラジオ.インターネット放送や市販の CD . DVD . ビデオなどで取得できる映像やを声は、著 
作物として著作権法により保護されています。個人で楽しむ場合に限り、これらに含まれる映像や音声 
を録画または録音することができますが、化人の著作物を収録した複製物を譲渡したり、他人の著作物 
をインターネットのホームページなどに掲載（改編して掲載する場合も含む）するなど、お的範囲を超 
えて配ホ•配信する場合は、事前に著作権者（放送事業者や実演家などの隣接権をを含む）の許諾を得 
る必要があります。著作権をに無断でこれらの行為を行うと著作権をに違反します。 

また、実演や興行、展示物などのうちには、個人として楽しむなどの目的であっても、撮影を制限して 
いる場合がありますのでご注意ください。 

ごを意 

1. 本書の内容の一部、または全部を無断で転載することは固くお断りいたします。 

2. 本書の内容および製品の仕様に ついて、 将来予告なしに変更することがあります。 

3. 本書の内容は万全を巧して作成いたしましたが、万一誤り•お気付きの点がございましたら、ご連 
絡くださいますようお願いいたします。 

4. 運用した結果の影響につきましては、3項にかかわらず責任を負いかねますのでご了承ください。 

商標に ついて 

• Microsoft 、 Windows , Windows Vista、Internet Explorer 、 Windows Media 、 ActiveX , BitLocker は米国 
Microsoft Corporation の米国およびその他の国における商標または登録商標です。 

• Intel 、 インテル、 Intel ロゴ 、 Intel Core、Core Inside、Intel SpeedStep は、アメリカ合衆国およびその他 
の国における Intel Corporation の商標です。 

• PS /2 は International Business Machines の登録商標です。 

• Symantec、Symantec ロゴ 、 Norton Internet Securitv および LiveUpdate は Symantec Corporation の登録商 

標です。 

• Adobe、Adobe ロゴ、 Reader は 、 Adobe Systems Incorporated (アドビシステムズ社）の米国ならびに他 
の国における商標または登録商標です。 

• Bluetooth ( R ) は Bluetooth SIG , Inc . の商標です。 

• そのほかの社名、製品ぶは一般にそれぞれの会社の商標または登録商標です。 
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